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序 文 

 

独立行政法人国際協力機構は、カンボジア国のプンプレック上水道拡張計画にかかる準備調査

を実施することを決定し、同調査を株式会社日水コン、クラウンエイジェンツ・ジャパン株式会

社、株式会社 TEC インターナショナルに委託しました。 

調査団は、令和 3 年 1 月 9 日から 3 月 14 日（第 1 次現地調査）、令和 3 年 7 月 19 日から 7 月

30 日（第 2 次現地調査）、令和 4 年 8 月 14 日から 8 月 20 日（第 3 次現地調査）、の 3 回にわたり

カンボジアの政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域における現地踏査を実施し、帰国

後の国内作業を経て、ここに本報告書完成の運びとなりました。 

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立つこと

を願うものです。 

終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

令和 4 年 11 月 

独立行政法人国際協力機構 

地球環境部 

部長 森田 隆博 
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要 約 

 

１．国の概要 

カンボジア国の総人口は約 1,560 万人1、国土面積 181,035 km2（日本の約 2 分の 1 弱）を有す

る。北部ラオスから国際河川であるメコン川が南に流れており、中央平原にはトンレサップ湖が

存在する。トンレサップ湖からはトンレサップ川が流れ首都プノンペンでメコン川と合流してい

る。国土の大部分は低地であるが、東北部、北部、北東部には山脈が存在する。また、ベトナム、

ラオスと国境を接する北部、北東部は深い森林に覆われ、野生動物や原生林の宝庫となっている。 

気象は、高温多湿な熱帯地域に属し、一年は大きく雨期（5 月から 10 月）と乾期（11 月から 4

月）に分けられる。特に、2 月～4 月は酷暑となり、日中気温が 35～40℃になる。カンボジアの年

間降水量は 1,400 – 2,000 mm2である。 

カンボジア国の経済は、2018 年の一人当り国内総生産（GDP）は約 1,607USD3で近隣諸国に比

べても低く、未だ後発開発途上国である。近年は、比較的安定した政治状況を保っており、2004

年から 2007 年には平均国内総生産成長率が 4 年連続して 10%を超える著しい経済成長を果たし

ていたが、2008 年に入ってからの原油・食糧価格の高騰、特に 2009 年は世界金融危機の影響によ

り 2009 年の経済成長率は、0.1%にまで急低下した。しかしながら 2010 年は 6.0%まで急回復し、

2011 年以降は、ほぼ 7.0%を維持し続けている。国際通貨基金（International Monetary Fund 、以下

「IMF」）によると、2020 年に新型コロナウイルス感染症（Coronavirus disease 2019（以下、「COVID-

19」））流行の影響により、成長率が急低下するものの、2022 年以降は回復し、今後も 6%から 7%

の成長が続くと予想している。また、カンボジア国は、1990 年代初頭の内戦終結後に、経済関連

の国際機関に加盟し、1999 年の東南アジア諸国連合（ASEAN）加盟、2004 年の世界貿易機関（WTO）

加盟など、地域経済及び世界経済との統合を強化している。 

2020 年の産業別 GDP 構成比は農業が 22.9%、工業が 37.8%、サービス業が 39.4%である 。2010

年と比較すると農業が経済に占める割合は低下している一方で、インフラ需要や都市開発に伴い、

建設業が大きく成長しており、同分野は今後も拡大が見込まれている。 

世帯当り月所得は、年々上昇しており、首都プノンペンと地方の差は年々減少しているものの

2017 年の首都プノンペンと地方（Other rural）には約 1.6 倍の差がある。カンボジア国の貧困層は、

2004 年には 50%を超えていたが、2018 年には約 12% まで大幅に低下した。しかし、貧困の削減

はカンボジア国の重要課題であり、貧困削減のためには、産業構造の多様化と生産性の向上に基

づく包括的な成長が欠かせないとしている。 

 

 
1 General Population Census of Cambodia 2019 
2 Climate Change Knowledge Portal, World Bank 
3 IMF, World Economic Outlook Database, October 2021 
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２．プロジェクトの背景、経緯及び概要 

カンボジアの上水道セクターは 1990 年代中頃より内戦終結後の本格的な施設の改修・拡充が開

始され、首都プノンペン都及び地方主要都市を中心に整備が進んでいる。全国に 2 つの水道公社

と 8 つの公営水道局があり、その他に 300 以上とも言われる多数の民間水道事業者が存在する。 

プノンペン都では、内戦終結後、1993 年に JICA の支援により策定された「プノンペン市上水

道整備計画」に基づき、わが国及び他ドナーが連携して、浄水場の建設及び改修、運営・維持管

理技術にかかる技術協力が実施され、24 時間給水を実現し給水率は 90%以上に達した。この間

JICA は、4 件の無償資金協力、1 件の円借款により施設整備を支援したほか、2 回のマスタープラ

ン策定、北九州市からの個別専門家派遣、技術協力プロジェクトの実施によって能力強化も支援

してきた。しかし、プノンペン都を中心とするプノンペン水道公社（Phnom Penh Water Supply 

Authority、以下、「PPWSA」という。）の給水区域内では、人口及び商業施設が急増し、2018 年時

点の日平均給水需要は 58 万 m3 と既にその給水能力（56 万 m3）を上回っており、2030 年には約

157.8 万 m3となる見込みであり、水需要の急増に伴って水圧が低下する地区が発生しているなど、

給水能力の増強が課題となっている。加えて、過去に整備した施設の劣化やポンプ制御システム

のエネルギー非効率等が確認されており、持続性の確保と運転維持管理におけるエネルギー効率

改善が課題となっている。 

これらの課題に対し、PPWSA は 2017 年に策定した第 3 次の上水道整備マスタープラン（以下、

「MP」という。）に沿って、ドナー資金を活用して新規の浄水場の整備を進めている。JICA も、

事業・運営権対応型無償資金協力（以下、「事業権無償」という。）による「タクマウ上水道拡張計

画」（2020 年 G/A、供与限度額 34.21 億円）によって 3 万 m3／日の能力の浄水場の新設を支援中

であり、さらに水需要の急増に対応したマスタープランの見直しを「プノンペン都上水道開発に

係る情報収集調査」によって支援した。 

プンプレック浄水場は 10 万 m3/日の処理能力の施設として 1966 年に運転を開始した。その後

1995 年にフランス政府と日本政府の無償資金により既存施設のリハビリテーションを経た後、

2003 年に日本政府の無償資金協力「プンプレック浄水場拡張計画」（2001 年 E/N 締結）により５

万 m3/日の施設が増設され、現在は 15 万 m3／日の浄水処理能力を有する、PPWSA の基幹浄水場

の 1 つである。水源はメコン河の支流であるトンレサップ川であり、凝集沈殿・急速ろ過法によ

って浄水処理を行っている。プンプレック浄水場はプノンペン都の中心地区に配水している重要

な浄水場であるため、水需要の増大に対応した能力の増強を行うことの効果は大きい。また、フ

ランスの支援によって建設された当初施設は老朽化が進んでおり、改修の必要性が高い。 

以上の背景を踏まえ、カンボジア政府から、MP に位置付けられているプンプレック浄水場の改

修・拡張事業を行うため、我が国の民間企業の技術・知見・資金を活用して効率的な施設整備、

運営・維持管理を行う、事業権無償による「プンプレック上水道改修・拡張計画」（以下、「本事

業」という。）の要請があった。 
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３．調査結果の概要とプロジェクトの内容（概略設計、施設計画・機材計画の概略） 

（１）調査結果の概要 

前述の背景から JICA は、以下の通り計 3 回にわたり協力準備調査団をカンボジア国に派遣し

た。 

第 1 次現地調査： 2021 年 1 月 9 日～同年 3 月 14 日 

第 2 次現地調査： 2021 年 7 月 19 日～同年 7 月 30 日 

第 3 次現地調査： 2022 年 8 月 14 日～同年 8 月 20 日 

 

カンボジア国側からの要請内容を確認し、プロジェクトの背景、目的及び内容を把握し、効果、

技術的・経済的妥当性を検討のうえ、協力の成果を得るために必要かつ最適な事業内容・規模に

つき概略設計を行い、概略事業費を積算するとともに、プロジェクトの成果・目標を達成するた

めに必要な相手国側分担事業の内容、実施計画、運営・維持管理等の留意事項などを提案するこ

とを目的とする本準備調査を実施した。 

その結果、協力対象事業として、事業権無償により、45,000 m3/日の浄水施設を建設し、その運

営を最大 10 年間の期間において特別目的会社（以下、「SPC」）が行うことをカンボジア国側と合

意した。 

（２）プロジェクトの内容 

本プロジェクトはプノンペン都中央部への給水の為の浄水施設（45,000m3/日）を建設し、SPC

により最長 10 年間の運営・維持管理（以下、「O&M」）が行われるものである。本邦企業による

O&M が行われることにより、本邦技術の O&M の技術移転が行われるとともに、本邦企業による

事業実施経験が培われるものである。協力の内容は以下のとおりである。 

施設 プンプレ
ック浄水
場 

取水施設 取水能力：47,250 m3/日 

取水施設（フロート式） 

取水ポンプ 

受配電施設 

浄水施設 浄水能力：45,000 m3/日 

浄水処理施設 

薬品生成・溶解・注入システム 

受配電施設 

配水施設 配水池：6,000 m3 

配水ポンプ場 

配水ポンプ 

SCADA 浄水場内の中央監視システム 

コンサルティング・サービス 入札補助 

 設計確認 

 施工段階における工程管理・品質管理・コスト管理・支払い支援等の
各種マネジメント業務 
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４．プロジェクトの工期及び概略事業費 

（１）プロジェクトの工期 

本プロジェクトの実施工程は、工事内容・工期の関係から初年度に入札を行い、翌年度から工

事（設計・施工・維持管理準備）を実施するものとする。工期は、入札期間が 10 ヶ月、設計・施

工が 39 ヶ月である。 

（２）概算事業費 

１）日本側負担費用 

事業者契約認証まで非公表とする。 

２）カンボジア側負担費用 

 負担事項 内容 USD 百万円 

1 用地準備 取水場、浄水場、資材置場の用地準備費用 100,000 11.1 

2 不発弾・地雷調査 プロジェクト対象用地に不発弾及び地雷等がないか事
前に調査を行う費用 

40,000 4.4 

3 PPWSA 職員の配置 D＆B 業務のマネジメント費用 120,000 13.3 

4 受電に係る費用 建設用の受電及びプラント運転用受電の手続き、工事
等の負担費用（取水・浄水施設への一次側受電設備の
工事負担費用） 

10,000 1.1 

5 導水管の整備 新規取水施設から浄水施設（今回増設分）までの導水
管 φ800 mm、L=1.9km (非開削の場合) 

8,500,000 942.7 

6 銀行手数料 銀行取決めに係る手数料 41,000 4.5 

合 計 8,811,000 977.2 

注） 施設建設完了の 2027 年までにかかる経費合計 

５．プロジェクトの評価 

（１）妥当性 

プロジェクトの裨益対象 

本プロジェクトによりプノンペン都への給水能力が改善され、プノンペン都の裨益人口が増加

する。浄水場の増水能力の拡張に加え、現状の給水サービスの向上が図られるため、増加する給

水人口に対する裨益のみならず、現在給水を受けている住民に対しても給水サービスが改善する

こととなる。 

プロジェクトの緊急性 

PPWSA は既存の水道システムを有してはいるが、現在の浄水能力では 2030 年時点でのプノン

ペン都における水需要の 35％程度しかない4。上水道施設の拡張による給水量の増加なしでは水不

足が予測され、上水道施設の拡張が急務となっている。 

プロジェクトの上位計画との整合性 

カンボジア政府は、国家戦略開発計画（NSDP）により、2025 年までに都市部人口の 100%に対

して安全な水へのアクセスを確保するという目標を掲げており、本プロジェクトはプノンペン都

 
4 既存浄水能力 592 千 m3／2030 年日最大需要 1,714 千 m3＝0.35 
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において、その実現に寄与するものである。 

我が国の援助政策との整合性 

カンボジアに対する我が国の援助方針の事業展開計画（2016 年 9 月）では、カンボジアの開発

目標達成を支援し、「社会開発の促進」を援助の重点分野の一つとし、「上下水道インフラの整備」

を開発課題としており、本プロジェクトの実施は、我が国の援助政策と整合している。 

（２）有効性 

本プロジェクトの有効性に関しては、以下の定量的効果及び定性的効果が見込まれる。 

定量的効果 

プンプレック浄水場の増水能力を拡張することにより、下表に示すような効果が期待できる。 

No. 指標 基準値(2021 年) 
目標値(2030 年) 

（供用開始後 3 年） 

1 給水能力 

（日平均） 

150,000 m3/日 195,000 m3/日* 

 

定性的効果 

定性的効果は以下の通りである。 

① 給水栓からの水量・水圧不足の改善 

② 浄水場の運営・維持管理に関する技術移転による運営・維持管理能力の向上 

③ 公衆衛生の向上 

 

以上の内容により、本プロジェクトの妥当性は高く、また有効性が見込まれると判断される。 
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【プンプレック浄水場平面配置図】 
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浄水場完成予想図 

 

取水場完成予想図 
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写真 

 

 

写真-1：取水施設予定地の現状 

取水施設建設予定地には、既存の取水塔がある。
増設されるフロート式取水施設は既存取水施設の
敷地内に建設される計画である。 

 

写真-2：既存プンプレック浄水場 

既存のプンプレック浄水場は２期にわたって建設
が行われており、場内の利用可能エリアは限定的
である。 

 

写真-3：既存プンプレック浄水場内 PPWSA 本局 

既存プンプレック浄水場にはプノンペン水道公社
の本局が設置されており、同公社の運営維持管理
を一括して管理している。 

 

写真-4：フロック形成及び沈殿池建設予定地 

フロック形成及び沈殿池の建設予定地は利用面積
が非常に限られている。 

 

写真-5： ろ過池建設予定地 

ろ過池の建設予定地はある程度利用面積が確保さ
れている。（写真の右半分エリア） 

 

写真-6：配水池及び配水ポンプ場建設予定地 

配水池及び配水ポンプ場予定地も利用可能なエリ
アがかぎられている。なお、同エリアは現在倉庫
として利用されている。 
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CPI Consumer Price Index 消費者物価指数 
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NRW Non-Revenue Water 無収水 

NSDP National Strategic Development Plan 国家戦略開発計画 

O&M Operation and Maintenance 運営・維持管理 

PDE Provincial Department of Environment 地方環境局 

PISC Provincial Investment Sub-Committee 地方投資準委員会 

PPP Public–Private Partnership 官民連携 

PPWSA Phnom Penh Water Supply Authority プノンペン水道公社 

QIP Qualified Investment Project 適格投資プロジェクト 

SOP Standard Operating Procedures 標準運営手順 

SPC Special Purpose Company 特別目的会社 

UXO Unexploded Ordnance 地雷・不発弾 

VAT Value Added Tax 付加価値税 

VFD Variable-Frequency Drive 可変速ドライブ 

WTP Water Treatment Plant 浄水場 
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 プロジェクトの背景・経緯 

1-1 当該セクターの現状と課題 

1-1-1 現状と課題 

カンボジア国の上水道セクターは 1990 年代中頃より内戦終結後の本格的な施設の改修・拡充が開

始され、首都プノンペン都及び地方主要都市を中心に整備が進んでいる。全国に 2 つの水道公社と 8

つの公営水道局があり、その他に 300 以上とも言われる多数の民間水道事業者が存在する。 

プノンペン都では、内戦終結後、1993 年に JICA の支援により策定された「プノンペン市上水道整

備計画」に基づき、わが国及び他ドナーが連携して、浄水場（以下、WTP）の建設及び改修、運営・

維持管理技術にかかる技術協力が実施され、24 時間給水を実現し給水率は 90%以上に達した。この

間 JICA は、4 件の無償資金協力、1 件の円借款により施設整備を支援したほか、2 回のマスタープラ

ン策定、北九州市からの個別専門家派遣、技術協力プロジェクトの実施によって能力強化も支援して

きた。しかし、プノンペン都を中心とするプノンペン水道公社（Phnom Penh Water Supply Authority、

以下、「PPWSA」という。）の給水区域内では、人口及び商業施設が急増し、2018 年時点の日平均給

水需要は 58 万 m3 と既にその給水能力（56 万 m3）を上回っており、2030 年には約 157.8 万 m3 とな

る見込みであり、水需要の急増に伴って水圧が低下する地区が発生しているなど、給水能力の増強が

課題となっている。加えて、過去に整備した施設の劣化やポンプ制御システムのエネルギー非効率等

が確認されており、持続性の確保と運転維持管理におけるエネルギー効率改善が課題となっている。 

1-1-2 開発計画 

 国家開発計画 

1-1-2-1-1 四辺形戦略 

四辺形戦略（Rectangular Strategy Phase IV）とは、2004 年 7 月 16 日の第三次政権成立後の初閣議に

おいてフン・セン首相が表明した国家開発戦略で、戦略の四辺に①農業分野の強化、②インフラの復

興と建設、③民間セクター開発と雇用創出、④能力構築と人材開発を掲げ、その中心部に「良き統治

（グッドガバナンス）」を置いている。「良き統治」の内容としては、汚職撲滅、法・司法改革、行財

政改革及び国軍改革を優先課題としている。 

1-1-2-1-2 国家戦略開発計画 

国家戦略開発計画 2019～2023 年（National Strategic Development Plan（NSDP））は、カンボジア国

の国家戦略である「四辺形戦略」を実施するためのアクションプランとして位置付けられている。水

道分野については、目標値として 2018 年までに都市部の 85%が水道システムへのアクセスを得るこ
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と、2025 年に都市部での安全な水にアクセスできる人の割合を 100%にすることとしている。また、

都市給水の優先課題を下記のように示している。 

- 法制度（水道法等）の整備 

- 中央省庁による経済的技術的な規制の下での地方分権の推進 

- 地方水道局の国営企業としての自立（公社化） 

- 資金調達の増加（開発戦略・ビジネスプラン等の策定、プライベイトセクターの活用、”Water for All” program の

実施等） 

- 業績及び水道普及の改善（既存施設の更新、課題の抽出と解決、人材育成、水道協会設立、PPWSA の有効活用、

適切な水質管理システム等） 

- 水源保全 

 

 都市開発計画 

1-1-2-2-1 土地利用計画 

首都プノンペンの土地利用計画は、当時の国家戦略開発計画（2014～2018 年）を踏まえた上で、

2015 年を目標年とする都市開発戦略（City Development Strategy、以下「CDS」）を 2005 年に策定し

た。CDS では、今後の首都プノンペンの発展と市民生活の向上を目的とした開発計画構想における 5

つの重点分野として「①土地利用と住宅」、「②環境と天然資源」、「③社会資本整備と交通」、「④社会

福祉」、「⑤経済発展」を挙げている。 

CDS に基づき、フランス政府及びパリ市の支援により、2020 年を目標年としたプノンペン都の総

合都市開発計画（White Book on Development and Planning of Phnom Penh, 2015、以下「White Book」）

を 2007 年に策定した。その後、目標年次を 2035 年に延伸し、王令により設立された土地管理都市

計画国家委員会による可決を経て、2015 年 12 月 23 日付の政令（Sub-decree）の発出により承認さ

れた。総合都市開発計画では、首都プノンペンへの一極集中を防ぐための郊外の開発と都市圏の拡大、

住宅・土地開発における官民連携の促進、景観・環境都市としてのアイデンティティの確立等の計画

が提案されている。White Book における土地利用計画については「第 4 章」に記載する。 

1-1-2-2-2 首都プノンペンの開発計画 

首都プノンペン及び周辺部で実施中の主要な大規模開発計画を図 1-1.1 及び表 1-1.1 に示す。 
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図 1-1.1 首都プノンペンの大規模開発計画の概要 

出典：PPWSA 提供資料及びヒアリングを基に調査団作成 

表 1-1.1 首都プノンペンの大規模開発計画の概要 

No Name Area Description 

1-1 ING City 2,572 ha 4 stages, 5 year/stage, 2 stages are assumed to be completed until 

2030 

1-2 OCIC & Okide Villa 1,300 ha Condominium, resident area 

1-3 Kos Norea Project 124 ha 30,000m3/day by Master Plan, backfilling is finished in next 2 

years, Commercial, business, high-rise buildings for residence 

1-4 Boeng Kak 80 ha Business area 

1-5 Okide Villa 50 ha Villa, a few condominiums, business center, commercial area 

1-6 New Airport City 2,600 ha New Inaternational Airport and New Airport City 

1-7 Booyoung Town 27 ha 40 apartments and 7 complexes,  

1-8 Grand Phnom Penh International City 150 ha Golf course and housing area 

出典：PPWSA 提供資料及びヒアリングを基に調査団作成 

1-1-2-2-3 道路開発計画 

2035 年を目標年次とする首都プノンペンにおける総合都市交通計画として、都市交通マスタープ

ラン（The Phnom Penh Urban Transportation Master Plan、以下「PPUTMP」）が策定された。PPUTMP の

中で、道路開発計画が整理されている。 

道路開発計画の概要を図 1-1.2 に示す。首都プノンペンの主要幹線道路は、環状道路（Ring Road

以下、「RR」）と国道（National Road、以下「NR」）で構成されている。PPUTMP では、RR1 から RR4

までの 4 つの環状道路及び中心部より伸びる NR1 から NR6 までの 6 つの国道で道路網を整備する計
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画である。 

 

図 1-1.2 2035 年における道路開発計画の概要 

出典：The Phnom Penh Urban Transportation Master Plan 

将来 PPUTMP により、主要幹線道路が整備されること、主要道路等について公共交通の導入等が

予定されており、送配水管の整備や維持管理において影響があることについても留意する。 

また、首都プノンペンの Khan Chrouy Changvar とカンダール州の District Lvea Aem を結び Mekong

川を横断する橋（Changvar-Svay Chrum 橋）の建設が計画されている。橋の建設予定地を図 1-1.3 に

示す。橋の建設は、2019 年から 2023 年の韓国の援助プログラムの中で優先プロジェクトとしてあげ

られた。加えて、首都プノンペンの Khan Chbar Ampov とカンダール州の Khsach village を結ぶ Areiy 
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Ksatr – KdeyTakoy 橋のフィージビリティ・スタディ調査（以下、「F/S」）が実施されている。橋の建

設後に、現カンダール州の Svay Chrum や Areiy Ksatr が首都プノンペンに属することが予定されてお

り、都市圏の拡大及び一層の発展が予想される。 

 

図 1-1.3 橋の建設予定位置 

出典：the Cambodia Constructors Association 

1-1-2-2-4 PPWSAの開発計画 

PPWSA は 2017 年に策定した第 3 次の上水道整備マスタープラン（以下、「MP」という。）に沿っ

て、ドナー資金を活用して新規の浄水場の整備を進めている。JICA も、事業・運営権対応型無償資

金協力（以下、「事業権無償」という。）による「タクマウ上水道拡張計画」（2020 年 G/A、供与限度

額 34.21 億円）によって 3 万 m3／日の能力の浄水場の新設を支援中であり、さらに水需要の急増に

対応したマスタープランの見直しを「プノンペン都上水道開発に係る情報収集調査」によって支援し

た。 

1-1-3 社会経済状況 

カンボジア国の経済は、2018 年の一人当り国内総生産（GDP）は約 1,607USD5で近隣諸国に比べて

も低く、未だ後発開発途上国である。近年は、比較的安定した政治状況を保っており、2004 年から

2007 年には平均国内総生産成長率が 4 年連続して 10%を超える著しい経済成長を果たしていたが、

2008 年に入ってからの原油・食糧価格の高騰、特に 2009 年は世界金融危機の影響により 2009 年の

経済成長率は、0.1%にまで急低下した。しかしながら 2010 年は 6.0%まで急回復し、2011 年以降は、

ほぼ 7.0%を維持し続けている。国際通貨基金（International Monetary Fund 、以下「IMF」）によると、

 
5 IMF, World Economic Outlook Database, October 2021 
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2020 年に新型コロナウイルス感染症（Coronavirus disease 2019（以下、「COVID-19」））流行の影響に

より、成長率が急低下するものの、2022 年以降は回復し、今後も 6%から 7%の成長が続くと予想し

ている。また、カンボジア国は、1990 年代初頭の内戦終結後に、経済関連の国際機関に加盟し、1999

年の東南アジア諸国連合（ASEAN）加盟、2004 年の世界貿易機関（WTO）加盟など、地域経済及び

世界経済との統合を強化している。 

2020 年の産業別 GDP 構成比は農業が 22.9%、工業が 37.8%、サービス業が 39.4%である 。2010 年

と比較すると農業が経済に占める割合は低下している一方で、インフラ需要や都市開発に伴い、建設

業が大きく成長しており、同分野は今後も拡大が見込まれている。 

世帯当り月所得は、年々上昇しており、首都プノンペンと地方の差は年々減少しているものの 2017

年の首都プノンペンと地方（Other rural）には約 1.6 倍の差がある。カンボジア国の貧困層は、2004

年には 50%を超えていたが、2018 年には約 12% まで大幅に低下した。しかし、貧困の削減はカンボ

ジア国の重要課題であり、貧困削減のためには、産業構造の多様化と生産性の向上に基づく包括的な

成長が欠かせないとしている。 

1-2 無償資金協力の背景・経緯及び概要 

プンプレック浄水場は 100,000 m3/日の処理能力の施設として 1966 年に運転を開始した。その後

1995 年にフランス政府と日本政府の無償資金により既存施設のリハビリテーションを経た後、2003

年に日本政府の無償資金協力「プンプレック浄水場拡張計画」（2001 年 E/N 締結）により 50,000 m3/

日の施設が増設され、現在は 150,000 ｍ3／日の浄水処理能力を有する、PPWSA の基幹浄水場の 1 つ

である。水源はメコン河の支流であるトンレサップ川であり、凝集沈殿・急速ろ過法によって浄水処

理を行っている。プンプレック浄水場はプノンペン都の中心地区に配水している重要な浄水場であ

るため、水需要の増大に対応した能力の増強を行うことの効果は大きい。また、フランスの支援によ

って建設された当初施設は老朽化が進んでおり、改修の必要性が高い。 

プノンペン都の人口増加と水需要に対応するためには、既存のプンプレック浄水場の能力増強が

必要であり、カンボジア国政府は我が国に対して、プンプレック浄水場の改修・拡張をすることによ

り、水需要への対応と安全な水へのアクセス率向上を図ることを目的とした事業権無償事業の要請

を行った。 

カンボジア国側からの要請書に記載されている要請内容は表 1-2.1 の通りである。 
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表 1-2.1 本プロジェクトの要請内容 

項目 内容 

プ ロ ジ ェ
クト内容 

① 概要 

プンプレック浄水場の能力を 150,000 m3 /日から 195,000 m3 /日に拡大。効果的な維持管理を目

的とした IT 技術を駆使した先進的な日本の維持管理システムによる施設の増改築。 

② 取水施設 

- ポンプ 5 台の更新（4 台常用、1 台予備）、能力 35 m3/分、全揚程 25 m、 出力 210 kW、フライ

ホイール・スペアパーツ・潤滑油 

- コントロールパネル・サービスパネル、監視室・通信機器、取水施設躯体の補強、計測機器 

③ 浄水施設（195,000 m3/日） 

- 着水井、高速凝集沈殿池、急速ろ過、逆洗システム、コントロールパネル・サービスパネル、

監視室・通信機器 

- 既存施設（100,000 m3/日沈殿ろ過池）の補強 

- 既存施設（10,000 m3 配水池）の補強 

- 薬品注入システム 

④ 配水施設 

- ポンプ 3 台の更新、能力 29 m3/分、全揚程 42 m、出力 280 kW、スペアパーツ 

- コントロールパネル・サービスパネル、監視室・通信機器 

- 配水池：50 m×20m×6 m（6,000 m3） 

- 計測機器 

⑤ SCADA システム 

- コントロールデスク、モニター 

- アセットマネジメント機能を有する維持管理支援コンピュータ 

⑥ コンサルティング・サービス、ソフトコンポーネント 

- コンサルティング・サービス：入札補助、設計審査、施工調達管理 

- ソフトコンポーネント：なし 

対象地域 カンボジア国 プノンペン都 

関係官庁 

・機関 

実施機関（主管官庁）：カンボジア工業科学技術革新省（Ministry of Industry Science Technology and 

Innovation: MISTI） 

事業実施機関（水道事業実施機関）：プノンペン水道公社（Phnom Penh Water Supply Authority: PPWSA） 

出典：要請書 

この要請を受けて JICA は、事業規模の妥当性を検討した上で、無償資金協力として適切な概略設

計を行い、事業計画を策定し、概略事業費を積算することを目的とする本協力準備調査（以下、「本

業務」）を実施した。 

本業務期間中に行った協議の結果、事業権無償の適用による浄水施設の整備の実施を合意した。尚、

要請内容のうち、既存取水施設と既存浄水施設のリハビリテーションは無償部分から除外すること

を PPWSA との協議により合意した。 

カンボジア国側との協議内容を踏まえカンボジア国側と要請内容の変更を確認した結果、要請内

容は表 1-2.2 の通りである。 
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表 1-2.2 カンボジア側と確認された要請内容結果 

項目 内容 

プ ロ ジ ェ
クト 

内容 

① 概要 

プンプレック浄水場の能力を 150,000 m3/日から 195,000 m3/日に拡大。効果的な維持管理を目

的とした IT 技術を駆使した先進的な日本の維持管理システムによる施設の補修・改築。 

② 取水施設（47,250 m3/日） 

- フロート式取水施設の新設 

- 受配電施設の新設 

- ポンプ 2 台の新設（1 台常用、1 台予備）、能力 33 m3/分、全揚程 24 m、出力 200 kW、フラ

イホイール・スペアパーツ・潤滑油 

- コントロールパネル・サービスパネル、通信機器、計測機器 

- オイルフェンス等必要機材 

③ 浄水施設（45,000 m3/日） 

- 受配電施設の新設 

- 着水井、混和地、高速凝集沈殿池もしくは代替施設、急速ろ過、逆洗システム、ミキサー、

コントロールパネル・サービスパネル、計測機器、監視・制御室・通信機器 

- 薬品生成・溶解・注入システム 

④ 配水施設 

- ポンプ 3 台の新設、能力 29 m3/分、全揚程 42 m、出力 280 kW、スペアパーツ 

- コントロールパネル・サービスパネル、監視・制御室・通信機器 

- 配水池：6,000 m3 

- 配水ポンプ場 

- 計測機器 

⑤ SCADA システム 

- コントロールデスク、モニター 

- アセットマネジメント機能を有する維持管理支援コンピュータ 

⑥ コンサルティング・サービス、ソフトコンポーネント 

- コンサルティング・サービス：入札補助、設計審査、施工調達監理 

- ソフトコンポーネント：なし 

対象地域 カンボジア国 プノンペン都 

関係官庁 

・機関 

実施機関（主管官庁）：プノンペン水道公社（Phnom Penh Water Supply Authority: PPWSA） 

事業実施機関（水道事業実施機関）：プノンペン水道公社（Phnom Penh Water Supply Authority: 

PPWSA） 

*赤文字は要請書の内容から調整が行われたもの。 

出典：調査団 

1-3 我が国の援助動向 

我が国によるカンボジア国に対する過去の都市水道分野に関連する援助を表 1-3.1、表 1-3.2 に示

す。 
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表 1-3.1 技術協力及び有償資金協力プロジェクトの実績（都市給水分野） 

協力内容 実施年度 案件名/その他 概要 

技術協力プロ
ジェクト 

2003～ 

2006 年度 

水道事業人材育成プロジェ
クト 

プノンペン水道公社における水道施設の運
転・維持管理能力の強化に資する協力 

2007～ 

2011 年度 

水道事業人材育成プロジェ
クト・フェーズ 2 

地方 8 州都の公営水道局における水道施設の
運転・維持管理能力の強化に資する協力 

2012～ 

2017 年度 

水道事業人材育成プロジェ
クト・フェーズ 3 

地方 8 州都の公営水道局における水道事業体
運営及び経営管理能力の強化に資する協力 

2018～ 

2023 年度（予定） 

水道行政管理能力向上プロ
ジェクト 

工業・手工芸省における水水道行政管理能力
の強化に資する協力 

開発計画調査
型技術協力プ
ロ ジ ェ ク ト
（ 旧 開 発 調
査） 

1992～ 

1993 年度 

プノンペン市上水道整備計
画 

プノンペン市の上水道マスタープラン及び既
存施設の緊急改修計画の策定 

1996～ 

2000 年度 

シェムリアップ市上水道整
備計画調査 

シェムリアップ市の上水道マスタープランの
策定及び優先プロジェクトのフィージビリテ
ィ調査の実施 

2004～ 

2005 年度 

プノンペン市上水道整備計
画（フェーズ２） 

プノンペン市及びカンダール都市部における
上水道マスタープランの策定及び優先プロジ
ェクトのフィージビリティ調査の実施 

2009～ 

2011 年度 

シェムリアップ上水道拡張
整備事業準備調査 

上水道施設の拡張に係る新規水源及び取水方
式の選定、施設整備計画の策定及びフィージ
ビリティ調査、地下水使用の現状評価の実施 

有償資金協力 2008 ～ 

2013 年度 

ニロート上水道整備計画
（供与限度額：35.13 億円） 

プノンペン市における上水道施設の整備。フ
ランス開発機構との協調融資 

2011～ 

2023 年度（予定） 

シェムリアップ上水道拡張
整備計画（供与限度額：
71.61 億円） 

上水道設備の拡張（トンレサップ湖を水源と
する取水施設・導水管建設，浄水場施設・配
水管の建設）及び人材育成・組織強化の支援 

2021 ～ 

2023 年度 

シェムリアップ上水道拡張
計画（第二期）（供与限度額
63．36 億円） 

上水道設備の拡張（トンレサップ湖を水源と
する取水施設・導水管建設，浄水場施設・配
水管の建設）及び人材育成・組織強化の支援 

出典：JICA 資料を基に調査団作成 

表 1-3.2 我が国の無償資金協力実績（都市給水分野） 

実施年度 案件名 供与限度額 

（億円） 

概要 

1993～ 

1994 年度 

プノンペン市上水道整備
計画 

17.71 プンプレック浄水場の改修と一部配水施設を整備。 

1997～ 

1999 年度 

第 2 次プノンペン市上水
道整備計画 

21.12 漏水量の削減を目的とする配水管更新と給水区域拡
張を目的とする配水管新設を含む。 

2000～ 

2003 年度 

プンプレック浄水場拡充
計画 

0.60 

25.80 

詳細設計 

プンプレック浄水場の拡張と一部の老朽化した施設
の改修。 

2004～ 

2005 年度 

シェムリアップ上水道整
備計画 

15.37 従前の一部配水施設を活かし、取水施設／浄水施設
を含むほぼ全面的な水道施設整備の実施。 

2010～ 

2013 年度 

地方州都における配水管
改修及び拡張計画 

27.60 プルサット、シハヌークビル、バッタンバンの各州
都における配水管網の更新・拡張工事 

2013～ 

2016 年度 

コンポンチャム及びバッ
タンバン上水道拡張計画 

33.55 コンポンチャム市及びバッタンバン市における上水
道施設の拡張。 

2016～ 

2018 年度 

カンポット上水道拡張計
画 

29.85 カンポット市における上水道施設の拡張。 

2019 年度～ コンポントム上水道拡張
計画 

32.71 コンポントム州都で給配水施設を建設することによ
り、地域の給水能力の増強。 

2020 年度～ 

 

プルサット上水道拡張計
画 

24.05 プルサット市及びスバイリエン市における上水道施
設の拡張。 

2021 年度～ 

 

タクマウ上水道拡張計画 34.21 タクマウ市周辺地区を対象とした浄水施設の新設。 

2022 年度～ スバイリエンにおける上
水道拡張計画 

27.86 スバイリエンにおける上水道施設の拡張。 

出典：JICA 資料を基に調査団作成  
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1-4 他ドナーの援助動向  

PPWSA の実施中及び計画案件の概要を表 1-4.1 に示す。 

表 1-4.1 実施中及び計画案件の概要 

ITEM DESCRIPTION 

Project title The Project for Construction of Water Treatment Plant in Bakheng Phase I 

Target year of commencing operation Construction (2018-2023), Operation (2023) 

Finance source AfD (Loan), EIB (Loan and Grant), PPWSA 

Project component Component 1: Construction of the Bakheng Water Production Facility (195,000 

m3/day) 

Component 2: Reinforcement and extension works of the network 

Component 3: Technical assistance 

Project cost USD 247,000,000 

Project status Under construction 

Project title Bakheng Water Supply Project Phase I 

Target year of commencing operation Construction (2020-2024) 

Finance source EU (Grant) 

Project component The Supply and Delivery of distribution systems for Low Income Household 

Project cost USD 15,000,000 

Project status Under preparation 

Project title The Project for Construction of Water Treatment Plant in Bakheng Phase II 

Target year of commencing operation Construction (2022-2023), Operation (2023) 

Finance source AfD (Loan) 

Project component Component 1: Water Production Facility (195,000 m3/day) 

Component 2: Network extension 

Component 3: Engineering and water supply improvement 

Project cost USD 134,400,000 

Project status Under construction 

Project title The Project for the Expansion of Water Supply System in Ta Khmau 

Target year of commencing operation Construction (2022-2024), Operation (2024) 

Finance source Japan Govt/JICA (Grant) 

Project component Construction of the Ta Khmau Water Treatment Plant (30,000 m3/day) 

Project cost - 

Project status Under bidding 

出典：PPWSA 提供資料を基に調査団作成 
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 プロジェクトを取り巻く状況 

2-1 プロジェクトの実施体制 

2-1-1 組織・人員 

2022 年 10 月末時点での PPWSA の従業員数は 1,259 人となっている。 

 

PPWSA の組織図を図 2-1.1 に示す。 

 

 

図 2-1.1 PPWSA の組織図 

出典：PPWSA 

2-1-2 財政・予算 

 PPWSAの財政状況 

PPWSA はカンボジア証券取引所に登録している上場企業であり、2012 年の上場以降堅調な業績で

推移している。PPWSA の売上高は需要の拡大に伴い長期的な成長が続いており、効率的な運営管理

により営業利益も同様に増加している。2020 年の流動比率、自己資本比率、DSCR はそれぞれ 127%、

53%、153%と健全な財務体質となっている。フリーキャッシュフロー（営業キャッシュフローと投資
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キャッシュフローの合計）がマイナスとなっている年度（2018 年、2020 年）もあるが、投資活動が

極めて活発であることが主因であり営業キャッシュフローは安定的にプラスとなっている。本プロ

ジェクトの事業者の視点では、PPWSA の財務リスク・信用リスクは極めて限定的である。ただし、

需要の拡大に伴う更なる追加投資、大規模修繕の実施、有償プロジェクトの償還等により長期的な財

務リスクには留意が必要である。 

尚、カンボジア国際財務報告基準（CIFRS）の適用にあたり、会計処理上の変更が一部生じたこと

が主因となって 2019 年の売上高が落ち込んでいる。これまで、カンボジアでは、長い間旧フランス

式（General Accounting）、旧カンボジア会計基準（Cambodia Accounting Standard：CAS）、カンボジア

国際財務報告基準（CIFRS）が混在して使用されてきたが、これを 2018 年、2019 年に渡って CIFRS

として見直す作業がおこなわれた。この会計基準の変更による売上の減少であり、PPWSA の本業に

おける要因ではない。 

2020 年 3 月の水道料金改定時に、使用水量が小さいセグメントの料金単価を据え置き、大口の料

金単価を引き上げたことで全体として水道料金単価は 20%程度上昇し、PPWSA の収益性及び長期的

な投資余力は向上しており、予算の確保も順調である。 

 

2-1-3 技術水準 

PPWSA は 4 箇所の浄水場（合計 592,000 m3/日）の運営とプノンペン都及びカンダル州タクマウ市に

給水を行っている。PPWSA はカンボジア国内の水道公社、公営水道、民営水道の模範となっており、

さらに、各国からの研修生を受け入れるなど、高い技術水準を維持している。 

 

2-1-4 既存施設・機材 

2-1-4-1-1 全体概要 

1992 年に建設された Phum Prek 浄水場は、当時 56,000 m3/日の生産能力を有していた。その後、我

が国の無償資金協力事業によって 1993 年から 1994 年（Phase I）にリハビリを行い 100,000 m3/日へ

と回復された後、2001 年から 2003 年（Phase II）に 50,000 m3/日の拡張が実施され、現在に至る。 

取水ポンプ及び付帯設備については、上記無償資金協力事業の Phase II に更新され、2019 年の生産

能力は 150,000 m3/日まで拡大した。 

2-1-4-1-2 取水施設 

Phum Prek 取水施設の取水塔は Phnom Penh Port の近くにあり、Sap 川の Prek Pnov 橋から 900 m 下

流、河岸から 40 m 程沖合に入った地点に建設され、河岸からはアクセス用の橋がかけられている（図 

2-1.2）。 
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図 2-1.2 Phum Prek 取水塔の位置 

出典：調査団 

取水塔の一般図及び設備のレイアウトは図 2-1.3 に示すとおりである。 
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図 2-1.3 Phum Prek 取水塔の一般図 

出典：PPWSA 

取水施設の主要な設備は表 2-1.1 に示すとおりである。 

2003 年の設計諸元によれば、設計取水量は 158,400 m3/日であり、維持管理用水として浄水量の 5.6%

相当が考慮されている。 

表 2-1.1 Phum Prek 取水施設の主要なコンポーネント 

項目 内容 

取水形式 取水塔式 

建設年次 躯体: 1966年 

ポンプ設備: 2003年 

設計取水量 158,400 m3/日（日最大生産量の 5.6% 相当の維持管理用水を含む） 

最大取水量 202,027 m3/日（2019年 9月） 

水位 HWL: +10.900 m AMSL, LWL: +1.580 m AMSL 

ポンプ形式 立型斜流ポンプ 

吸込管 鋳鉄管 呼径 500 mm 

ポンプ能力 Q=2,200 m3/時 （設計値） 

[ポンプデータ] 

吐出量: 35 m3/分, 全揚程: 25 m, 電動機出力: 210 kW 

水撃圧対策用フライホイール付 

ポンプ台数 5台 （常時運転 4台、スタンバイ 1台） 

取水開口部 4箇所 （HWL用 2箇所、LWL用 2箇所）  

手動開閉式角型ゲート付 

寸法 ポンプ室: 10 m（L） x 11 m（W） x 8.7 m（H） 

取水部ピット: φ4.95 m x 11.6 m（深度） 

付帯設備 電動式ホイストクレーン（6 ton）、水位計 
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項目 内容 

その他 導水管水撃対策用の圧力タンク 

取水地点の地盤高: +11.040 m AMSL 

出典：PPWSA 

現在の運転維持管理状況は表 2-1.2 のとおりである。 

表 2-1.2 Phum Prek 取水施設の運転維持管理状況 

項目 内容 

運転の現状 1. 常時運転ポンプ: 乾期 5台、雨期 4台 

2. 一日運転時間: 24時間 

3. 消費電力: 月平均 480,683kWh、5,768,200 kWh (2019年) 

2003年に JICA無償で設置されたポンプ設備が稼働中 

取水量の調整 手動式流量調整バルブがあるが、常時フルオープンの状態 

流量計測 導水管に設置した挿入式電磁流量計による計測 

水位低下の影響 河川水位の低下で取水が不可能となったことはない。 

最も低い水位の場合でも、ポンプのインペラーから 0.7 m以上が確保されていた。 

電力事情 停電によるポンプの運転停止はあるが頻繁には発生しない。 

電圧降下が許容レベルを下回る事態はこれまで発生していない。 

維持管理作業 取水ポンプは常に 24時間オペレーターが監視し、日常目視点検はオペレーターの担当。 

制御盤、振動、温度等の機械設備の状態は 1週間に 1回維持管理チームが巡回して確認。 

ポンプ設備の清掃は 1 ヵ月に 1回、運転を一時停止して行う 

出典：PPWSA からの提供資料より調査団作成 

 現在の取水塔の躯体は 1966 年に建設されたもので、既に 55 年が経過している。内壁のコンク

リートや鋼製部材の劣化が著しいため、更新時期を迎えている。 

 取水塔に対する主要な電力供給ライン上に港湾通信省のビルが建設された。2021 年の時点で

は損傷を受けた電力線は依然としてビルの下に通ったままの状態にあるため、維持管理上の

問題となっていた。この問題は 2022 年以降に予定される Phum Prek 浄水場拡張時の受電設備

の新設によって解決される見通しである。 

 1965 年から 1966 年の取水塔建設と同時に敷設された導水管（口径 700 mm × 2 条）は老朽

化しているが、その後の無償資金協力事業により口径 1200 mm の導水管が整備されたため、

バックアップとして位置づけられていた。 

 2022 年以降に予定される Phum Prek 浄水場拡張に伴い、口径 800 mm の導水管が PPWSA によ

り新設される予定であり、この新設管は拡張分 45,000 m3/日の導水用として運用され、老朽化

した導水管は使用停止となる。 

 

2-1-4-1-3 原水導水管 

取水場、原水導水管、および浄水場の概要を図 2-1.4 および図 2-1.5 に示す。 
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図 2-1.4 Phum Prek 取水場、原水導水管、および浄水場 

出典：PPWSA 提供資料より調査団作成 

2003 年に直径 1,200 mm のダクタイル鋳鉄管を備えた原水送水本管及び送電線が布設された。 既

存の原水導水管は 1958 年と 1966 年に布設された口径 700 mm の 2 本の鋳鉄管と、2003 年に布設さ

れた直径 1,200 mm が存在しているが、現在 2 条の 700 mm 原水導水管は通常使用されておらず、1966

年に布設された口径 700 mm の鋳鉄管が河川水位低下等の非常時に限定的に使用されている。 

原水導水管の概要を表 2-1.3 に示す。 

表 2-1.3 Phum Prek 原水導水管の概要 

場所 距離 （m） 地表高さ （m ASL） 管頂レベル （m AMSL） 土被り （m） 

取水場 0 +11.040 +9.340 +1.700 

浄水場 1,500 +12,500 +11.961 +0.539 

＊m AMSL  海抜メートル（Meters Above Mean Sea Level） 

出典：PPWSA 提供資料より調査団作成 

Existing Drainage 
Piping (φ700) 
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出典：PPWSA からの提供資料より調査団作成 
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2-1-4-1-4 浄水場 

(1) 概要 

Phum Prek 浄水場の全体と施設の配置を図 2-1.6 に示す。 

Phum Prek 浄水場は 2 期にわたって建設された。1965 年に生産能力 100,000 m3/日の Phase I 施設が

建設され、1988 年と 1995 年にリハビリが実施された。その後 2003 年に生産能力 50,000 m3/日の Phase 

II 施設が建設された。 

Phum Prek 浄水場のプロセス・フローと水位高低図を図 2-1.7 に示す。 

取水、浄水施設の主要な設備を表 2-1.4 にまとめた。 
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出典：PPWSA からの提供資料より調査団作成 
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表 2-1.4 Phum Prek 浄水場の主要設備 
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出典：PPWSA 提供資料より調査団作成 
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(2) 運転状況 

Phum Prek 浄水場は適切に運転されているが、首都プノンペンの水需要が高く、供給が十分でない

ため、常に過負荷の状態での運転が継続されている。一方、浄水場施設については、Phase I 施設が

1965 年に建設され、その後 1988 年及び 1995 年に改修が行割れた。Phase II 施設は 2003 年に建設さ

れた。Phase I に建設されたコンクリート構造物は劣化や漏水が見られ、機械電気設備は、一部寿命を

迎えており、更新が必要な機器もある。 

PPWSA は、以下が Phum Prek 浄水場の主要な問題点であると考えている。 

 ろ過池逆洗用ブロアーおよびポンプからの配管が古く、エア漏れ、水漏れが発生している。 

 新旧ろ過池の水位計（ろ坑計）に、いくつか故障が見られる。 

 Phase I に建設された 12 池の凝集池に設置された急速・緩速撹拌機が老朽化しており、頻繁に

故障が発生している。 

 PAC 注入設備が老朽化しており、バルブも故障しているため、注入量制御が適切に行えない。 

 また、注入設備が 1 ラインしかなく、故障時の修理が困難である。 

 塩素注入設備が老朽化しており、また、予備の液体塩素の調達が困難な状況が頻繁に発生して

いる。 

 

旧施設 100,000 m3/日は、すでに機械電気設備が寿命を迎えており、全面的改築が必要になってい

る状況である。 

(3) 逆洗排水および汚泥排出 

沈殿池汚泥およびろ過池逆洗排水は排水管をとおり、Tonre Sap 川に直接排出されている。 

 

2-2 プロジェクトサイト及び周辺の状況 

2-2-1 関連インフラの整備状況 

2-2-2 自然条件 

 気象 

カンボジア国は、熱帯性モンスーン気候であり、モンスーンによる雨期（6 月から 12 月）と乾期

（1 月から 5 月）の 2 つの異なる季節がある。雨期には、南西風が雲と湿気をもたらし、雨期におけ

る降水量は国の年間降水量の 80%から 90%をしめる。平均気温は、全国で比較的均一であり、2 月か

ら 4 月は酷暑となり、日中気温が 35℃から 40℃となる。カンボジア国における月の平均気温及び平

均降水量を図 2-2.1 に示す。 
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図 2-2.1 カンボジア国の月平均降水量及び月平均気温 

＊1901年から 2016年までの平均値 

出典： Climate Change Knowledge Portal, World Bank 

 地勢 

カンボジア国は、国土面積 18 万 1,035 km2（日本の約 2 分の 1 弱）を有する6。国土の大部分は低

地であるが、東北部、北部、北東部には山脈が存在する。また、ベトナム国、ラオス国と国境を接す

る北部、北東部は深い森林に覆われ、野生動物や原生林の宝庫となっている。 

首都プノンペンの河川状況を図 2-2.2 に示す。北部ラオスから国際河川であるメコン川が南に流れ

ており、中央平原には Sap 湖が存在する。Sap 湖からは Sap 川が流れ、首都プノンペンで Mekong 川

と合流している。Mekong 川は Bassac 川に分岐し、Bassac 川はプノンペン南部で Prek Thnot 川と合流

している。首都プノンペンの北部には Tamok 湖、南部には Cheung Aek 湖があり、近年は、近郊の都

市化に伴い、小規模の湖や湿地の埋め立てが進められている。 

 
6 National Institute of Statistics Ministry of Planning (NIS): General Population Census of the Kingdom of 

Cambodia 2019 National Report on Final Census Results 
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図 2-2.2 首都プノンペン周辺の河川 

出典：調査団 

首都プノンペンは比較的平坦であり、標高値は 10 m AMSL7から 15 m AMSL である。標高値が

Mekong 川の最高水位より低い場所もあり、首都プノンペンの市街地及び郊外は、典型的な洪水氾濫

原地域である。首都プノンペン及び近郊の標高値を図 2-2.3 に示す。 

 
7海抜メートル（Metres Above Mean Sea Level） 
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図 2-2.3 プノンペンの標高 

出典：PPWSA 提供測量データ（Khan Daun Penh、Khan 7 Makara、Khan Chamcar Mon）及び GPS Visualizer データを基

に調査団作成 

 地質・土壌 

カンボジア国の地質は、第四紀堆積岩や未固結堆積物等の比較的新しい層から構成される。また、

東北部では上部ジュラ紀から白亜紀の堆積物、また南西部では下部ジュラ紀中期堆積物等の比較的

古い土壌もみられる。プノンペン都の地質は、主に第四紀堆積岩で構成されている。 

Mekong Delta 地域の地質は先カンブリア紀から完新世の時期に形成された。旧沖積層は、鮮新世と

更新世の間に、Mekong 川とその支流によって三角州状に形成され、その後完新世の三角州状沖積層

が形成された。広いレンズ状の砂を伴った未固結性の泥と粘土からなる完新世沖積層が全体的に三

角州をおおっている。首都プノンペンの完新世沖積層の層は一般的に 25 m 以下の厚さである。完新

世沖積層はラテライトを伴わずより細かい肌目で比較的多くの貝や亜炭の層を有することで旧沖積

層と異なる。 

首都プノンペンの表面の地質は、部分的な軟性の粘土とともに西から東に傾斜した基礎地盤の上

を砂質の泥が覆っている状況にある。 

 

 



カンボジア国プンプレック上水道拡張計画準備調査 

準備調査報告書（先行公開版） 

2-17 

 

2-2-3 環境社会配慮 

 環境影響評価 

本事業に関し、国際協力機構「環境社会配慮ガイドライン（2010 年 4 月）」（以下、「JICA 環境ガ

イドライン」）に基づくカテゴリ分類は B と想定された。  

本調査で再度スクリーニングした結果として、本事業は、「国際協力機構環境社会配慮ガイドライ

ン」（2010 年 4 月公布）に掲げる影響を及ぼしやすいセクター・特性および影響を受けやすい地域に

該当せず、環境への望ましくない影響は重大ではないと判断されるため、カテゴリ B に分類された。 

本プロジェクトにおいては、環境関連法に規定される EIA/IEIA/EPC の内、最も手続きが簡易な EPC 

(Environmental Protection Contract) のみが要求される。調査団は環境省（MoE：Ministry of Environment）

に登録された現地コンサルタント（SUSTINAT Green Co., Ltd.）に再委託を行い、PPWSA が EPC 取

得を行うサポートを行うとともに、JICA 環境ガイドラインにおけるカテゴリ B 案件に必要な IEE（初

期環境調査：Initial Environmental Examination）レベルの調査を同時に行った。なお、IEE レベル調査

はカンボジア国側からの要求事項ではない。 

EPC は 2021 年 8 月に MoE から承認を受けた（添付資料-1）。IEE 調査は COVID-19 の影響により

進捗が遅れたものの、同年 9 月にフィールド調査を終了した。 

2-2-3-1-1 環境社会影響を与える事業コンポーネントの概要 

(1) 事業名称 

 「カンボジア国プンプレック上水道拡張計画」 

 「Project for Expansion of Phum Prek Water Treatment System in the Kingdom of Cambodia」 
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(2) 対象地域 

本プロジェクト対象地域は図 2-2.4 に示す。事業対象はカンボジア国プノンペン都、PPWSA 本部

が置かれているプンプレック浄水場内及びトンレサップ川河岸に位置する同取水施設敷地内である。 

 

図 2-2.4 本プロジェクト対象地域の位置図 

出典：調査団 

(3) 施設の概要 

本プロジェクトの構成要素は、新規取水施設、新規浄水施設（既設浄水場敷地内）、配水池（既設

浄水場敷地内）から成る。各コンポーネントは PPWSA の所有地（新規取水施設を含む）内に建設す

る計画である。全てのコンポーネントに関して住民移転は発生しない。 

  

  

【プンプレック浄水場平面配置図】 
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2-2-3-1-2 ベースとなる環境社会の状況 

(1) 自然環境 

1) 気象 

プノンペン市の気候区分は熱帯性モンスーン気候である。乾期は 11 月から 4 月までで、雨期は 5

月から 10 月であり、年間降雨量の約 70%が集中している。プノンペンでは、気温は年によってほと

んど変化せず、過去 5 年間で、最高気温の平均は約 30.7 度、最低気温の平均は約 27 度であった。プ

ノンペン市の過去 5 年間の月平均値を図 2-2.5 に示す。 

 

図 2-2.5 過去 5 年間の月平均値(2016-2020) 

出典：General Department of Water Resources and Meteorology 

2) 地形・地質 

2002 年の JICA による GIS データによると、プンプレック浄水場の平均高度は海抜 12 m AMSL

（Above Mean Sea Level）である。また、Intake の標高は、道路の地上レベルで海抜約 11 m（AMSL）、

堤防で約 7 m AMSL、川岸で約 3～4 m AMSL 程度となっている。プノンペンが属する中央平野部は、

メコン川とトンレサップ川の低地河川流域で構成されており、更新世と完新世の砂、粘土、砂利の厚

い堆積物で構成されている。また堆積層は主に新年代の沖積層等である。 
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3) 水環境 

(a) 水質 

水源水質調査を再委託により実施した。期間は 2021 年 2 月から月 1 回の頻度で採水・分析を行い、

7 月までの半年間実施した。結果は 3-2-1-2-4 原水水質を参照。 

(b) 水量・水位 

プンプレック WTP 取水施設付近の Phnom Penh Port 観測所におけるトンレサップ川の最近 10 年間

の水位データ（2011-2020）を図 2-2.6 に示す。なお、当該データを用いて算出した各指標は以下の通

りである。 

• 平均水位： 3.47  m AMSL 

• 平均年最大水位： 8.19  m AMSL 

• 平均年最小水位： 0.88  m AMSL 

• 最大高水位： 10.07 m AMSL (Oct.-2020) 

• 最小低水位： 0.57  m AMSL (May-2011) 

• 乾期平均水位： 1.18  m AMSL （4 月の平均） 

以上は最近 10 年間のデータ（2011-2020）に基づく計算結果であるが、過去には最大高水位として

10.16 m AMSL (2000 年 9 月)や、最小低水位として 0.52 m AMSL (1993 年 5 月)、0.20 m AMSL (1960 年

5 月) などを記録している。 

 

図 2-2.6 トンレサップ川の平均水位変動 (2011-2020) 

出典：MoWRAM 
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(c) トンレサップ川の自然環境・水生環境 

前項に示した通り、トンレサップ川の水位変動は激しく、低水位期間（乾期）において生息する魚

類は水流と共に上流から下流に移動する。一方、雨期にメコン川の水位が上昇すると、支流として接

続しているトンレサップ川の流れが逆になり、トンレサップ湖にまで水が流れ込み、水域面積が最小

面積の 4 倍以上に増加する。またトンレサップ湖の深さは、乾期の 0.5 メートルから雨期の最大 9 メ

ートルまでと変動範囲が大きい。 

トンレサップ湖およびトンレサップ川から成るトンレサップ生態系では少なくとも 149 種の魚が

記録されている。この多様性は、主にその生態系とメコンの生態系（流入-流出）の複雑さによるも

のと推定されている。なお、そのうち約 30 種の魚が商業的に取引されている。 

本調査における IEE 調査では、本事業対象であるプンプレック取水場の周辺にて生物調査を実施

した。当調査にて記録された魚は、32 の魚種であり、いずれも頻繁に見られる一般的な種であり、

絶滅危惧種等は含まれなかった（詳細は 2-2-3-1-7, 表 2-2.10 参照）。なお、この周辺水域においては、

水路輸送（観光船やその他の輸送）が盛んであり、商業的漁業活動は行われていない。 

4) 保護区 

2017 年までに、MoE は、国土の 41％に相当する 750 万ヘクタール以上をカバーする 50 の保護地

域を指定した。当該保護地域は、プノンペン近辺には存在しない。また、生物多様性の保全上重要な

地域である Key Biodiversity Area や、ラムサール条約湿地等国際条約上保護が求められる地域は、事

業対象地とその周囲には存在しない。  

5) 社会環境 

(a) 人口 

 

カンボジア国では、2019年に人口統計調査（General Population Census of Cambodia 2019、 以下「GPCC 

2019」）が実施された。カンボジア国における人口推移を図 2-2.7 に示す。 

GPCC 2019 より、2019 年のカンボジア国の総人口は約 15.6 百万人である。 

 

図 2-2.7 カンボジア国における人口推移 

出典：General Population Census of the Kingdom of Cambodia 2019 National Report on Final Census Results、National Institute 

of Statistics Ministry of Planning を基に調査団作成 
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2019 年における各都市の人口を図 2-2.8 に示す。GPCC 2019 では、首都プノンペンが 2,281,951 人

で全人口に対する割合が 14.7%、人口密度が 3,361 人/km2を占め、2008 年の人口統計調査の 1,327,615

人（9.9%）と比較して、近年の 10 年間で首都プノンペンへの人口集中及び人口増加が生じている。 

 

図 2-2.8 2019 年における各都市の人口 

＊図中の数値は 2019 年の調査結果を記載 

出典：General Population Census of the Kingdom of Cambodia 2019 National Report on Final Census Results、National Institute 

of Statistics Ministry of Planning を基に調査団作成 

次いで隣接するカンダール州が 1,201,581 人で 7.7%を占めており、首都プノンペンに隣接するタク

マウ市の人口は 75,629 人である8。 

(b) 行政区画 

カンボジア国における行政区画を図 2-2.9 に示す。カンボジア国は、地方行政法9に基づき、2009

年より、首都プノンペンと 24 の地方都市からなる州で構成されている。 

首都プノンペンは、区（カーン、以下「Khan」）と地区（サンカット、以下「Sangkat」）に区分され

る。州は、市（シティ（City））と郡（ソック（Srok））に別れ、市は Sangkat、郡は町（Khum）で構

成される。 

 

 
8 National Institute of Statistics Ministry of Planning: General Population Census of the Kingdom of Cambodia 2019 National Report on Final 
Census Results  
9 The Law on Administrative Management of the Capital, Provinces, Municipalities, Districts and Khans, 2008 
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図 2-2.9 カンボジア国の行政区画 

＊（）内は行政区画数 

出典：カンボジア王国 地方行政法運用のための首都と州レベルの能力開発プロジェクト詳細計画策定調査・実施協議

報告書を元に調査団作成 

 

本調査対象である首都プノンペン及びカンダール州タクマウ市の行政界の変遷を表 2-2.1 に示す。 

表 2-2.1 行政区画の変遷 

YEAR CONTENTS 

2010 Khan Russei Keo was split to create Khan Sen Sok 

2011 Khan Dangkao was split to create Khan Por Sen Chey 

2012 Twenty (20) communes of the Kandal province were integrated into Phnom Penh Municipality, representing an 

additional 304 km2 and a population of 170,000 

2013 Three (3) new Khans were created: 

Khan Mean Chey was split to create Khan Chbar Ampov 

Khans Sen Sok and Por Sen Chey were split to create Khan Prek Pnov 

Khan Russei Keo was split to create Khan Chroy Changvar 

2018 Khan Chamkar Mon was split to create Khan Chamkar Mon and Khan Boeng Kengkang 

Khan Boeng Kengkang was established by the sub-decree issued on 8 Jan 2019. It is comprised of 7 Sangkat of Khan 

Chamkar Mon: 1- Boeng Kengkang Ti Muoy, 2- Boeng Kengkang Ti Pir, 3- Boeng Kengkang Ti Bei, 4- Olympic, 5- 

Tumnob Tuek, 6- Tuol Svay Prey Ti Muoy, 7- Tuol Svay Prey Ti Pir 

Khan Pour Saenchey was split to create Khan Pour Saenchey and Khan Kambol and Khan Dangkao was split to create 

Khan Dangkao and Khan Kambol 

Khan Kambol which was established by the sub-decree issued on 8 Jan 2019, is comprised of 6 Sangkat from Khan 

Pur Senchey and 1 Sangkat from Khan Dangkao; 1- Kamboul, 2- Kantouk, 3- Ovlaok, 4- Snaor, 5- Phleung Chheh 

Roteh, 6- Boeng Thum, 7- Prateah Lang (from Dangkao Khan) 

2019 Four (4) sangkat included in Ta Khmao city (Svay Rolum, Kaoh Anlong Chen, Setbou, and Roka Khpuos) 

 Chroy Chongva -AkreiyKsatr 橋の建設後に、カンダール州の Lvea Aem 地区の一部が首都プノンペン統合さ

れる予定である 

出典：第三次マスタープラン（M/P2017）及び PPWSA 提供資料より調査団作成 

2018 年に首都プノンペンの中心部の行政区画が改編されたが、PPWSA の料金徴収や維持管理にお

いては、2018 年以前の行政区画を用いて運営が行われている。そのため、本調査では PPWSA の行政

区画にて整理する。PPWSA の行政区画を図 2-2.10 に示す。 

Kingdom of Cambodia

Phnom Penh

[Krong, municipality]
Khan (12) Sangkat (96)

Khaet, Province (24)

City (26) Sangkat (131)

Srok (159) Khum (1,046)
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図 2-2.10 首都プノンペン及びその近郊の行政区画 

出典：第三次マスタープラン（M/P2017）及び PPWSA 提供資料より調査団作成 

6) 経済状況 

カンボジア国の一人当り名目国内総生産（Gross Domestic Product Per Capita、以下「 GDP」）は約

1,620USD10である。近隣諸国及びアジア主要国の一人当り GDP を表 2-2.2 に示す。カンボジア国の

GDP は、近隣諸国に比べても低く、また、後発開発途上国（Least Developed Country（LDC））に含ま

れている。 

表 2-2.2 近隣諸国及びアジア主要国の一人当り GDP の比較 

Country Cambodia China Hong Kong  India Indonesia Japan Lao P.D.R. 

Gross domestic product 

per capita, 

current prices 

(USD) 

1,620 10,287 48,627 2,098 4,197 40,256 2,661 

Country Malaysia Myanmar Philippines Singapore Taiwan  Thailand Vietnam 

Gross domestic product 

per capita, 

current prices 

(USD) 

11,193 1,299 3,512 65,234 25,873 7,807 3,416 

出典：IMF, World Economic Outlook Database, October 2020 を基に調査団作成 

カンボジア国の一人当り名目 GDP と実質 GDP 成長率の推移を図 2-2.11 に示す。 

 
10 IMF, World Economic Outlook Database, October 2020 
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図 2-2.11 一人当り名目 GDP と実質 GDP 成長率の推移 

＊2018 年以降は予測値 

出典：IMF, World Economic Outlook Database, October 2020 を基に調査団作成 

近年は、比較的安定した政治状況を保っており、2004 年から 2007 年には平均国内総生産成長率が

4 年連続して 10%を超える著しい経済成長を果たしていたが、2008 年に入ってからの原油・食糧価

格の高騰、特に 2009 年は世界金融危機の影響により成長率は低下し、2009 年の経済成長率は、0.1%

にまで急低下した。しかしながら 2010 年は 6.0%まで急回復し、2011 年以降は、ほぼ 7.0%を維持し

続けている。国際通貨基金（International Monetary Fund 、以下「IMF」）によると、2020 年に新型コ

ロナウイルス感染症（Coronavirus disease 2019（以下、「COVID-19」））流行の影響により、成長率が

急低下することが予測されているものの、2022 年以降は回復し、今後も 6%から 7％の成長が続くと

予想している。また、カンボジア国は、1990 年代初頭の内戦終結後に、経済関連の国際機関に加盟

し、1999 年の東南アジア諸国連合（ASEAN）加盟、2004 年の世界貿易機関（WTO）加盟など、地域

経済及び世界経済との統合を強化している。 

産業別GDP構成比を図 2-2.12に示す。2019年の産業別GDP構成比は農業が 22.1%、工業が 36.5%、

サービス業が 41.4%である11。2010 年と比較すると農業が経済に占める割合は低下している一方で、

インフラ需要や都市開発に伴い、建設業が大きく成長しており、同分野は今後も拡大が見込まれてい

る。 

 
11 Asian Development Bank (ADB)：Key Indicators for Asia and the Pacific 2020 

-4

-2

0

2

4

6

8

10

12

14

16

0

500

1000

1500

2000

2500

1
9

9
0

1
9

9
1

1
9

9
2

1
9

9
3

1
9

9
4

1
9

9
5

1
9

9
6

1
9

9
7

1
9

9
8

1
9

9
9

2
0

0
0

2
0

0
1

2
0

0
2

2
0

0
3

2
0

0
4

2
0

0
5

2
0

0
6

2
0

0
7

2
0

0
8

2
0

0
9

2
0

1
0

2
0

1
1

2
0

1
2

2
0

1
3

2
0

1
4

2
0

1
5

2
0

1
6

2
0

1
7

2
0

1
8

2
0

1
9

2
0

2
0

2
0

2
1

2
0

2
2

2
0

2
3

2
0

2
4

2
0

2
5

G
ro

ss
 d

o
m

e
st

ic
 p

ro
d

u
ct

, c
o

n
st

an
t 

p
ri

ce
s 

(%
)

G
ro

ss
 d

o
m

e
st

ic
 p

ro
d

u
ct

 p
e

r 
ca

p
it

a,
 c

u
rr

e
n

t 
p

ri
ce

s 
(U

SD
)

Gross domestic product per capita, current prices

Gross domestic product, constant prices



カンボジア国プンプレック上水道拡張計画準備調査 

準備調査報告書（先行公開版） 

2-26 

 

図 2-2.12 産業別の GDP 構成比 

出典：Asian Development Bank (ADB)、Key Indicators for Asia and the Pacific 2020 

カンボジア国では、社会経済調査（Cambodia Socio-Economic Survey（CSES））が 2013 年から 2017

年に実施された。世帯当り月所得を表 2-2.3 に示す。 

表 2-2.3 世帯当り月所得 

Income per Month (Thousand Riel) 2013 2014 2015 2016 2017 

Cambodia 1,236 1,434 1,619 1,777 1,960 

Phnom Penh 2,517 2,856 2,938 2,907 2,853 

Other urban 2,112 1,872 2,250 2,461 2,498 

Other rural 931 1,163 1,329 1,517 1,760 

出典：Cambodia Socio-Economic Survey（CSES）2017 

カンボジア国の世帯当り月所得は、年々上昇しており、首都プノンペンと地方の差は年々減少して

いるものの 2017 年の首都プノンペンと地方（Other rural）には約 1.6 倍の差がある。 

カンボジア国の貧困層は、2004 年には 50%を超えていたが、2018 年には約 12%12まで大幅に低下

した。しかし、貧困の削減はカンボジアの重要課題であり、貧困削減のためには、産業構造の多様化

と生産性の向上に基づく包括的な成長が欠かせないとしている。 

7) 文化遺産等 

カンボジア国内法上、考古学的、歴史的、文化的に固有の価値を有する文化遺産等は事業対象地周

辺に存在しない。 

 

2-2-3-1-3 相手国の環境社会配慮制度・組織 

(1) カンボジアの環境社会配慮関連法規の概要 

カンボジア国における環境社会配慮に関する法制度を表 2-2.4 に示す。 

 
12 Asian Development Bank (ADB)：Poverty Data Cambodia 

Agriculture
36%

Industry
23%

Services
41%

2010

Agriculture
22%

Industry
37%

Services
41%

2019



カンボジア国プンプレック上水道拡張計画準備調査 

準備調査報告書（先行公開版） 

2-27 

表 2-2.4 カンボジアにおける環境社会配慮に関する法制度 

No. Law and Regulation Date 

1 Law on Environmental Protection and Natural Resource Management Nov. 1996 

2 No. 72 ANRK.BK, Anukret (Sub-decree) on Environmental Impact Assessment (EIA) Process Aug. 1999 

3 No. 376 BRK.BST, Prakas (Declaration) on General Guideline for Developing IEIA/EIA Reports Sep. 2009 

4 Prakas (Joint Declaration) between MOE and MEF on Determination of Service Fee for EIA 

Reviewing and Monitoring 

2000 

2012 

5 No. 215 BRK, Prakas (Declaration) on Registration of Consulting Firm for Studying and Preparing 

Environmental and Social Impact Reports  

May 2014 

6 No.27 ANRK/BK, Anukret (Sub-decree) on Water Pollution Control Apr. 1999 

7 No.36 ANRK.BK, Anukret (Sub-decree) on Solid Waste Management Apr. 1999 

8 No. 42 ANK/BK, Anukret (Sub-decree) on the Control of Air Pollution and Noise Disturbance Jul. 2000 

9 Law on Water Resources Management  Jun. 2007 

10 No. NS/RKM/0208/007, Law on Protected Area Management (Protected Areas Law) Feb. 2008 

11 Sub decree 103 Revision of Sub-decree on Water Pollution Control Jun. 2021 

注：Prakas は告示を意味する 

出典：調査団 

(2) カンボジアの EIA 制度と JICA ガイドラインの乖離 

カンボジア国における環境影響評価制度については、JICA ガイドラインから大きな乖離はないが、

戦略的環境アセスメント、環境モニタリングフォーム、情報公開、代替案の比較に関する詳細な規定

はない。JICA ガイドラインとカンボジア法規制の比較を表 2-2.5 に示す。 

表 2-2.5 JICA ガイドラインとカンボジア法規制の比較 

Item JICA Guidelines Cambodian Guidelines 

Gaps of JICA and 

Cambodian GLs, 

Measures 

Underlying 

principles 
• Environmental impacts that may be caused by 

projects must be assessed and examined in the 

earliest possible planning stage. Alternatives 

or mitigation measures to avoid or minimize 

adverse impacts must be examined and 

incorporated into the project plan. 

An IEIA/EIA shall be conducted on 

every project and shall be approved 

by the MoE. 

Both positive and negative 

environmental and socio-economic 

impacts arising from their project 

activities shall be assessed.  

Basically same as 

JICA guidelines, but 

alternatives analysis 

is not clarified. 

Alternative analysis 

was conducted in the 

Project. 

Information 

disclose 

EIA reports must be written in the official 

language or in a language widely used in the 

country in which the project is to be 

implemented. When explaining projects to 

local residents, written materials must be 

provided in a language and form 

understandable to them. 

EIA reports are required to be made available 

to the local residents of the country in which 

the project is to be implemented. The EIA 

reports are required to be available at all times 

for perusal by project stakeholders such as 

local residents and copying must be permitted. 

Information disclosure is carried out 

through public participation such as 

stakeholder meeting. 

Information 

disclosure is not 

clarified. 

In the Project, written 

materials will be 

provided to PPWSA 

in Khmer language 

for information 

disclosure. 
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Item JICA Guidelines Cambodian Guidelines 

Gaps of JICA and 

Cambodian GLs, 

Measures 

Public 

consultation 

For projects with a potentially large 

environmental impact, sufficient 

consultations with local stakeholders, such as 

local residents, must be conducted via 

disclosure of information at an early stage, at 

which time alternatives for project plans may 

be examined. The outcome of such 

consultations must be incorporated into the 

contents of project plans. 

In preparing EIA reports, consultations with 

stakeholders, such as local residents, must 

take place after sufficient information has 

been disclosed. Records of such consultations 

must be prepared. 

Consultations with relevant stakeholders, 

such as local residents, should take place if 

necessary throughout the preparation and 

implementation stages of a project. Holding 

consultations is highly desirable, especially 

when the items to be considered in the EIA are 

being selected, and when the draft report is 

being prepared. 

Public participation is one of the 

important contents in the EIA report 

in Declaration on General Guideline 

for conducting IEIA/EIA Reports, 

2009 (Annex 1). 

In IEIA/EIA report, following 

contents have to included:  

- Dissemination by the project owner 

with local authorities and local 

communities of the development 

project; 

- Feedback from relevant ministries/ 

agencies/ departments and 

relevant local authorities; 

- Comments from relevant non-

government organizations 

(NGOs); 

- Consultation with affected local 

communities 

No significant gaps. 

However, no specific 

requirements for 

records and timing of 

stakeholder meetings 

provided. 

In the Project, public 

consultation records 

were prepared and 

meetings were held 

during the 

preparatory survey. 

Impacts 

assessment 

items 

The impacts to be assessed with regard to 

environmental and social considerations 

include impacts on human health and safety, 

as well as on the natural environment, that are 

transmitted through air, water, soil, waste, 

accidents, water usage, climate change, 

ecosystems, fauna and flora, including trans-

boundary or global scale impacts. These also 

include social impacts, including migration of 

population and involuntary resettlement, local 

economy such as employment and livelihood, 

utilization of land and local resources, social 

institutions such as social capital and local 

decision-making institutions, existing social 

infrastructures and services, vulnerable social 

groups such as poor and indigenous peoples, 

equality of benefits and losses and equality in 

the development process, gender, children’s 

rights, cultural heritage, local conflicts of 

interest, infectious diseases such as 

HIV/AIDS, and working conditions including 

occupational safety. 

In addition to the direct and immediate 

impacts of projects, their derivative, 

secondary, and cumulative impacts as well as 

the impacts of projects that are indivisible 

from the project are also to be examined and 

assessed to a reasonable extent. It is also 

desirable that the impacts that can occur at any 

time throughout the project cycle should be 

considered throughout the life cycle of the 

project. 

Detailed assessment of physical, 

biological and socio-economic 

environment and resources are 

required, based mainly on primary 

data on the area within or in the 

surrounding the project site. This 

will form the basis for identification, 

prediction and analysis of potential 

adverse environmental and social 

impacts by project activities, aiming 

to identify actions to minimize 

negative impacts and maximize 

positive impacts. Following items 

have to be included in IEIA/EIA 

report: 

Physical resources:  

soil, climate, air quality, hydrology. 

Biological resources:  

forest, wildlife species, habitats, 

biodiversity and ecology system, 

wet land system. 

Socio-economic aspects: 

demography and settlement, 

economic status, land use, water use, 

energy use, infrastructure, 

education, public health and well-

being, cultural heritages, tourism 

area 

Basically same as 

JICA guidelines, but 

no detailed items are 

clarified.  

JICA Guidelines has 

been applied. 
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Item JICA Guidelines Cambodian Guidelines 

Gaps of JICA and 

Cambodian GLs, 

Measures 

Monitoring Project proponents etc. should make efforts to 

make the results of the monitoring process 

available to local project stakeholders. 

When third parties point out, in concrete 

terms, that environmental and social 

considerations are not being fully undertaken, 

forums for discussion and examination of 

countermeasures are established based on 

sufficient information disclosure, including 

stakeholders’ participation in relevant 

projects. Project proponents etc. should make 

efforts to reach an agreement on procedures to 

be adopted with a view to resolving problems. 

Environmental monitoring is 

required under EMP. However, no 

monitoring forms are clarified. 

It is proposed to apply 

monitoring forms 

based on JICA 

guidelines. 

Ecosystem 

and biota 

Projects must not involve significant 

conversion or significant degradation of 

critical natural habitats and critical forests. 

Description and impacts analysis of 

biological resources (including 

forest, wildlife species, habitats, 

biodiversity and ecology system, 

wet land system) are required in the 

Declaration on General Guideline 

for conducting IEIA1/EIA Reports, 

2009 (Annex 1).  

Basically same as 

JICA guidelines. 

Indigenous 

peoples 

Any adverse impacts that a project may have 

on indigenous peoples are to be avoided when 

feasible by exploring all viable alternatives. 

When, after such an examination, avoidance 

is proved unfeasible, effective measures must 

be taken to minimize impacts and to 

compensate indigenous peoples for their 

losses. 

Description and impacts analysis of 

ethnic minority or indigenous people 

are required. 

Basically same as 

JICA guidelines. 

出典：調査団 

(3) EIA/IEIA 手続き 

本プロジェクトにおいては、環境関連法に規定される EIA/IEIA/EPC の内、最も手続きが簡易な EPC 

(Environmental Protection Contract) のみが要求され、EIA または IEIA は必要とされない。なお、EPC

は 2021 年 8 月 16 日に MoE により承認済みである（添付資料 6-2）。 

関連機関の役割と責任は表 2-2.6 の通りである。 

表 2-2.6 関連機関の役割と責任 

No. Organization Roles and Responsibilities 

1 MoE MoE is responsible for project screening and scoping (approval of TOR), review and 
evaluation of IEIA/EIA report, monitoring and follow-up on EMP etc. (projects with 
more than 2 million USD investment) 

MoE is also responsible for examination and approval of EPC 

2 PDE PDE is responsible for project screening and scoping (approval of TOR), review and evaluation 

of IEIA/EIA report, monitoring and follow-up on EMP etc. (projects with less than 2 million 

USD investment) 

3 CDC CDC is responsible for approving the IEIA/EIA report and supporting FDI (Foreign Direct 

Investment) for IEIA/EIA study. 

Facilitates and coordinates government-donor relations. 
4 PISC Supports provincial governor for approving the IEIA/EIA report (small project). 

5 MISTI As regular member for concerned ministry for industrial compliance and monitoring. 

6 MOWRAM Approval for intake water 

7 MLMUPC Responsible for construction permit and compliance based on Sub-Decree No.86 

8 CNMC Approval for intake water 

9 ISC Responsible for establishing national standards 
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PDE: Provincial Department of Environment 

PISC: Provincial Investment Sub-Committee 

MISTI: Ministry of Industry, Science, Technology and Innovation 

MOWRAM: Ministry of Water Resources and Meteorology 

MLMUPC: Ministry of Land Management, Urbanization and Construction 

CNMC: Cambodia National Mekong Committee 

ISC: Institute of Standards of Cambodia  

出典：調査団 

2-2-3-1-4 代替案(事業を実施しない案を含む)の比較検討 

環境へのマイナス影響を回避・最小化するため、事業を実施しない案を含む代替案の検討を技術面、

環境社会面等を勘案して行った。結果は表 2-2.7 の通りであり、安定的な給水および公衆衛生性等を

重視し、事業実施を推奨案とした。 

表 2-2.7 代替案の検討 

Item 
Alternative 1 Alternative 2 

Without Project With Project 

W
T

P
 

Capacity  0 45,000 m3/day 

Location - 
Within the existing facility site owned by 

PPWSA 

Shortage of drinking 

water supplied 
Negative impacts Positive impacts 

T
ec

h
n

ic
al

 a
sp

ec
t 

Dealing with raw 

water pollution 
- Partly yes 

Transmission water 

from other WTPs 
Needed Not needed 

Construction cost 0 High 

O&M cost High (long distance transmission) Mid (short distance transmission) 

O&M level - Mid-level 

E
n

v
ir

o
n

m
en

ta
l 

an
d
 

so
ci

al
 c

o
n

si
d

er
at

io
n

s Land acquisition  Not needed Not needed 

Public health Negative impacts (no water supply during 

water stop period due to limited treated 

water volume from other WTPs) 

Positive impacts (stable water supply) 

Waste (sludge etc.) - Light impacts (sludge production) 

Low income 

households 

Light impacts 

(tariff may be increased) 

Positive impacts 

(tariff may be reduced) 

Preferred option 

Not recommended 

(unstable water supply and negative 

impacts on public health) 

Recommended 

(stable water supply and positive impacts 

on public health) 

出典：調査団 

2-2-3-1-5 スコーピング 

本プロジェクトは JICA「環境社会配慮ガイドライン」（2010 年 4 月）が掲げる、”影響を及ぼしや

すい特性及び影響を受けやすい地域”には該当せず、環境カテゴリ B に分類される。よって、当該ガ

イドラインに基づき、IEE（初期環境調査：Initial Environmental Examination）レベル調査を行った。 

IEE レベル調査は、JICA 環境社会配慮ガイドラインにおいて“既存データ等比較的容易に入手可能

な情報、必要に応じた簡易な現地調査に基づき、代替案、環境影響の予測･評価、緩和策、モニタリ

ング計画の検討等を実施するレベル”と定義される。本プロジェクトに関するスコーピング結果を表 

2-2.8 に示す。 



カンボジア国プンプレック上水道拡張計画準備調査 

準備調査報告書（先行公開版） 

2-31 

表 2-2.8 スコーピングチェックリスト 

No. Impact Item 
Evaluation Comments 

P & C O  

Social Environment 

1 Resettlement   

Construction (C) / Operation (O) : Since the WTP will be constructed on the land 

owned by PPWSA, there will be no land acquisition or involuntary resettlement for 

the Project.   

2 

Local economy 

(employment and 

livelihood etc.) 

✓  

C : Construction activities will create working opportunities but interruption of 

businesses should be considered. 

O :Water supply project will create positive impacts on the local economy due to 

increase of service level. 

3 

Land use and 

utilization of local 

resources (fishing) 

✓ ✓ 
C / O : Some impacts to the fishing activities may occur. Some countermeasures 

will be necessary to reduce the impacts. 

4 
Water usage/water 

right 
✓ ✓ 

C : Construction activities may cause water use near the intake site. 

O : Additional intake amount (approx.60,000 m3/d) may have light impacts on 

water usage ( the water right will be approved ). 

5 Social institutions   
C / O : For water supply system construction, negative impacts on social institutions 

are not expected. 

6 

Existing social 

infrastructures and 

services (such as 

traffic etc.) 

✓ ✓ 

C : Traffic disruption by entrance and exit may occur during construction. The 

conditions of the roads between the Intake and the WTP as well as the traffic 

conditions should be examined. 

O : No negative impacts by improvement of water supply is expected. 

7 Poor households  ✓ 
C : Construction activities will create working opportunities and may affect poor 

household positively. 

O : Appropriate water tariff with consideration for low income users will be studied. 

8 
Indigenous, or 

ethnic people 
  

C / O : There are no indigenous people living in the Project area (Sangkat Srah 

Chak and Sangkat Wat Phnom). (2020 village/commune data) 

9 

Misdistribution of 

benefit and 

damage 

  
C / O : This is not expected since no difference for distribution is planned by the 

Project. 

10 
Local conflict of 

interests 
  

C / O : This is not expected since no difference for distribution is planned by the 

Project. 

11 Gender   

C : During construction stage, female workers will be recruited equally for 

construction works. (on the other hand, the number of female applicants are very 

few based on past experience of projects in Cambodia.) 

O : Workload of women and children in collecting water from wells and public 

water taps will be reduced after operation. 

12 Children’s rights   
C : No imployment of underage workers are planned.  

O : Public sanitation and the health of children are expected to be improved. 

13 Cultural heritage   C / O : No cultural heritages exist in the Project area as well. 

14 
Infectious diseases 

such as HIV/AIDS 
✓  

C : Some local workers will be employed for the construction and there may be a 

potential of infectious diseases such as HIV/AIDS. Some measures will be taken. 

O : No flows of workers will be expected after construction. 

15 

Accidents 

(risk etc.) and 

working 

environment 

✓ ✓ 

C : Some accidents (collapse etc.) and poor working environment (such as forced 

overtime work etc.) should be considered. However, some safety measures will be 

taken to prevent accidents.  

O : SPC will transfer Japanese O/M know-how to PPWSA staff to ensure safe 

operation of the facilities. PPWSA will also conduct monitoring on working 

environment. 

Natural Environment 

16 
Geographical 

features  
  

C / O : The scale of excavation for the raw water intake station is approximately 

15m(d)x30m(w)x60m(l). The excavated space will be filled with the half 

underground facility and topography / geology of the site will not be changed 

significantly. 

17 
Ground 

subsidence 
  

C / O : No ground subsidence is expected due to surface water usage (not ground 

water) and no construction affecting the underground. 

18 Bottom sediment   

C : During construction of the intake, higher turbidity water may cause little more 

bottom sediment only in a limited period but not measurable scale. 

O : Discharged water from WTP is only supernatant after treatment. 

19 
Biota and 

ecosystem 
✓ ✓ 

C / O : Some impacts to the ecosystem in Tonle Sap river may occur. Some 

countermeasures will be necessary to reduce the impacts. 

20 
Meteorology 

(global warming) 
  

C : During construction, no significant GHG emitting activities are planned. 

O : By the increase of water supply, other methods for water transportation with 

GHG emission are expected to be reduced. 
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No. Impact Item 
Evaluation Comments 

P & C O  

21 Landscape   

C / O : Facilities in the WTP premises will be out of the public view. The intake 

facility will alternate the existing intake facility as a newer building. Thus, 

deterioration of landscape is not expected. 

22 Protected areas   C / O : There is no protected area near Phnom Penh. 

Pollution 

23 Air pollution ✓  

C : Dust and exhaust gas may be generated by construction equipment, vehicles, 

and excavation activities. 

O : No negative impact on air pollution is expected because no significant SO2, 

NO2, CO, or dust will be discharged. 

24 Water pollution ✓ ✓ 

C : Water pollution may occur due to construction of intake facility and discharge 

of wastewater from construction sites. 

O : Backwash water and withdrawn sludge should be treated to prevent discharging 

water with turbidity. 

25 Soil pollution ✓ ✓ 

C : Soil pollution may occur due to construction if maintenance of machineries is 

not sufficient. 

O : Sludge produced through water treatment process should be disposed according 

to the related regulation (Sub Decree No.235 on Drainage Control and Wastewater 

Treatment System) 

26 Waste ✓ ✓ 
C : Domestic and construction wastes will be generated. 

O : Sludge through water treatment process will be produced. 

27 
Noise and 

vibration 
✓  

C : It should be checked that if there are hospitals, schools and residence adjacent 

to the construction site. 

O : Pumps will be housed in the pumping station. 

28 Offensive odor   C / O : No odor will be produced at any stage of the Project. 

P & C: Pre-construction and construction phase 

O: Operation phase 

出典：調査団 

2-2-3-1-6 環境社会配慮調査の TOR 

スコーピング結果に基づき、自然環境及び社会環境に対する潜在的なマイナス影響の調査方法を

提案した（表 2-2.9）。 

表 2-2.9 IEE（IEIA）の TOR 

No. Impact Item Study Item Proposed Study Method and Alternatives 

1 Land use and 

utilization of local 

resources (fishing) 

Number of fishing activity 

around the WTP 

1) Collection of information from local fishery groups.  

2) Collection of information by IEIA study team at site. 

2 Water usage/water 

right 

Low flowrate of Tonle Sap 

River 

1) Collection of information from PPWSA and MOWRAM. 

2) Obtain approval from related authorities. 

3 Existing social 

infrastructures and 

services (such as 

traffic etc.) 

Current traffic situation 1) Confirmation of traffic situations between the WTP and the 

Intake. 

2) Confirmation of road conditions such as walkways, width 

and possible alternative routes. 

4 Poor households 1) Poverty rate 

2) Current tariff system 

1) Literature survey 

2) Collection of information from PPWSA and local authority. 

5 Infectious diseases 

such as HIV/AIDS 

Laws and regulations 1) Confirmation of related laws and regulations. 

2) Consideration of COVID-19 

6 Accidents 

(risk etc.) 

Safety regulations and 

records 

1) Confirmation of related laws and regulations. 

2) Collection of information from PPWSA and other WTPs for 

accident records. 

7 Biota and 

ecosystem 

Ecosystem in Tonle Sap 

River 

1) Field survey for aquatic organisms in Tonle Sap River. 

2) IUCN Categories 

8 Air pollution 1) Air quality standards 

2) Current air quality 

1) Confirmation of the environmental standards 

2) Measuring current air quality. 

9 Water pollution 1) Surface water quality 

standards 

2) Current water quality 

1) Collection of surface water quality standards. 

2) Water quality survey in Tonle Sap River 
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No. Impact Item Study Item Proposed Study Method and Alternatives 

10 Soil pollution / 

Waste 

Reuse methods and 

regulations etc. 

1) Calculation of solid wasted produced by construction. 

2) Calculation of solid wasted produced by operation. 

11 Noise and vibration 1) Noise standards 

2) Current noise level 

1) Collection of environmental standards for noise. 

2) Measuring current noise level. 

出典：調査団 

 

2-2-3-1-7 環境社会配慮調査結果（予測結果を含む） 

前節で作成した TOR に従い作成した調査結果について、表 2-2.10 で整理する。 

表 2-2.10 環境社会配慮調査結果 

No. Impact Item Results of Assessment 

1 Land use and 

utilization of 

local resources 

(fishing) 

With direct observation and interview with Chief of Sangkat Srah Chork, along the Tonle Sap in 

vicinity of Intake station, only household or non-license fishing activities were evident because the 

area is less yield in fish catching and business of waterway transport (tourist board and other shipping). 

Also, it was confirmed that no large-scale fishing activities were conducted at the upstream and 

downstream.  

2 Water 

usage/water 

right 

Increased raw water of 0.69 m3/s (approx.60,000 m3/d) will be taken from Tonle Sap River, which is 

0.26% of monthly minimum flowrate (245 m3/s) of the River. In addition, an approval letter will be 

issued from Cambodia National Mekong Committee (CNMC) and Ministory of Water Resources and 

Meteorology (MOWRAM). Therefore, the impacts on water usage are very low. 

3 Existing social 

infrastructures 

and services 

(such as traffic 

etc.) 

By field observation, conditions of the roads between the Intake and the WTP as well as the traffic 

conditions were examined. On some of the roads, traffic congestion was observed but enough width 

for alternative lanes were found for all the roads. This result was also used for pipeline layout 

planning.  

 
4 Poor 

households 

Poverty rates in Cambodia, Phnom Penh City and districts in vicinity of the Project are presented in 

the following tables. 

 

Representation 
Per Capital Daily 

Poverty Line (KR) 

Per Capital Daily 

Poverty Line ($) 

Per Capital Monthly 

Poverty Line ($) 

Poverty 

Rate (%) 

Cambodia  3,871 0.93 28.39 22.9 

Phnom Penh 6,347 1.53 46.55 12.8 
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No. Impact Item Results of Assessment 
Source: ADB 2014 (CAMBODIA COUNTRY POVERTYANALYSIS) 

 

Capital Sangkat Village 
Number of family 

(Poor.1 – very poor) 

Number of family  

(Poor.2 - poor) 

Phnom 

Penh 

Srah Chak 

 

Phum6 50 25 

Phum9 0 0 

Phum12 4 29 

Phum13 0 0 

Wat Phnom Phum10 9 5 

Total  63 59 

Source: Commune data base 2020 

 

PPWSA has set appropriate water tariff system and house connection fee for low income households 

based on its water supply for poor program. Comparing the water tariff system of 2001 to 2017, 

current unit tariff has been reduced by 9% to 27% for low water consumption (0 to 7 m3/month). In 

addition, the WTP will be constructed using Japanese Grant Aid, which will reduce the financial 

pressure of PPWSA, allowing it to set lower tariff to the public.  

Therefore, the impacts on poor households are low or even positive. 

5 Infectious 

diseases such 

as HIV/AIDS 

Law on the prevention and control of HIV/AIDS in Cambodia (2002) stipulates the importance of 

information, education and communication. If some education and control measures according to the 

law are applied, the impacts are considered to be low. 

Also, prevention of various infectious disease, especially covid 19 in the project site should be 

considered. 

6 Accidents 

(risk etc.) 

Cambodian construction workers are facing many health and safety issues at work, with some losing 

their lives while others are often disabled. The International Labour Organization (ILO) cited several 

reasons, including the absence of an Occupational Safety and Health (OSH) law and regulation for 

labour inspection in construction sites, lack of resources to enforce standards and unsatisfactory data 

on work-related accidents. During the construction phase of the Project, some countermeasures have 

to be applied to avoid accidents. 

7 Biota and 

ecosystem 

Fishery direct observation was conducted in IEE survey (May 19 2021) in vicinity to the intake station. 

The fish caught during the observation were recorded 32 fish species which are frequently caught and 

commonly exist. As listed below, according to IUCN category, no kinds of endangered species were 

found. 

 

No English Name Scientific Name Family IUCN 

Status 1.  - Amblyrhynchichthys truncatus Cyprinidae LC 

2.  Goldfoil/Tinfoil barb Barbonymus schwanenfeldii Cyprinidae LC 

3.  Java/Sliver bard Barbonymus 

gonionotus 

Cyprinidae LC 

4.  - Cosmochilus harmandi Cyprinidae LC 

5.  Bangkok River sprat Corica laciniata Cyprinidae DD 

6.  Spotted hampal barb Hampala dispar Cyprinidae LC 

7.  Siamese mud carp Henicorhynchus siamensis  Cyprinidae NA 

8.  - Hybsilbarbus lagleri Cyprinidae NA 

9.  Goldfin tinfoil barb Hybsilbarbus malcolmi Cyprinidae NA 

10.  Thinlip barb Probarbus labeaminor Cyprinidae NA 

11.  Snail eating barb Puntioplites proctozysron Cyprinidae NA 

12.  Sickle fin barb Puntioplites falcifer Cyprinidae LC 

13.  - Panggasius elongatus  Pangasiidae NA 

14.  Fringed barb Cyclocheilichthys heteronema Cyprinidae LC 

15.  Cycloheilichthys lagleri - Cyprinidae LC 

16.  White eye barb Cyclocheilichthys repasson Cyprinidae LC 

17.  Reticulate flying fox Crossocheilus reticulatus Cyprinidae LC 

18.  long-fin flying minnow Esomus longimanus Cyprinidae DD 

19.  flying minnow Esomus metallicus Cyprinidae NA 

20.  - Neolissochilus stracheyi Cyprinidae LC 

21.  - Yasuhikotakia Cobitidae NA 

22.  Speckle-tailed Loach Caudipunctata Cobitidae NA 

23.  Sun loach Yasuhikotakia eos  Cobitidae NA 

24.  Tiger botia Syncrossus helodes Cobitidae NA 

25.  Whitelip sole Achiroides leucorhynchos Soleidae NA 

26.  Blacklip sole  Achiroides melanorhynchus Soleidae LC 

27.  Smallscale tonguesole Cynoglossus microlepis Cynoglossidae LC 
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No. Impact Item Results of Assessment 

28.  - Paralaubuca oxygastoides Cyprinidae NA 

29.  - Rasbora amplistringa Cyprinidae NA 

30.  Blackline Rasbora Rasbora borapetensis Cyprinidae LC 

31.  - Rasbora dussonensis Cyprinidae NA 

32.  - Rasbora rubrodorsalis Cyprinidae NA 

Note: LC = Least Concern, DD = Data Deficient, NA= Not Available 

Source: IEIA Report (2021) 

 

8 Air pollution Air quality at the WTP / the Intake station and the standard of Cambodia are shown in the following 

table. 

 

 

No Parameter Unit 
Result Standard 

(MoE) WTP Intake 

1 Carbon monoxide (CO) mg /m3 0.114 0.206 20 

2 Nitrogen dioxide (NO2) mg /m3 0.052 0.037 0.1  

3 Sulphur dioxide (SO2) mg /m3 0.041 0.049 0.3  

4 Ozone (O3) mg /m3 0.037 0.053 0.2  

5 Dust (TSP) mg /m3 0.028 0.083 0.33 

6 Dust (PM10) mg /m3 0.028 0.044 0.05  

7 Dust (PM2.5) mg /m3 0.025 0.029 0.5  

Source: IEIA Report (2021) 

 

In the project area, all parameters are within the standard, however the level of PM10 at Intake site is 

slightly under the standard. Thus, dust pollution control during construction is required.  

9 Water 

pollution 

PPWSA conducts water quality tests of Tonle Sap River as raw water source. The raw water quality 

recorded at Phum Prek WTP during 2017-2020 shows following characteristics. 

・pH is relatively high with the lowest values continuously over 7.0. On the other hand, highest 

values are slightly over 8.0 even in the late dry seasons (Dec.-Apr.) when sunshine duration is 

longer and the photosynthesis by phytoplankton is actively carried out. 

・Turbidity lowers in the dry seasons with the values from 20 to 100NTU. It increases in the wet 

seasons with the values over 200NTU in many cases and over 1,000NTU in some cases. Since the 

turbidity values shifts in a wide range, it is required to adjust the dosage rate of the coagulant 

accordingly. 

・Ammonium nitrogen (NH4-N) shifts from <0.1 to 1.2mg/L with various trends in different 

months. This shift makes the forecast so difficult that the attention should be kept because the 

concentration of NH4-N affects the chlorination operation. 

Thus, the water quality is not excellent but good enough for raw water for treatment which indicates 

the pollution is not significant in the river. 

 

For the detail of water quality, refer to 2-1-2-4. 

10 Soil pollution During construction phase, by solid waste management, sludge will be well kept in an isolated place. 

For the management of discharged water with sludge, PPWSA will set up a sludge thickener with a 

storage capacity of up to 480 cubic meters, and then the solid waste will be collected and transported 

to the landfill.  

During operation phase, wastes produced by the main activities that could affect the environment 

include (1) all types of oil leakage or spill used by PPWSA, (2) sludge from the treatment site, (3) 

solid waste and wastewater from the office building and (4) wastewater from cleaning and filter 

backwashing. Based on the water treatment plant plan, additional treated water is 45,000 m3/day, and 

produced sludge will be approximately 350-400 m3/day. 

Subsequently, clear supernatant from sludge will be drained to the existing discharge drainage system 

while the bottom sludge of basin will be managed and collected to be used as fertilizer for agricultural 

crops and in case of oversupply, it will be collected and transport to landfill under the direction and 

coordination from MoE and/or PPDoE accordingly. 

11 Waste During construction phase, produced solid by excavation will be used for backfilling. The extra sludge 

to be disposed for landfilling during construction will be totally 20,200 m3. 

During operation phase, sludge from WTP will be managed and collected to be used as fertilizer for 

agricultural crops and in case of oversupply, it will be collected and transport to landfill under the 

direction and coordination from MoE and/or PPDoE accordingly. 

12 Noise and 

vibration 

Noise standard of Cambodia and Japan is shown in the following table. All components of the Project 

is located in category “4” as “heavy industries mixed with residential areas”. In addition, there is no 
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standard for vibration in Cambodia. 

 

No. Location 
Duration 

6:00-18:00 18:00-22:00 22:00-6:00 

1 
Silent areas (hospitals, schools, libraries 

and kindergartens)  

≤ 45 

(50)1) 

≤ 40 

(50) 

≤ 35 

(40) 

2 
Residential area (hotel, administration 

offices, villa, apartment)  

≤ 60 

(55) 

≤ 60 

(55) 

≤ 45 

(45) 

3 
Mixed commercial, business and service 

areas  

≤ 70 

(65) 

≤ 65 

(65) 

≤ 50 

(60) 

4 
Heavy industries mixed with residential 
areas  

≤ 75 
(70) 

≤ 70 
(70) 

≤ 50 
(65) 

Source: MoE, 1): Japanese noise standard. 

In this project, a noise survey was conducted at the WTP site and the intake site. The results are 

summarized in the following figure. 

 

Source: Analysis Results of Sustinat Green Co., Ltd, in April 2021 

 

As shown in the Figure above, the average noise is below the allowable standard at daytime 

standard and for night time standard the results showed that the noise is approximately at 

the same level and a little more than standard in the night from 4pm to 6pm because of wind 

and little seasonal raining. 
 

Source: Analysis Results of Sustinat Green Co., Ltd, in April 2021 
 

The average noise is below the allowable standard at daytime standard and for night time 

Noise level at the PPrWTP 

Noise level at the Intake Station 
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standard the results showed that the noise is approximately at the same level and a little 

more than standard in the night from 4am to 6am because of traffic near project area. 

出典：調査団 

2-2-3-1-8 影響評価 

1-4-1-8 の調査結果に基づき、本事業による環境社会影響を評価した。その結果を表 2-2.11 に示し

た。また、スコーピング時の影響評価も併記した。 

表 2-2.11 影響評価の結果 

No. Item 

Assessment in 

Scoping Phase 

Assessment by 

Survey Results Contents 

P&C O P&C O 

Social Environment 

1 Resettlement   N/A N/A - 

2 

Local economy 

(employment and 

livelihood etc.) 

✓  B- N/A 

Construction (C) : The construction of the WTP may 

create traffic disruption. Preparation of a detailed traffic 

control plan and construction schedule are needed. 

3 

Land use and 

utilization of local 

resources (fishing) 

✓ ✓ B- B- 

It was confirmed that no major fishing activities were 

conducted at the upstream and downstream. (only 

household or non-license fishing activities were evident) 

C : Impacts on fish resources may occur by the 

construction of the raw water intake located on the Tonle 

Sap River, possible sources of the impacts are; land erosion 

due to land clearing, land reclamation, building 

construction, storage of fuel and waste from workers, 

waste from construction, wastewater from bathing, 

laundry, toilets and so on.  

Operation (O) : The activities of intake facility operation 

might affect aquatic biodiversity resources of Tonle Sap 

River, caused by fuel leakage during repairing of intake 

pumps.  

However, impacts can be minimized by mitigation 

measures. 

4 
Water usage/water 

right 
✓ ✓ D D 

C : Major water usage such as commercial fishing 

activities were not conducted 

O : Additional intake of 0.26% of monthly minimum 

flowrate of the River will not have significant impacts on 

water usage. Approval letters will be obtained from 

Cambodia National Mekong Committee and MOWRAM. 

5 Social institutions   N/A N/A - 

6 

Existing social 

infrastructures and 

services (such as 

traffic etc.) 

✓ ✓ B- D 

C : In some possible roads affected by the construction, 

traffic congestion was observed. Therefore, some measures 

should be taken. On the other hand, enough width for 

alternative lanes were found for all the roads. 

O : The impacts on traffic are expected to be very limited 

as well as before the Project.  

7 Poor households  ✓ N/A B+ 

O : Total number of Poor 1 (very poor) and Poor 2 (poor) 

householders in vicinity of the Project is 122. The WTP 

will be constructed by using Japanese Grant Aid, which 

will reduce the financial pressure of PPWSA, allowing it 

to set lower tariff to the public. PPWSA has also set 

appropriate water tariff system and house connection fee 

for low income households. Therefore, the impacts are 

expected to be positive.  

8 
Indigenous, or 

ethnic people 
  N/A N/A - 

9 

Misdistribution of 

benefit and 

damage 

  N/A N/A - 
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Assessment in 

Scoping Phase 

Assessment by 

Survey Results Contents 

P&C O P&C O 

10 
Local conflict of 

interests 
  N/A N/A - 

11 Gender   N/A N/A - 

12 Children’s rights   N/A N/A - 

13 Cultural heritage   N/A N/A - 

14 
Infectious diseases 

such as HIV/AIDS 
✓  B- N/A 

C : Education and control measures according to the law 

should be applied and the impacts are considered to be 

mitigable and limited. 

Also, prevention of various infectious disease, especially 

COVID-19 in the project site should be considered. 

15 
Accidents 

(risk etc.) 
✓ ✓ B- B- 

C : Some safety measures should be taken to prevent 

accidents.  

O : SPC will transfer Japanese O/M know-how to PPWSA 

staff to ensure safe operation of the facilities. PPWSA will 

also conduct monitoring on working environment. 

Natural Environment 

16 
Geographical 

features  
  N/A N/A - 

17 
Ground 

subsidence 
  N/A N/A - 

18 Bottom sediment   N/A N/A - 

19 
Biota and 

ecosystem 
✓ ✓ B- B- 

C : During construction phase, impacts on fish resources 

may occur by the construction of the raw water intake 

located on the Tonle Sap River.  

O : The activities of intake facility operation might affect 

aquatic biodiversity resources of Tonle Sap River, caused 

by fuel leakage during repairing of intake pumps.  

However, there are no endangered species around the river 

and impacts can be minimized by mitigation measures. 

20 
Meteorology 

(global warming) 
  N/A N/A - 

21 Landscape   N/A N/A - 

22 Protected areas   N/A N/A - 

Pollution 

23 Air pollution ✓  B- N/A 
C : Equipment, vehicles, and excavation activities will 

generate limited amounts of dust and exhaust.  

24 Water pollution ✓ ✓ B- B- 

C : The amount of wastewater generated from the 

construction site is estimated to be very limited and treated.  

O : Backwash water will be treated before discharging 

applying the standard. Therefore, the impacts of the Project 

are expected to be very small. 

25 Soil pollution ✓ ✓ B- B- 

C : Extra sludge will be well kept in an isolated place. For 

the management of discharged water with sludge, PPWSA 

will set up a sludge thickener with a storage capacity of up 

to 480 cubic meters, and then the solid waste will be 

collected and transported to the landfill. 

O : Sludge produced through water treatment process 

should be disposed to landfill sites according to the related 

regulation (Sub Decree No.235 on Drainage Control and 

Wastewater Treatment System) 

Thus, the impact is considered to be not significant. 

26 Waste ✓ ✓ B- B- 

C : Large portion of surplus soil waste will be reused for 

backfilling at construction sites. For the management of 

discharged water with sludge, PPWSA will set up a sludge 

thickener with a storage capacity of up to 480 cubic meters, 

and then the solid waste will be collected and transported 

to the landfill. 

O : PPWSA will collect and transport sludge to the landfill 

site. In addition, now PPWSA is preparing a plan to sell 

sludge to local construction company who intends to reuse 

sludge as backfilling materials. 

Thus, the impact is considered to be not significant. 
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No. Item 

Assessment in 

Scoping Phase 

Assessment by 

Survey Results Contents 

P&C O P&C O 

27 
Noise and 

vibration 
✓  B- N/A 

C : There are no sensitive facilities such as (hospital or 

school etc.) adjacent to the construction sites. Noise level 

at the WTP site and the Intake site in the daytime are 

approximately 20 dB and 15dB (respectively) lower than 

the standard. Generation of noise and vibration should be 

mitigated by low noise equipment and slower traffic. On 

the other hand, there are still margins to the standard value. 

28 Offensive odor   N/A N/A - 

P & C : Pre-construction and construction phase 

O : Operation phase 

A+/- : Significant positive/negative impact is expected. 

B+/- : Positive/negative impact is expected to some extent. 

C+/- : Extent of impact is unexpected, further study is needed 

D : Limited/ negligible impact, further study is not needed. 

N/A : Impact assessment is not conducted because the item was categorized as D in scoping phase. 

出典：調査団 

2-2-3-1-9 緩和策（環境管理計画）および実施のための費用 

本プロジェクトの環境へのマイナス影響を回避・最小化するための緩和策を以下に提案する（表 2-

2.12 及び表 2-2.13）。 

表 2-2.12 本プロジェクトにおける環境社会影響に対する緩和策（工事中） 

No. Item Proposed Mitigation Measures 

Implementing & 

(Inspection) 

Organization 

Estimated Cost 

(USD/year) 

Social/natural Environment 

1 

Local 

economy / 

Land use and 

utilization of 

local resources 

(fishing) / 

Water usage/ 

Biota and 

ecosystem 

1) Design riverbank protection to prevent land erosion  

2) If worker camp is needed, locate accommodation of 

construction workers with distance of at least 20m from 

Tonle Sap River. 

3) Prepare temporary toilets or a septic tank for staff- 

worker for daily use. 

4) Prepare location for fuel and fuel residue storage tanks. 

5) Waste from construction activities, such as rubble from 

excavations, will be cleared immediately after 

construction 

6) Educate staff-workers on the implementation of sanitary 

measures in the construction field. 

Contractor 

(PPWSA & 

communes) 

No additional 

cost for EMP 

2 

Existing social 

infrastructures 

and services 

(such as traffic 

etc.) 

The construction of the WTP may create traffic disruption.  

1) Prepare a detailed traffic control plan and to coordinate 

with local government. 

2) Prepare proper construction schedule and methods to 

reduce traffic disruption and traffic accident. 

3) Assign traffic control person at the entrance of the sites 

while construction is taking place. 

4) Cooperate with the Traffic Police to facilitate traffic. 

Contractor 

(PPWSA,  

Traffic Police 

Office, 

communes) 

No additional 

cost for EMP 

3 

Infectious 

diseases such 

as HIV/AIDS 

1) Prepare appropriate manning plan. 

2) Educate staff/workers on the sanitation safety. 

3) Set up regularly inspection etc. 

Contractor 

(PPWSA, 

supervised by 

MISTI) 

No additional 

cost for EMP 

4 
Accidents 

(risk etc.) 

1) Prepare appropriate construction plan. 

2) Educate staff/workers on the safety. 

3) Set up regularly inspection etc. 

Contractor 

(PPWSA, 

supervised by 

MISTI) 

No additional 

cost for EMP 

Pollution 

1 Air pollution 

1) Cover stored materials with plastic or other materials. 

2) Cover trucks, and to spray exposed areas with water. 

3) Wash vehicles before going out the construction site. 

Contractor 

(MoE/PDE, 

PPWSA) 

No additional 

cost for EMP 
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No. Item Proposed Mitigation Measures 

Implementing & 

(Inspection) 

Organization 

Estimated Cost 

(USD/year) 

4) Minimize traffic over freshly exposed surfaces. 

5) Install barrier walls for limiting wind dispersing if 

necessary. 

6) Prepare air quality monitoring plan and carry it out 

during construction. (for details, see Environmental 

Monitoring Plan) 

2 
Water 

pollution 

1) Steel sheet pile will be installed to prevent scouring on 

the bottom of the main body. 

2) Carry out water quality monitoring. 

3) Temporary toilets will be placed to store domestic 

wastewater during construction. 

Contractor  

(MoE/PDE, 

PPWSA)  

No additional 

cost for EMP 

3 Waste 

1) Prepare reasonable plan for solid waste disposal, 

especially for excavated soil. 

2) Install temporary toilets at the construction site for 

workers, and set sanitary bins for domestic wastes. 

3) Dispose solid wastes appropriately. 

Contractor 

(MoE/PDE, 

PPWSA)  

PPWSA may 

benefit from it 

(selling the 

wastes to 

buyer) 

4 
Noise and 

vibration 

1) Prepare a detailed plan for noise control and coordinate 

with local government. 

2) Prepare proper construction schedule and methods. 

3) Set speed limits for vehicles and train workers on 

mitigation measures for environmental impacts. 

4) Use low noise level equipment, if necessary. 

5) Prepare noise monitoring plan and carrying out 

monitoring during construction. 

Contractor 

(MoE/PDE, 

PPWSA) 

No additional 

cost for EMP 

出典：調査団 

表 2-2.13 本プロジェクトにおける環境社会影響に対する緩和策（供用時） 

No. Item Proposed Mitigation Measures 

Implementing & 

(Inspection) 

Organization 

Estimated Cost 

(USD/year) 

Social/natural Environment 

1 

Land use and 

utilization of 

local resources 

(fishing) / 

Biota and 

ecosystem 

1) Monitor the sources that could lead to the leakage of oil 

into the water body. 

2) Prohibit the disposal of fuel residue into Tonle Sap River 

that affects both the quality of water to be used and the 

water quality of downstream Tonle Sap River. 

Operator 

(PPWSA, 

supervised by 

MISTI) 

No additional 

cost for EMP 

2 

Water 

usage/water 

right 

1) Monitor the water level (flowrate) of Tonle Sap River.  

2) Monitor the water usage around the Intake facility. 

Operator 

(PPWSA, 

supervised by 

MISTI) 

No additional 

cost for EMP 

3 
Accidents 

(risk etc.) 

1) Prepare appropriate O/M plan. 

2) Educate staff/workers on the safety. 

3) Set up regularly inspection etc. 

Operator 

(PPWSA, 

supervised by 

MISTI) 

No additional 

cost for EMP 

Pollution 

1 
Water 

pollution 

1) Keep the facilities and equipment in good condition. 

2) Carry out water quality monitoring for raw water and 

discharged water. 

Operator 

(MoE/PDE, 

PPWSA) 

No additional 

cost for EMP 

2 
Soil pollution / 

Waste 

1) Prepare reasonable plan for solid waste disposal, 

especially for sludge. 

2) Thickened sludge will be transported to the landfill site 

by PPWSA or sold to local construction company as 

backfilling materials. Thus, check the volume of sludge 

transported. 

Operator 

(MoE/PDE, 

PPWSA) 

PPWSA may 

benefit from it 

(selling the 

wastes to 

buyer) 

出典：調査団 

2-2-3-1-10 モニタリング計画および実施のための費用 

前項に環境管理計画として示した項目を実施するに当たり、必要となるモニタリング計画を表 2-
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2.14 に示した。内容に関しては、今後の詳細設計等の段階で変更や追加が必要となることが予想さ

れ、適宜変更するものとする。 

表 2-2.14 モニタリング計画（案） 

Monitoring 

Parameter 

Monitoring 

Location 

Monitoring 

Parameter 

Compliance 

Standards 

Monitoring 

Frequency 

Implementing 

& (Inspection) 

Organization 

Estimated 

Cost 

(USD/year) 

Pre & During Construction Phase 

Water 

environment 

(1) at the 

Intake site 

Any impacts to 

Sap Riv. 

(visual 

observation) 

- 

During 

working hours 

of each day 

Contractor 

(PPWSA) 

No additional 

cost for EMoP 

Traffic  

(1) at the 

entrance of the 

WTP 

(2) at the 

entrance of the 

Intake facility 

Traffic status 

(visual 

observation) 

- 

During 

working hours 

of each day 

Contractor 

(PPWSA,  

Traffic Police 

Office) 

No additional 

cost for EMoP 

Infectious 

diseases 

(1) at each site 

(2) at each 

worker camp 

Records of 

educational 

training 

 

Once, at the 

beginning of 

working, 

Once/3 months 

during 

construction  

Contractor 

(PPC-DoH, 

PPWSA) 

No additional 

cost for EMoP 

Accidents 

(1) at the WTP 

(2) at the 

Intake facility 

Items on the 

checklist 
- 

Each day 

during 

construction 

Contractor 

(PPWSA) 

No additional 

cost for EMoP 

Air quality 

(1) at the WTP 

boundary 

(2) at the 

Intake facility 

boundary 

CO, NO2, SO2, 

O3, TSP, PM10 

and PM2.5 

Sub-Decree 

No. 42 on Air 

Pollution 

Control and 

Noise 

Disturbance 

Once, 

preconstruction

: 

Once/6 months 

during 

construction  

Contractor 

(MoE/PDE, 

PPWSA) 

1,500 USD / 

time x 2 places 

x (1+2) times = 

9,000 USD / 

year 

Water pollution 

(1) at 

downstream of 

the Intake 

pH, DO, SS, 

turbidity, COD, 

NH4-N, 

Coliform  

Sub-Decree 

No. 42 on 

Water 

Pollution 

Control 

Once, 

preconstruction

: 

Once/6 months 

during 

construction 

Contractor 

(MoE/PDE, 

PPWSA) 

500 USD / time 

x (1+2) times = 

1,500 USD / 

year 

Waste 

(1) at the WTP 

(2) at the 

Intake facility 

Volume of 

wastes 
- Once/week 

Contractor 

(MoE/PDE, 

PPWSA) 

No additional 

cost for EMoP 

Noise 

(1) at the WTP 

boundary 

(2) at the 

Intake facility 

boundary 

Equivalent 

continuous A 

sound level 

(Laeq, 10) 

Sub-Decree 

No. 42 on Air 

Pollution 

Control and 

Noise 

Disturbance 

Once, 

preconstruction

: 

Once/6 months 

during 

construction 

Contractor 

(MoE/PDE, 

PPWSA) 

1,500 USD / 

time x 2 places 

x (1+2) times = 

9,000 USD / 

year 

During Operation Phase 

Water 

environment 

(1) at the 

Intake site 

Any impacts to 

Sap Riv. 

(visual 

observation) 

- 

During 

working hours 

of each day 

Contractor 

(PPWSA) 

No additional 

cost for EMoP 

Water usage 
(1) at the 

Intake facility 
Water level - 

Each day 

during 

operation 

Operator 

(PPWSA) 

No additional 

cost for EMoP 

Accidents 

(1) at the WTP 

(2) at the 

Intake facility 

Items on the 

O/M manual 
- 

Each day 

during 

operation 

Operator 

(PPWSA) 

No additional 

cost for EMoP 

Water pollution 

(1) WTP 

discharged 

water 

pH, DO, SS, 

turbidity, COD, 

NH4-N, 

Coliform  

Sub-Decree 

No. 42 on 

Water 

Pollution 

Once/3 months 

Operator 

(MoE/PDE, 

PPWSA) 

500 USD / time 

x 4 times = 

2,000 USD / 

year 



カンボジア国プンプレック上水道拡張計画準備調査 

準備調査報告書（先行公開版） 

2-42 

Monitoring 

Parameter 

Monitoring 

Location 

Monitoring 

Parameter 

Compliance 

Standards 

Monitoring 

Frequency 

Implementing 

& (Inspection) 

Organization 

Estimated 

Cost 

(USD/year) 

Control 

Waste 
(1) at the gate 

of the WTP 

Volume of 

wastes 
- 

In each case of 

disposal 

Operator 

(MoE/PDE, 

PPWSA) 

No additional 

cost for EMoP 

出典：調査団 

2-2-3-1-11 ステークホルダー協議 

事業内容説明・情報公開、また社会的合意を目的として複数回の協議を行った。当該期間に当たる

2021 年 5 月～6 月はプノンペンにおいて COVID-19 の感染拡大が懸念されていたため、従来の集会

型の会議を避け、個別（少人数）、電話、オンラインの形式による協議を行った。事業内容に対する

ステークホルダーの理解を促進し、より多くのフィードバックを得るため、環境社会配慮を含む調査

結果を説明した。質疑応答が活発になされ、工事に伴う一時的な不便などへの懸念が示されたものの、

プロジェクト実施に対して概ね賛成が得られた。 

それぞれの会議形態は、個別ステークホルダー会議として、プロジェクト対象地区の住民代表との

協議は当該地区における web インフラの未発達および不慣れによる会議の混乱を避けるため、代表

者協議とした。さらにプノンペン環境局をはじめとする関係者を対象に公聴会形式にて行った。なお、

補足として JICA カンボジア事務所との協議、公聴会結果報告を行った。それぞれの協議の概要を表 

2-2.15 に示す。 

表 2-2.15 ステークホルダー協議の概要 

Date, Venue, Participants Key Concern and Suggestion Response 

Stakeholder meeting with local resident representatives   

On May 19th, 2021 (9:40 am)  

- Sustinat Green Co., Ltd. 
(SG) National Experts 

- Ms. In Saphorn, Srah Chork 
commune chief 
(face-to-face meeting) 

There are concerns about the interruption of water 
use, business and traffic jam for people who living 
along raw water transmission (RWTM)s routes and 
also the public hospital service. 
(around 125 families are living along the st.88 and 
the st.61 to st.75 belong to Village 9 and also a 
Kantha Bopha hospital 1) 

- Response from PPWSA, the pipe installation will 
have conducted in existing route, and destitution 
system will be remaining for securing the clean 
water supply to local particularly those live on the 
RWTM installation ways. 

- The impact could be short term, and mitigation 
could be adopted by accelerating the installation. 

- each recommendation is inserted into the EMP. Srah Chork commune chief expressed strongly 
support for the project and provide the 
recommendations as following; 
- Arrange the name list of worker or related 

documents to the commune chief, district chief 
and city hall when process the project. 

- PPWSA should request to city hall for execution 
of all construction of whole project as it is under 
the administrative of City Hall. 

- PPWSA should inform to the commune chief of 
Srah Chork and Wat Phnom during execution of  
construction to observe the impaction of the 
project. 

- Due to the st.47 to st.61 is closed, thus, PPWSA 
should cooperate with Kantha Bopha hospital 1 
to reduce the traffic jam. 

- the installation of new RWTM could lead to the 
interruption the water use of people living there  

- PPWSA need to arrange Staffs to coordinate the 
traffic flow. 

On May 20th 2021 (9:00 am) 

- SG National Experts 
- Mr. Bun Sombo, Wat 

Phnom commune chief 

Wat Phnom commune chief had worried that the 
installation of raw water transmission mains can 
disturb people who doing the household business 
along the st.88 (around 61 families are living along 
the st.88 and the st.61 to st.75 belong to Village 9) 

- As indicated from PPWSA, people living along 
the road, and they utilize the road pavement for 
some informal business, 

- The impact could be short term, and mitigation 
could be adopted by accelerating the installation. 

He will cooperate with PPWSA and JICA for 
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Date, Venue, Participants Key Concern and Suggestion Response 

(The meeting via telephone 
meeting) 

processing this project. Therefore, he had some 
suggestions as following; 
- Arrange the requested document to Srah Chork 

commune chief and city hall. 
- Coordinate and solve the people’s problem who 

living around the on the project pipe route (Ex: 
provide the compensation for them in case of 
any damage ). 

- Considerations for each recommendation is 
discussed in this IEIA and inserted into the EMP. 

- No question 

May 20th 2021 (10:00 AM) 

- SG National Expert 
- Ms. Mech Sokha, Phum 9 

Village chief in Songkat 
Srah Chork 
(The meeting via telephone 
meeting) 

Mrs. Mech Sokha visited the project area and She 
was aware of the presence of the project. 

- Each recommendation is inserted into the EMP. 
- No question 

The impact on the sound is unaffected, but the dust 
from the transport of rocky sand also requires proper 
management. However, it can be cause traffic jam 
for short time, mostly at seven o'clock for starting 
work in the morning or in the event of an accident. 

There are some suggestions such as: 
- Help decrease the price of water supply 
- Attention to the dust problems caused by 

various transportation. 

May 20th 2021 (10:30 AM) 

- SG National Expert 
- Mr. Keo Buntheoun, Phum 

10 Village chief in Sangkat 
Wat Phnom 
(The meeting via telephone 
meeting) 

Mr. Keo Buntheoun is concerned that construction 
or expansion of piped water could cause shortage of 
water or disconnection for some time and damage to 
roads due to clearing or the main connection. 
He worried that the installation of raw water 
transmission mains can disturb people who doing 
the business around the project site (along the st.88) 

 
- The impact could be short term, and mitigation 

could be adopted by accelerating the installation. 
- Each recommendation is inserted into the EMP 
- No question 

He supported 100% of the project to serve the water 
demand for people in the village to get clean water 
and safety. 

Public Consultation meeting with Related Department of Phnom Penh 

- 25th May 2021 at 8:30 AM 
- (22 Participants include 3 

females) 
 
- Meeting under 

coordination from PPDoE 
- list of organizations of 

participants are; 
 
From Phnom Penh 
Department of Environment 
(PPDoE), 
➢Head Office, 
➢Pollution Control Office, 
➢Solid Waste Mgmt 

Office, 
➢Water Quality Mgmt 

Office. 
 

From Phnom Pehn City; 
➢Dep. of Industry, 

Science, Technology and 
Innovation 

➢Dep. of Mines and 
Energy 

➢Dep. of Labour and 
Vocational Training 

➢Dep. of Agriculture, 
Forestry and Fisheries 

➢Dep. of Public Work and 
Transportation 

➢Dep. of Planning 
➢Dep. of Water Resources 

and Meteorology 
➢Dep. of Women Affairs 
➢Dep. of Health 
 

Waste and Env. Mgmt Office 
of PP Municipality 
 
PP Road Traffic Police Office 
 
Public Work, Transportation, 
Sanitation, Env. and Public 
Order of Khan Daun Penh. 
 

1) Traffic issue and accessibility, occupation of 
families along the RWTM line 

PPWSA response 
- The project will not impact too much for travelling 

because construction site is not on the big road. 
- Arrange the staff for traffic improvement. 
- The impact could be short term, and mitigation 

could be adopted by festering the installation. 

2) Apply permit from MoE (Waste discharge 
permit) 

- PPWSA will work closely with MoE for any 
guideline and law in force from MoE. 

3) Apply and adhere to sub-degree No. 235 date on 
December 25, 2017 about sewage management 
system and wastewater treatment system. 

- General Suggestion. 

4) Air, noise and vibration control during 
contraction and operation 

Reponses: Air, Noise control plan will be prepared by 
contractor and PPWSA will conduct regular 
inspection. 

5) Bank protection at Intake station PPWSA and JICA also have detail study for better 
design and bank protection. 

6) Sand, soiled Transported truck management Suggestion 

7) Drainage designed and effluent management - With the current and existing WTP, its own 
drainage is already in place and used. No any 
problem with public drainage. 

- PPWSA will use its owned the existing 
underground basin for effluent and sludge 
collection, the clear water will be drained in 
existing drainage to Tonle Sap River. 

- With expansion of 45000 m3, less sludge is 
generated. 

8) Solid, liquid and sludge proper management 

9) Staff/worker safety and health, the Covid-19 
safe measure 

PPWSA adopted all the regulation and measure 
imposed by MoH and Government.  

10) Chemical use in treatment and complaint water 
quality from foreigner and water pressure. 

- PPWSA always apply and obey WHO standard for 
water quality check. 

- Water pressure is challenging particularly for High 
rise building- suggest having storage tank. 

- Most foreigners live in apartment which storage 
tank is equipped resulted in water quality issue, 
PPWSA used to solved many of those issued by 
advice to proper clean of tank. 

11)  Good Cooperation with local related 
authorities, advanced informed, report and 
responsive to related environment and social 
issue may occurs. 

PPWSA: Applied the permit from Phnom Penh 
municipality for all civil work for all project 
components. 
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Date, Venue, Participants Key Concern and Suggestion Response 

PPWSA 
 
Nihon Suido Consultants 
 
Sustinat Green 
 
- Online meeting-(Telegram 

Base Meeting) 

Stakeholder meeting with JICA 

June 25th 2021 (4:30 PM, 
local time) 

- Mr. Say Bora 
- Ms. Tokumoto Aya 
- Piseth Som 
- Chandara Ty 

(Microsoft Team meeting) 

1) Who were invited during the public consultation 
meeting? 

Sustinat Green clarification: 22 personals from related 
department of Phnom Penh, local authority, project 
owner and consultant. 

2) Will the project involve the relocation or 
resettlement along the new raw water 
transmission mains? 

Sustinat Green clarification: according to the plan and 
information from PPWSA, there will be no any 
relocation or resettlement along the new raw water 
transmission mains because the new pipe installment 
will be executed within the alignment existing route. 

出典: IEIA Report by Sustinat Green Co., Ltd. (2021) 

 

 用地取得・住民移転 

本プロジェクト予定地は、PPWSA が所有する既存浄水場および取水施設の敷地内であり、用地取

得や住民移転は発生しない。 

 その他 

2-2-3-3-1 モニタリングフォーム（案） 

モニタリングフォーム（案）を添付資料 6-5 に記載する。 

2-2-3-3-2 環境チェックリスト 

環境チェックリストを添付資料 6-3 に記載する。 

2-2-3-3-3 環境社会配慮関連の今後の予定 

現地再委託による初期環境影響評価（IEIA）調査は、2021 年 9 月にフィールド調査を終了した。 

 気候変動の適応策について 

JICA の気候変動対策支援ツール／適応策「気候リスク評価・適応策検討のガイダンス」（2019 年）

に基づく気候リスク評価、適応策の検討結果は次のとおりである。 

(1) 当該プロジェクトにおける事業方針 

(a) 事業の方針、プロジェクトの評価 

事業の方針を第 3 章に、プロジェクトの評価を 4-4 に示す。 
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(b) 実施工程計画 

実施工程計画を 3-2-4-4 に示す。 

(c) 実施工程計画のうち、人材育成等、技術支援活動などのソフトコンポーネント 

本件にはソフトコンポーネントは含まれない。 

(d) 当該プロジェクトの対象地域 

当該プロジェクトの対象地域を 2-2-3-1-1 に示す。 

(e) 当該プロジェクトの実施体制、運営機関 

実施機関は PPWSA であるが、施設完成後から 10 年間は特別目的会社（以下、「SPC」）が事業運営

を実施する。また気候関連のリスクは MoE が管轄する。 

(f) カウンターパートとの情報共有 

カウンターパートである PPWSA と気候変動の適応策について、情報共有を行っている。 

(2) 当該プロジェクトにおける「曝露」 

気候関連のハザードにさらされうると考えられるプロジェクトのコンポーネントは、取水場、浄水

場である。 

(3) 当該プロジェクトに関わる「ハザード」 

気候ハザードは、気温の変化と降雨量の変化を想定する。カンボジア国における過去（1991 年～

2020 年）の平均降雨量及び平均気温を図 2-2.13 に示す。 

 

図 2-2.13 カンボジア国の平均降雨量と平均気温(1991~2020) 
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出典：World Bank, Climate Change Knowledge Portal 

Climate Change Knowledge Portal では、カンボジアの平均気温は 2060 年までに 0.7 から 2.7°C、2090

年までに 1.4 から 4.3°C 上昇すること、月平均降雨量の変化量は 2049 年から 2059 年に-47mm から

+80mm（図 2-2.14）、2080 年から 2099 年に-65mm から+130mm（図 2-2.15）と予測しており、降雨

量の下降トレンドは認められない。よって、水源の水量が将来にわたり十分確保可能であると判断が

でき、取水に問題が発生する可能性は、僅少と考えられるため、干ばつへの懸念は想定されない。 
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図 2-2.14 カンボジア国における平均月降水量の変化量予測（2049 年から 2059 年） 

出典：World Bank, Climate Change Knowledge Portal （RCP8.5 シナリオ、ensemble モデル） 

 

図 2-2.15 カンボジア国における平均月降水量の変化量予測（2080 年から 2099 年） 

出典：World Bank, Climate Change Knowledge Portal （RCP8.5 シナリオ、ensemble モデル） 

 

(4) 気候リスク評価のマトリクスを用いた「気候リスク評価」 

気候リスク評価マトリクスを図 2-2.16 に示す。 
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図 2-2.16 気候リスク評価のマトリクス 

出典：JICA Climate FIT を基に調査団作成 

1)取水場の脆弱性について 

 取水場の気候ハザードの H2 降雨量、降雨パターンの変化、洪水の発生、H3 降雨パターンの変化

に伴う河川流量の変動についての脆弱性について以下に示す。 

 ・降雨パターンの変化により、雨期において水位の変動が発生する可能性がある。 

 ・水位変動による洪水の発生リスクが高まる可能性がある。 

 ・上記の内容により、取水が予想外の高濁度となり、原水水質の悪化が懸念される。 

 ・洪水の発生により、設置機器が浸水して、故障が発生することが懸念される。 

 

2)浄水場の脆弱性及び対応について 

 浄水場の気候ハザードの H2 降雨量、降雨パターンの変化、洪水の発生、H3 降雨パターンの変化

に伴う河川流量の変動についての脆弱性及び対応について以下に示す。 

・取水場の脆弱性に示した降雨パターンの変動、水位変動により、取水が高濁度となり、原水水質 

の悪化や浄水水質の異常となることが懸念される。 

・洪水の発生により、設置機器が浸水して、故障が発生することが懸念される。 

 

3)今後重要となりうる気候リスク 

 上記 1)、2)の脆弱性による気候リスクとしては、高濁度による取水場、浄水場機能の停止が考えら

れる。理由としては、降雨パターン変化、水位変動により、取水を行うトンレサップ川が高濁度とな

ることが懸念される。高濁度が継続されると、取水を行っても、浄水場で適切な処理が行うことがで

きなくなる。よって、取水場及び浄水場の停止となり、必要な水量を確保することが困難となる。 

 また、洪水の発生により、取水場、浄水場の機器が浸水して、故障が発生することが懸念される。 

  

(5) 「気候リスクツリー」について 

 「気候リスクツリー」は、次のとおりである。 

H1 H2 H3

気温の変化
降雨量、降雨パ
ターンの変化、洪
水の発生

降雨パターンの変
化に伴う河川流量
の変動

現状での発生状況
（頻度等）

+ + +
脆弱性
（Vulneralibility）

将来の見込み
・過去・現在の取り組み、対処状況
・計画している取り組み

カウ
ント

E1 0 2 1
・降雨パターンの変動による水位の
　変化

2
・高濁度による取水
　の停止

・河川水位、水質をモニタリングする
　ための計装機器の設置

・水位変動による洪水の発生 ・洪水の発生による ・高濁度発生時のリスク対応や

取水場 ・高濁度による原水水質の悪化 　機器の故障の発生 　運転管理計画の作成

・洪水の発生による機器の故障 ・送水連絡管による各浄水場からの

　相互送水をできるようにする。

・機器故障時に即修繕対応が可能な

　ようにスペアパーツの整備

E2 0 2 1 ・降雨パターンの変動、水位変動に 2 ・高濁度による浄水場 ・高濁度発生時のリスク対応や

　よる高濁度の発生に伴う原水水質 　の停止 　運転管理計画の作成
浄水場 　の悪化、浄水水質の異常 ・洪水の発生による ・送水連絡管による各浄水場からの

・洪水の発生による機器の故障 　機器の故障の発生 　相互送水をできるようにする。
・機器故障時に即修繕対応が可能な
　ようにスペアパーツの整備

カウント 0 2 1

今後重要（顕著）となり
うる

気候リスク
(Climinate Risk)

適用オプション候補
(Potential Adaption Option)

気候ハザード
(Hazard)

暴
露

(E
xp

o
su

re
)
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図 2-2.17 本プロジェクトにおける気候リスクツリー 

出典：JICA Climate FIT を基に調査団作成 

 

(6) 「適応オプション」について 

考えられる「適応オプション」は次のとおりである。 

リスク 対象 JICA 事業で将来重大
となりうると考えられる
影響気候リスク 

気候リスクに対する適応オプ
ション 

対応する SDGs 項目 

1 高濁度による取水の停止 ・河川水位、水質をモニタリン
グするための計装機器の設
置 

・高濁度発生時のリスク対応や 

 運転管理計画の作成 

・送水連絡による各浄水場から
の相互送水をできるように
する。 

 

 

2 高濁度による浄水場の停
止 

・高濁度発生時のリスク対応や 

 運転管理計画の作成 

・送水連絡による各浄水場から
の相互送水をできるように
する。 

 

 

3 洪水の発生による機器の
故障 

・機器故障時に即修繕対応が 

 可能なようにスペアパーツ
の整備 

 

 

 

出典：JICA Climate FIT を基に調査団作成 

(7) 「適応オプション」候補群について、プロジェクト計画での最終的な考慮結果 

考えられる「適応オプション」候補群について、プロジェクト計画での最終的な考慮結果は次のと

おりである。 

・河川水位、水質をモニタリングするための計装機器の設置：河川水位、水質を把握して、取水、 

浄水の運転方法の判断をする。 

・高濁度時のリスク対応や運転管理計画の作成：高濁度時の取水、浄水機能を確保するために、 

気候ハザード(Climate Hazard)

H1 気温の変化
H2 降雨量、降雨パターン
　　の変化、洪水の発生
H3 降雨パターンの変化に伴う
　　河川流量の変動

暴露(Exposure) リスク(Risk) 脆弱性(Vulnerability)

E1 取水場 高濁度による取水の停止 降雨パターンの変動、水位変動による
E2 浄水場 高濁度による浄水場の停止 原水水質の悪化、浄水水質の異常

洪水の発生による機器故障 降雨パターンの変動による水位の変化
の発生 水位変動による洪水の発生

洪水の発生による機器の故障

影響(Impact)
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常時及び高濁度等の問題が発生した時の運転方法を計画する。 

・送水連絡による各浄水場からの相互送水：高濁度時に取水、浄水機能が停止しても、他の浄水 

場から必要水量を配水可能とする。 

・機器故障時に即修繕対応が可能なようにスペアパーツの整備：洪水時の浸水による機器故障か 

 ら早急に復帰するためにスペアパーツの整備及び維持管理を行う。 

 

尚、施設完成後から 10 年間は SPC が事業運営を行うため、上記に関しては、維持管理マニュアル

に明記することを入札図書の要求水準書に含める。その後は、PPWSA が施設を管理することとなる。

PPWSA は、上記マニュアルの引き継ぎが実施されるとともに、これまでの技術協力プロジェクト等

により、データ管理、計画策定、浄水場運転管理、水質管理、管路の維持管理、財務管理、水資源管

理の知識・意識を含め、水道事業に対する能力強化が実施されていることから十分な対応が可能であ

る。 
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 プロジェクトの内容 

3-1 プロジェクトの概要 

本プロジェクトはプノンペン都中央部への給水の為の浄水施設（45,000m3/日）を建設し、SPC によ

り最長 10 年間の運営・維持管理（以下、「O&M」）が行われるものである。本邦企業による O&M が

行われることにより、本邦技術の O&M の技術移転が行われるとともに、本邦企業による事業実施経

験が培われるものである。協力の内容は以下のとおりである。 

施設 プンプレ
ック浄水
場 

取水施設 取水能力：47,250 m3/日 

取水施設（フロート式） 

取水ポンプ 

受配電施設 

浄水施設 浄水能力：45,000 m3/日 

浄水処理施設 

薬品生成・溶解・注入システム 

受配電施設 

配水施設 配水池：6,000 m3 

配水ポンプ場 

配水ポンプ 

SCADA 浄水場内の中央監視システム 

コンサルティング・サービス 入札補助 

 設計確認 

 施工段階における工程管理・品質管理・コスト管理・支払い支援等の各種
マネジメント業務 

出典：調査団 

3-2 協力対象事業の概略設計 

3-2-1 設計方針 

 基本方針 

プノンペン都は上述の通り、水需要の急増に伴って水圧が低下する地区が発生しているなど、給水

能力の増強が課題となっている。プンプレック浄水場はプノンペン都の中心地区に配水している重

要な浄水場であるが、過去に整備した施設の持続性の確保と運転維持管理におけるエネルギー効率

の改善が課題となっており、浄水場の敷地が狭く施設の拡張余地も限定的である。かかる背景と制約

の下、支援効果を最大化するため、事業権無償により民間企業の創意工夫を活用することが本事業の

重要な実施方針である。特に PPWSA が経験・ノウハウを有しない浄水処理方式の導入や効果的・効

率的な運営・維持管理体制の構築に留意して事業スキームを検討する。 

本事業権無償は、カンボジアにおける法的整合性を考慮し、事業権無償の英語の正式名称として

Japanese Grant Aid with O&M を用いる。無償資金は機材調達・施設整備及び関連するコンサルティン

グ・サービスに活用される。無償資金で調達する事業者及び代表コンサルタントは交換公文で定める

ところの日本人（Japanese Nationals）を基本とする。競争入札によって選定された事業者は、施設整
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備に係る D&B 契約、運営維持管理に係る O&M 契約、PPWSA の能力向上に資するトレーニング契

約及び事業の実施方針と各契約の関係性を定めた包括合意書に基づき、これらの業務を一体的に遂

行する。事業者入札においては、事業者の提案を技術的、商業的、財務的及び法務的な観点から総合

的に評価する総合評価落札方式を採用する。外務省が公表している一般的な事業権無償のスキーム

及び本件の事業スキームを図 3-2.1 と図 3-2.2 に示す。 

 

図 3-2.1 事業権無償のスキーム 

出典：外務省 

 

図 3-2.2 本件の事業権無償のスキーム 

出典：外務省 
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本プロジェクトは、事業権無償を活用し、設計施工一括発注方式による実施を想定しているため、

最終的な施設の設計は事業者の提案に基づくこととなる。無償資金協力の事業規模の検討、要求水準

書案の作成、運営・維持管理費の試算等のために、本業務において想定標準施設（以下、コンパラタ

ー施設）を想定した概略設計を行う。コンパラター施設は、以下の方針に基づき概略設計を実施した。 

① 試運転を含めた施設の建設完了は 2027 年とし、計画対象水需要は 2030 年とする。 

② 増強する浄水能力は、45,000 m3/日とする。 

③ カンボジア国には設計基準が無く、基本的に現在実施中もしくは過去数年以内に実施した無償

資金協力事業の設計方針（日本の「水道施設設計指針」（公益社団法人日本水道協会））に準ずる

ものとし、カンボジア国での過去の案件及び PPWSA で使用している設計基準等も参考にする。 

④ 施工体制は、現地建設業者の能力、規模、実績を勘案の上、日本の請負業者の下で現地建設業者

を十分活用することとする。 

⑤ 運営維持管理は、SPC（現地法人）により 10 年間行う。 

⑥ 取水施設の施工工程は河川内での工事となるため、河川水位上昇のある雨期期間中を避けるこ

ととする。 

 

 自然環境条件に対する方針 

3-2-1-2-1 降水量 

プノンペン市の気候区分は熱帯性モンスーン気候である。乾期は 11 月から 4 月までで、雨期は 5

月から 10 月であり、年間降雨量の約 70%が集中している。降水量等の自然条件を考慮し、施工計画

に反映する。 

3-2-1-2-2 地形・地質 

(1) 取水施設周辺 

現況地盤高から 21 m 付近において N 値 20 以上の粘性土層が確認され、支持層であると判断され

る。主要構造物は杭基礎が想定される。 

(2) 浄水場内 

現況地盤高から 17～20 m 付近において N 値 50 以上の粘性土が堆積していることが確認された。

既存施設の杭長も同程度であり、支持層と判断する。主要構造物は杭基礎が想定される。 

3-2-1-2-3 水量および水位 

トンレサップ川のプノンペンポート観測所における平均水位（1996-2017）によれば、乾期である 4

月の平均水位は 3.93mAMSL、平均年最大水位は 8.67 m AMSL、最大高水位および最小定水位は、そ

れぞれ 10.16 m AMSL(Sep.-2000)および 0.52 m AMSL(May-1993)である。また、Prek Kdam Station（Intake
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の約 30 ㎞上流）で観測された流量（2016-2020）は、最大 4,106 m3/s（8 月）、平均-895 m3/s、最小-5,944 

m3/s（11 月）であった。（流量の(-)値は上流方向を示す。） 

3-2-1-2-4 原水水質 

水源水質調査を再委託により実施した。期間は 2021 年 2 月から月 1 回の頻度で採水・分析を行い、

7 月までの半年間実施した。水質検査結果は、表 3-2.1 の通りである。 

表 3-2.1 プンプレック浄水場原水水質（2021 年 2～7 月） 

 

*) 黄色マーカーの値：注目すべき値、CNDWQS ：カンボジア国飲料水質の基準値（MISTI (MIH) 2015 年）、ND：不

検出、NV：設定値無し 

出典：調査団 

今回得られた結果から示唆される当該原水水質の概要は、以下の通りである。 

i) pH 

正常な範囲で推移している。 

ii) 濁度 / 色度 

いずれの月もカンボジア飲料水基準値を超過した。当然、原水であるから基準値を満たす必要は無

く、例年の平均的な数値であり、プンプレック浄水場における通常通りの凝集沈殿処理で除去できて

No Parameter Unit 18-Feb 11-Mar 21-Apr 17-May 14-Jun 14-Jul CNDWQS

1 pH - 6.8 7.2 7.5 7.5 7.8 7.4 6.5-8.5

2 Water Temperature o
C 26.7 30.2 30.9 31.9 29.4 30.6 NV

3 Turbidity (Turbidity) NTU 98 14 30 98 18 36 <5.0

4 Color mg/L Pt 25 20 35 50 15 12 <5.0

5 Alkalinity (as CaCO3) mg/L 32 19 33 32 29 18 NV

6 Total Hardness (as CaCO3) mg/L 34 23 24 60 58 70 <300

7 Biochemical Oxygen Demand(BOD5) mg/L 0.8 1.6 1.4 1.2 2.0 0.8 NV

8 Cyanide (CN-) mg/L ND ND ND ND ND ND NV

9 Chloride (Cl-) mg/L 6.7 13.2 10.9 12.9 12.9 11.2 <250

10 Fluoride (F-) mg/L ND 0.05 0.06 0.75 0.27 0.70 <1.5

11 Ammonia Nitrogen (NH4-N)) mg/L 0.49 0.14 0.20 0.37 0.09 0.11 <1.5

12 Nitrite Nitrogen (NO2-N) mg/L ND ND 0.02 0.02 0.01 0.03 <3.0

13 Nitrate Nitrogen (NO3-N) mg/L 0.3 0.7 0.2 0.4 0.7 0.8 <50

14 Sulphate (SO4-2) mg/L 4 24 14 24 34 18 <250

15 Aluminum (Al) mg/L ND ND 0.1 ND ND ND <0.2

16 Cadmium (Cd) mg/L ND ND 0.0008 ND ND ND <0.003

17 Chromium (Cr) mg/L 0.002 0.001 ND 0.030 0.002 0.008 <0.05

18 Copper (Cu) mg/L 0.012 ND 0.007 ND ND 0.0003 <1.00

19 Iron (Fe) mg/L 0.02 0.46 0.02 0.08 ND 0.08 <0.3

20 Mercury (Hg) mg/L 0.0001 ND 0.0006 0.0003 0.0002 0.0007 <0.001

21 Lead (Pb) mg/L ND ND 0.003 ND ND 0.004 <0.01

22 Manganese (Mn) mg/L 0.003 0.02 0.02 0.02 0.02 0.04 <0.1

23 Zinc (Zn) mg/L ND ND ND ND 0.08 0.003 <3.00

24 Odor - No smell No smell No smell No smell No smell No smell Acceptable

25 Phenol mg/L 0.004 0.480 - - ND - NV

26 Thermo tolerant Coliform (E-Coli) MPN/100ml 2.4x103 4.6x103 2.3x102 2.4x103 9.3x102 4.6x103 0
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いるため問題視する必要は無い。 

iii) その他一般性状項目 

上記以外の一般性状項目（Alkalinity, Total Hardness, BOD）にも問題は見られない。特に BOD は十

分低く良好な数値であった。 

iv) アンモニア態窒素 

アンモニア態窒素は、最大値で 0.49 mg/L であった。決して良好とは言えないものの、長期データ

と比較しても低く、現在の処理条件を維持できることを示している。 

v) 硝酸･亜硝酸態窒素 

十分に低く、良好な数値であった。 

vi) 金属類 

鉄が 3 月に基準値を超過したものの、マンガンも含めて全般的に低かった。鉄は従来の処理方法で

除去が可能であるため問題視する必要は無い。なおクロムおよび水銀が検出されており、飲料水基準

に近い値も見られることから監視を継続すべき項目である。 

vii) フェノール 

乾期（2 月）に 1 回、雨期（3 月・6 月）に 2 回測定を行ったフェノールであるが、不検出であっ

たり高い数値で検出したり、傾向が定かでない。カンボジアにおいては基準値が設定されていないも

のの、日本の飲料水基準値（0.005 mg/L）と比較すると 3 月の 0.48 mg/L は相当の高濃度と言える。

フェノールは浄水場における塩素処理によりクロロフェノールを生成して異臭の原因となる。これ

までプンプレック浄水場においては関連した問題が報告されていないことから、3 月の検出値は突発

的なものと推定されるが、注視すべき項目として挙げられる。 

viii) 大腸菌（E-Coli） 

2～3 桁で検出しているが当該河川では平均的な値である。適切な塩素注入を行う限り問題はない。 

以上、今回の結果から、水道原水水質として利用可能と判断される。一方、クロム、水銀、フェノ

ールの検出は懸念すべき事項である。これらは一般に人為的汚染が疑われる項目である。原因は特定

されていないが、採水地点周辺では船の修繕行為や小規模な工事が観察されている。 

 社会経済条件に対する方針 

プンプレック浄水場はプノンペンの中心部に位置している。浄水場の周辺は商業施設の中心地区

であるため、工事期間中の車両通行の維持と通行の安全確保について十分考慮する必要がある。 

 建設事情／調達事情に対する方針 

建設一般資材のなかで、セメントはカンボジア国で生産している。プノンペン都周辺には多くのセ
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メント工場がある。生産されているセメントは、普通ポルトランドであり、市場で調達可能である。

また、構造用鋼材、鉄筋は、カンボジア国で生産されていないものの、主にベトナム、タイなどから

の輸入品が市中で入手可能である。 

浄水の機器・設備はカンボジア国では生産しておらず、本邦企業において競争性を確保した上で調

達を行い、コストの縮減が図れるように配慮する。浄水処理用の薬品類については、可能な限りカン

ボジア国内で調達する想定とする。 

 現地業者の活用に係る方針 

カンボジア国で実施された無償資金協力のプロジェクトでは、ほとんどがカンボジア国内の下請

けを活用して施工されている。土工事、コンクリート工事などに使用する汎用機械を保有している会

社も多く、また揚重機械もプノンペンの各所で見受けられた。日本の元請業者からのヒアリングでは、

一般的な施工機械を用いた施工能力については、カンボジア国業者は一定のレベルを有していると

判断される。施工機械の整備が十分でない、特殊な工事の機械はカンボジア国内では調達できない、

安全管理の徹底がなされない、という点から本邦施工業者が管理・指導を行う必要がある。カンボジ

ア業者を下請けとして活用することは十分に可能であり、一部、人的あるいは特殊施工機械の補強が

必要である。 

 運営・維持管理に対する対応方針 

本事業で増設される浄水施設の O&M は SPC によって実施される。コンパラター施設における運

営・維持管理体制を検討する。 

 施設、機材等のグレードの設定に係る方針 

機械・電気設備は維持管理性やスペアパーツの入手性を考慮して選定する。特に、大型機器となる

取水ポンプ・配水ポンプについては本邦企業において競争性を確保し、コストの縮減が図れるように

配慮する。 

 工法／調達方法、工期に係る方針 

取水施設の建設は雨期・乾期によって大きく影響されるため、着工時期と工期の設定に注意を払う

必要がある。また、浄水場の増設計画にあたっては、既存の浄水処理を止めることが無い様に工程を

設定する。 

 事業権無償にかかる入札、契約に係る方針 

本プロジェクトは、事業・運営権対応型無償の適用を前提として、無償資金の対象となる設計施工

契約（D&B 契約）、運営期間における維持管理契約（O&M 契約）及びトレーニング契約と、上記 3

契約の一体性を規定する包括合意書を、総合評価落札方式による競争入札によって単一の事業者（単
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独企業或いは共同事業体）に発注することを想定する。詳細は 3-3 に記載の通り。 

 

3-2-2 基本計画（施設計画／機材計画） 

 水需要 

「プノンペン上水道開発に係る情報収集・確認調査」にてマスタープランがレビューされ、プンプ

レック浄水場からの配水地域の、2030 年における水需要は約 195,000 m3/日と予測されており、浄水

場の処理能力として既存施設の浄水能力 150,000 m3/日に増設分の 45,000 m3/日を加えた施設の総合

浄水能力 195,000 m3/日は妥当であるといえる。 

 施設計画に係る全体方針 

➢ 本プロジェクトはプンプレック浄水場の増量（150,000 m3/日を 195,000 m3/日）を目的とする。 

➢ 取水施設は既設とは分離して 47,250 m3/日（浄水量 45,000 m3/日に浄水ロス分として浄水量の 5％

を加算）の施設を新設する。新設フロート式取水施設（取水ポンプ 2 台）と受電施設を建設する。 

➢ 導水管は 800 mm 管を新設する。PPWSA と協議の結果 PPWSA 自身で 800 mm 管を敷設するこ

ととなった。 

➢ 既設浄水施設は 100,000 m3/日と 50,000 m3/日の施設が有り、建設年の古い 100,000 m3/日の施設に

ついて構造物の補強が要請されたが、調査の結果、既存施設の補強は現実的ではない。延命措置

は可能であるが、コンクリート強度の低下・鉄筋の腐食が確認されているので、表面のコンクリ

ートを斫って鉄筋の防錆処理を行って補修したとしても耐用年数がどれだけ伸びるか予測でき

ない。期間が不明の延命措置は裨益効果を評価出来ないので無償資金の目的に合わないと考え

られるため範囲外とし、PPWSA による再建設を検討することとなった。 

➢ 45, 000 m3/日の浄水施設（薬品混和池、凝集沈殿池、ろ過池）を敷地内に建設する。 

➢ 配水池は 6,000 m3を敷地内に新設する。 

➢ 配水ポンプ室と配水ポンプ 3 台を新設する。 

➢ 増設施設用の受電施設、薬品生成・溶解・注入施設を新設する。 

既存施設の改修・補修方法を表 3-2.2 に施設の拡張方針を表 3-2.3 に示す。 

表 3-2.2 既存施設の改修・補修方法 

施設名 建設年 劣化段階 劣化状況 改修・補修方法 

取水塔 1966 年 加速期後半～劣化期 鉄筋腐食、欠損、耐力低下 補修せずに既設用に継続使

用。 

将来建て替えを推奨する。 

導水管 Φ700 1958 年、

1966 年 

劣化期 全面腐食、腐食凹凸、欠け 既設管は撤去し、新たに導水

管 Φ800 を布設する 

導水管 Φ1,200 2002 年 良好（潜伏期以前） － 補修の必要なしと判断。 

そのまま既設用に使用。 

沈殿ろ過池 

100,000 m3/日 

1965 年 加速期後半～劣化期 鉄筋腐食、クラック、浮き、

剥落、析出物、漏水 

補修せずに使用を継続。 

将来建て替えを推奨する。 

沈殿ろ過池 2005 年 良好（潜伏期以前） － 補修せずに使用を継続。 
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施設名 建設年 劣化段階 劣化状況 改修・補修方法 

50,000 m3/日  

配水池 

10,000 m3 

1959 年 加速期後半～劣化期 鉄筋腐食、クラック、浮き、

析出物、コケ汚れ 

補修せずに使用を継続。 

将来建て替えを推奨する。 

出典：調査団 

表 3-2.3 施設の拡張方針 

施設名 方式 備考 

取水施設（47,250 m3/日） フロート式取水施設（取水ポンプ 2 台）、受電施設。 新設施設用 

導水管 Φ800 mm を PPWSA 自身で新設する。 新設施設用 

浄水施設（45,000 m3/日） 受電施設 

着水井 

混和池 

高速凝集沈殿池 

急速砂ろ過池 

薬品生成・溶解・注入施設 

新設施設用 

新設施設用 

新設施設用 

スラッジ・ブランケット型 

空気＋水洗浄（単独／同時） 

PAC 及び生成次亜塩素 

配水池（6,000 m3） 配水ポンプ室付き 配水ポンプ 3 台 

SCADA 既存及び新設の統合システム  

出典：調査団 

 取水・導水施設計画 

3-2-2-3-1 計画取水量 

原水はトンレサップ川から取水する。原水取水量は、浄水処理損失水量（浄水処理過程で発生する

損失水量【沈殿汚泥排泥及びろ過池洗浄排水等】として 5%を設定）を加味し、浄水処理量、45,000 

m3/日に対し、47,250 m3/日（45,000 m3/日 x 105 % = 47,250 m3/日）を計画取水量とする。 

3-2-2-3-2 取水施設計画 

取水施設は既設とは分離して 47,250 m3/日の施設を新設する。新設取水施設用のフロート式取水施

設（取水ポンプ 2 台）と受電施設を建設する。 
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図 3-2.3 コンパラター施設の概略設計における取水施設(フローシート) 

出典：調査団 

コンパラター施設の概略設計を行うにあたって、以下の方針とする。 

➢ フロート式取水施設とし、河川の水位変動に対応して確実に取水できる構造とする。 

➢ 横軸ポンプとして、建設費を低く抑え、メンテナンスを容易にする。 

 

取水施設を以下に示す。 
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図 3-2.4 取水施設の概要 

出典：調査団 

表 3-2.4 取水施設に必要となる付帯設備 

設備名 設置目的 

浮き台船 取水ポンプを川に浮かべるための船台。川岸と船台を連絡する鋼製桟橋を付帯する。 

オイルフェンス及び細目
スクリーン 

オイル吸込み防止と塵芥を除去する。 

ポンプ廻り配管 ポンプ廻り配管（弁類含む）台船の上下に追従するための可撓性を有したゴムホース。 

その他設備 

 

スクリーンや備品等を保管・洗浄するための施設＆設備 

屋内外照明 等 

出典：調査団 

 

3-2-2-3-3 取水ポンプ計画 

コンパラター施設の概略設計として、取水ポンプはフロート式取水施設（台船）に設置し、横軸ポ

ンプとして、建設費を抑制する。なお、ポンプは渦巻ポンプとする。取水水位変動が約 10 m と大き

いため、経済的取水流量制御を考慮し、ポンプは回転数制御付きとする。 

新設取水ポンプは 2 台（内 1 台予備）設置する。1 台分（45,000 m3/日）は Stage3（45,000 m3/日の

浄水施設の増設を Stage3 とする、なお、Stage1 は 100,000 m3/日施設、Stage2 は 50,000 m3/日施設であ

る。）用に新設 φ800 管で導水する。現状通り既設（150,000 m3/日）は Stage1, Stage2 用に既設 Φ1200

導水管で導水する。仕様を表 3-2.5 に示す。 
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トンレサップ川の最大高水位：10.16 m AMSL（2000 年 9 月 20 日）、最小低水位：0.52 m AMSL（1993

年 5 月 3 日）が過去に記録されており、取水の HWL を 10.2 m AMSL、LWL を 0.5 m AMSL とする。 

表 3-2.5 新設取水ポンプ仕様 

仕様 
ポンプ 

No.1,2 

数量 2 台（内 1 台予備） 

容量（m3/hr） 1980 m3/hr 

揚程（m） 24 m 

動力（kW） 200 kW 

制御 可変速ドライブ（VFD: Variable-Frequency Drive） 

水撃対策 Fly Wheel 

出典：調査団 

3-2-2-3-4 導水施設計画 

既設導水管は φ700（1958 年）、φ700（1966 年）、φ1200（2002 年）である。 

φ700 の 2 本の導水管は劣化が著しいため使用せず、現状の Φ1200 を使用する。更に取水に係る維

持管理費の低減と処理プロセスの異なる浄水施設の区分けを行うため、新たに導水管 φ800 を敷設す

る。（但し、無償資金協力本体のスコープ外として PPWSA が建設する。） 

コンパラター施設の概略設計として、2002 年に建設された Φ1200 の導水管は Stage1 及び Stage2 用

（150,000 m3/日）として継続使用し、新設する φ800 の導水管を Stage3 用（45,000 m3/日）として使

用する。 

(1) 平面計画 

既存導水管 3 本は浄水場の東側に隣接する通信省の敷地内を通過して浄水場へ流入している。ま

た、通信省敷地内の路線上の一部区間には駐車場が建設されており、新規導水管の同ルート上への計

画は現実的ではない。よって、浄水場付近の平面計画としては、延長は長くなるものの浄水場正門側

に迂回させ浄水場へ流入させる平面計画とする。 

PPWSA が要望するルート案を案 1 とし、現実的な建設が可能と考えられる対案として案 2 のルー

ト案を合わせて図 3-2.5 に示した。 
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出典：調査団 

図 3-2.5 導水管ルート案 

案 1 と案 2 についての比較を表 3-2.6 に示した。案 1 は路線途中の一部区間（約 200m）が病院用

地として利用されており、開削工法による施工が困難な場合は、別のルートを選択するか、推進工法

による施工が必要となる。PPWSA は最短ルートとなる案 1 で、全線推進工法の適用も可能であるよ

うに予算の確保を行う意向である。ただし、今後精査する中で極力開削工法とし、開削による施工が

不可能な区間のみ推進工法とする意向である。 

表 3-2.6 導水管 2 案の概要・比較 

項目 案 1 案 2 

概要 既存 φ700 mm 導水管のルートに新設 φ800 mm 導

水管を敷設。既存 φ700 mm は撤去。 

新規ルートに新設 φ800 mm 導水管を敷設 

課題 路線の一部区間は病院用地として利用されてお

り、病院敷地内での開削工事は困難と想定され

る。当該区間は非開削工法の適用も考えられる。 

地下駐車場を建設している箇所があることから、

これを回避する必要があり、一部冗長な平面計画

となる。 

施設内容 開削もしくは非開削工法 φ800 mm、L=1890 m 

（浄水場内の路線長を含む） 

開削 φ800 mm、L=2130 m 

（浄水場内の路線長を含む） 

概略建設費 8,500（1000 USD） 3,852（1000 USD） 

評価 Monivong 通りの延長が長く、PPWSA の要望通り

に既存 φ700 mm 導水管を撤去しながらの施工と

なると工期が嵩み、交通への影響が大きい。 

提案ルートは道路幅員と交通量から施工は比較

的容易である。開削工事のみの対応で済むことか

ら事業費は案 1 と比較して安価となる。 

 採用  

出典：調査団 

 

取水施設

N

通信省敷地内通過

WTP正門

：案1ルート（開削）、 ：案1ルート（推進）、 ：案2ルート（開削）

0m 200m 400m

×
地下駐車場（建設中）
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 浄水施設計画 

3-2-2-4-1 原水水質及び必要水処理用薬品 

原水となるトンレサップ川の原水水質は、2017 年から 2020 年の間のプンプレック浄水場におけ

る原水水質の記録によると次のような特徴が見られる。 

 ㏗値は、最低値でも常に 7.0 を上回る比較的高い数値であるが、日照時間が長く、植物プラン

クトンによる光合成が盛んとなる乾期（12-4 月）の終盤であっても 8.0 をわずかに上回る程度

であり、異常値は見られない。 

 濁度は、乾期に低下し、平均値は 20-100 NTU 程度で推移するが、雨期に上昇し 200 NTU を上

回ることも多い。特に雨量の多い 9-10 月に最高濁度を記録し、1,000 NTU を超えることもあ

る。このように変動が激しいことから、凝集剤の注入率を適正に保つ必要がある。 

 アルカリ度は変動しながらも十分に含まれている。低下する月にも 20 mg/L を下回ることはな

く、凝集剤にアルカリ度消費の少ない PAC を使用する限り、問題は予想されない。 

 アンモニア態窒素は、低い時期は 0.1 mg/L を下回る一方、高い時には 1.2 mg/L に達するよう

な変動を示し、更に各年における傾向が定かではないため予想がしにくい。アンモニア態窒素

濃度の変動は塩素注入率に影響を与えることから今後も注視すべき項目である。 

 

コンパラター施設において、アンモニア態窒素は塩素により対応する方針とし、概略設計における

水処理用薬品としては、以下とする。（既設処理方法と同じ） 

 凝集剤：PAC 

 消毒剤：次亜塩素酸ナトリウム 

 

3-2-2-4-2 浄水施設計画 （概略設計計画） 

プンプレック浄水場の原水濁度より、コンパラター施設の浄水場処理対象濁度を以下の通りとす

る。 

 設計最大濁度 1000 NTU 

 設計平均濁度  100 NTU 

 設計最小濁度 10 NTU （10NTU を下回っても凝集剤注入率はほとんど変わらないた

め） 

 

なお、過去 10 年間のプンプレック浄水場の原水濁度は以下のようであった。 

 乾期平均濁度  70 NTU 

 雨期平均濁度 122 NTU 

 全期平均濁度 100 NTU 
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 全期最高濁度 1163 NTU 

 全期最小濁度  7 NTU 

 

平均濁度は 100NTU であり、乾期から雨期にかけて±30NTU 程度の幅がある。 

本コンパラター施設の設計として、原水最大濁度を 1000 NTU とした。以下の図 3-2.6 の通り、1000 

NTU を超える場合はまれである。また、その場合には浄水処理が非常に非経済的になり、更にろ過

池への過負荷等が懸念されるため、取水量の制限又は取水停止を行うことを想定する。雨期に濁度が

上昇する傾向が見られるが、図 3-2.6 の通り濁度が 800 NTU を超えたことは過去 10 年で 3 度のみと

なっている。 

 

図 3-2.6 プンプレック浄水場原水の濁度の推移 

出典：PPWSA 提供資料を基に調査団作成 

3-2-2-4-3 浄水施設プロセス 

コンパラター施設の概略設計として、経済的建設費及び運転費を考慮し、浄水処理プロセスを図 3-

2.7 に、浄水処理プロセスの概要を表 3-2.7 に示す。浄水処理プロセスは、要請書で記載された高速

凝集沈殿池＋急速砂ろ過池とする。敷地の制約からみてコンベンショナルな凝集沈殿＋急速ろ過で

はない浄水処理方式（高速凝集沈殿池）を提案する。 

 

Turbidity Trend of Raw Water of PPrWTP (2011 - 2020, Monthly Max.)(NTU)
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出典：調査団 

図 3-2.7 コンパラター施設の概略設計における浄水処理プロセス(フローシート) 

 

表 3-2.7 浄水処理プロセスの概要 

処理プロセス 処理目的 

着水井 取水ポンプの吐出圧力変化を抑え、その後の処理プロセスに水理的変動を与えず、最適に運転出

来るようする。 

混和プロセス 

（急速攪拌） 

原水に凝集剤を注入し、出来るだけ短い時間に大きい攪拌エネルギーを与え原水と凝集剤を混和

し微細なフロックを形成させる。 

跳水方式を採用する。凝集剤を注入した原水が傾斜水路を流れ落ちた部分で跳水を発生し混和す

る重力式攪拌方式である。この方式は他方式（機械式撹拌機等）に比べて次の利点がある。 

 独立した混和池は不要。 

 短い時間で確実な混和が行える。 

 撹拌機等の機器を使用しない為、建設費・維持管理費が不要。 

 保守管理が全く不要で、保守管理での長期混和池停止がない。 

沈殿プロセス スラッジ・ブランケット型高速凝集沈殿池とする。 

凝集した原水を沈殿池下部に流入させ浮遊しているスラリーの中を上方向に通過する際に除濁

される。 

傾斜管を併用することにより濁質の流出を抑え、後続のろ過プロセスにかかる負担を軽減させ

る。 

浄水場建設敷地に制限があるので、面積負荷を大きくとる事が出来る本方式を採用する。要請書

においても、敷地制限を満足するために本方式を要請している。 

ろ過プロセス 沈殿プロセスで処理出来なかった微細フロックを持つ沈殿水をろ過プロセスで処理する。 

比較的有効径の大きなろ材（砂）を用い、ろ材全体で微細フロックを捕捉し空気と水でろ材の洗

浄を行う方式と比較的有効径の小さなろ材（砂）を用い、ろ材表層で微細フロックを捕捉し水の

みでろ材の洗浄を行う方式がある。カンボジア国のほとんどの浄水場が前者の方式を採用し、多

くの運転実績がある為。比較的有効径の大きなろ材（砂）を用い、ろ材全体で微細フロックを捕

捉し空気と水でろ材の洗浄を行う方式とする。 
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処理プロセス 処理目的 

配水池 ろ過水に後塩素を注入し、出来上がった浄水を貯える施設であると同時に浄水量と配水量の不均

衡を調節緩和する。 

排水処理 

プロセス 

沈殿スラッジとろ過洗浄水は、既設の排水ピットに排水して、以降の処理・処分は PPWSA の責

任で行う。 

薬品注入 

プロセス 

1. 凝集剤注入設備 

粉末 PAC を使用し、新設の溶解設備により溶解された PAC 溶液を移送して貯槽に貯蔵する。注

入ポンプにより注入する。注入量は最大濁度: 1000 NTU 時に対応する事とする。 

2. 塩素剤注入設備 

塩素は、塩を電気分解し生成次亜塩素酸ナトリウムとする。新設の設備で生成した次亜塩素酸ナ

トリウムを貯蔵し注入ポンプにより注入する。 

塩素注入設備は、注入量は通常の注入処理（前塩素、中塩素、後塩素）に加えアンモニア態窒素

を処理できる施設と容量を確保する。 

3. アルカリ剤注入設備 

アルカリ剤として粉末消石灰が入手可能である。原水水質より判断すると、pH が比較的高くかつ

PAC を凝集剤と使用するため、アルカリ剤の注入設備を建設する必要はない。既設に溶解・注入

設備は有るが長期間使用していない。 

出典：調査団 

3-2-2-4-4 概略設計計画 

 

出典：調査団 

図 3-2.8 コンパラター施設の概略設計における平面配置図（案） 

New Service Reservoir 6,000 m3 

& Pump Station 

New Rapid Mixing Well and  

High-Rate Sedimentation 45,000 m
3
/day 

New Filter 

45,000 m
3
/day 



カンボジア国プンプレック上水道拡張計画準備調査 

準備調査報告書（先行公開版） 

3-17 

 
 

出典：調査団 

図 3-2.9 コンパラター施設の概略設計における着水井・混和池 

 
出典：調査団 

図 3-2.10 コンパラター施設の概略設計における沈殿池 
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出典：調査団 

図 3-2.11 コンパラター施設の概略設計における急速ろ過池 

 送配水施設計画 

3-2-2-5-1 配水計画 

コンパラター施設の概略設計として、給水地域がほぼ平坦であることと配水エネルギーの経済性

を考慮して、ポンプ直配水システムを採用する。ポンプ直配水システムは、配水ポンプの吐出圧力を

一定に保つこととし、配水圧力はポンプ台数（回転数制御含む）で制御を行う。 

3-2-2-5-2 配水量時間変動及び配水池容量 

拡張改修に利用可能なスペースと過去のプンプレック浄水場の配水流量記録を考慮し、配水池容

量の検討を行った結果を図 3-2.12 に示す。 

ただし、時間変動は 2020 年のプンプレック浄水場の配水流量記録から最も条件の悪いケースの時

間変動を考慮して検討を行った。 

計画一日最大配水量は 195,000 m3/日であり、時間平均配水量は 8,125 m3／時である。配水量の時間

変動に必要な配水池容量は、時間平均配水量を超えた面積部（図 3-2.12 の網掛け部）の 36,781 m3と

なり、新設分の配水池必要容量は既存の配水池容量 25,000 m3を差引き 11,781 m3（≒12,000 m3）とな

る。 
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2020 年毎日の配水トレンドを用いて面積法により新設配水池容量を算出した結果を図 3-2.13 に示

す。上記の容量（12,000 m3）に加えて、要請書記載の容量（6,000 m3）、既存施設の滞留時間 4.0 時間

と同等となる配水池容量（7,500 m3）も示す。 

2020 年 3 月と 6 月において特異的な時間変動を記録している数日を除けば、配水池容量 6,000 m3

または 7,500 m3 でも必要容量を上回る結果となる。コンパラター施設の概略設計としては、PPWSA

と協議し決定した、配水池容量 6,000 m3を採用する。配水池・配水ポンプ室概略図を図 3-2.14 に示

す。 

 

出典：調査団 

図 3-2.12 配水量時間変動（2020 年 3 月 2 日） 

 

 

 
出典：調査団 

図 3-2.13 2020 年毎日の配水トレンドを用いて算出した新設配水池必要容量 



カンボジア国プンプレック上水道拡張計画準備調査 

準備調査報告書（先行公開版） 

3-20 

 
出典：調査団 

図 3-2.14 コンパラター施設の概略設計における配水池・配水ポンプ室 

 

3-2-2-5-3 配水ポンプ計画 

配水ポンプは 3 台要請されている。既存のポンプを更新すると、流量が更に多くなるのでポンプ井

の容量不足が深刻化する。その解決策として、今回導入する以下の仕様のポンプ用に新たに配水ポン

プ室を設ける。取り換えて撤去する予定であった 1995 年製のポンプは撤去せずに予備とする方針と

する。 

表 3-2.8 新設配水ポンプ仕様一覧 

名称 No.8D No.9D No.10D 

容量（m3/min） 29 29 29 

揚程（m） 42 42 42 

動力（kW） 280 280 280 

制御 (VFD) (VFD) (VFD) 

出典：調査団 

 機械設備計画 

コンパラター施設の概略設計として、機械設備は、基本的に高効率で長寿命、故障の少なく、且つ

初期投資額並びに維持管理費が安価なものとする。コンパラター施設の主要機械設備を表 3-2.9 に示

す。 
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表 3-2.9 主要機械設備 

機械設備名 設置個所 

１．取水ポンプ設備 

- 取水ポンプ 

- 浮き台船 

- 鋼製桟橋 

- オイルフェンス及び細目スクリーン 

- ポンプ廻り配管（弁類含む） 

取水ポンプ場 

２．沈殿池汚泥引き抜き配管（自動弁類含む）設備 沈殿池 

３．凝集剤注入配管・塩素剤注入配管 混和池・ろ過池 

４．薬品生成・溶解・注入設備 

- 次亜塩素酸ナトリウム生成装置 

- 薬品貯槽 

- 薬品注入ポンプ 

ろ過池薬品注入室 

５．ろ過池設備 

- 流入弁及び流出、洗浄配管（自動弁含む）設備 

- 逆洗ポンプ 

- 空気洗浄用ブロアー 

ろ過池 

６．配水ポンプ設備 

- 配水ポンプ 

- 配水ポンプ流入・吐出配管（弁類含む） 

- 機器搬入用クレーン 

配水ポンプ場 

出典：調査団 

 

 電気設備計画 

3-2-2-7-1 受変電計画 

(1) 取水場 

受変電設備は、取水場の規模から、カンボジア電力公社（以下、EDC）の配電線より 22 kV、2 回

線受電を行う。受電された 22 kV は、取水場内 Substation 設置予定の変圧器により降圧して、各盤に

配電を行う。EDC により Substation を建設するものとする。ただし、EDC 指定仕様の変圧器を購入

して、コントラクターにより設置しても良い。受電に関する手続きについてはカンボジア国側の負担

とする。 
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図 3-2.15 コンパラター施設の概略設計における取水場単線系統図 

出典：調査団 

(2) 浄水場 

コンパラター施設の電気系統は受変電から機器末端まで、既設浄水施設と分離するものとする。取

水場と同様に EDC の配電線より 22 kV、2 回線受電を行う。受電された 22 kV は、コンパラター施設

の Substation 設置予定の変圧器により降圧して、各盤に配電を行う。EDC により Substation を建設す

るものとする。ただし、EDC 指定仕様の変圧器を購入して、コントラクターにより設置しても良い。

受電点から変圧器までの電柱及び配管配線の工事、受電に関する手続きについてはカンボジア国側

の負担とする。 
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図 3-2.16 コンパラター施設の概略設計における浄水場単線系統図 

出典：調査団 

3-2-2-7-2 停電時対策 

プンプレック浄水場は、別々の変電所からの 2 回線受電を行っている。停電において、運転が停止

することが無いように運用している。なお、停電の頻度は以下である。 

表 3-2.10 プンプレック浄水場の停電頻度 

 

出典：EDC 提供資料を基に調査団作成 

取水場においても停電時対策として、2 回線受電とする。理由としては、自家発電設備と 2 回線受

停電時間（プンプレック浄水場）

年 回数 合計時間

2015 9 4時31分

2016 2 0時21分

2017 9 3時26分

2018 - -

2019 9 5時57分

2020 11 15時10分
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電設備の工事費を比較すると自家発電設備の方が高価となる。また、敷地に制約があり、2 回線受電

設備の方が省スペースで設置が可能である。尚、2017 年に完成したニロート浄水場でも常用と予備

の 2 回線を受電する方式を採用しているし、タクマウ浄水場でも 2 回線受電を計画している。 

3-2-2-7-3 電気料金 

電気料金を表 3-2.11 に示す。PPWSA は、0.137 USD/kWh 支払っている。2020 年 3 月に料金が下

がる改訂がなされた。 

表 3-2.11 電気料金 

No. Condition Unit Tariff 

1 From HV Substation: 

- Option to pay by average rate 

- Option to pay by time frame and power 
  1. Rate of Power consumption 

  2. Rate of Energy consumption during many loads (7:00 AM to 9:00 PM) 

3. Rate of Energy consumption during less loads (9:00 PM to 7:00 AM) 
- Customers with own solar energy 

  1. Rate of Power consumption 

  2. Rate of Energy consumption (24h) 

 

$/kWh 

 
$/kW/month 

$/kWh 

 
$/kWh 

$/kW/month 

$/kWh 

 

0.1170 

 
2.90 

0.1150 

 
0.0940 

2.90 

0.1150 

2 From MV Substation in Phnom Penh and Ta Khmao: 

- Option to pay by average rate 

- Option to pay by time frame and power 

  1. Rate of Power consumption 
  2. Rate of Energy consumption during many loads (7:00 AM to 9:00 PM) 

 3. Rate of Energy consumption during less loads (9:00 PM to 7:00 AM) 

- Customers with own solar energy 
  1. Rate of Power consumption 

  2. Rate of Energy consumption (24h)  

 
$/kWh 

 

$/kW/month 
 

$/kWh 

 
$/kWh 

 

$/kW/month 
$/kWh 

 
0.1320 

 

4.40 
 

0.1310 

 
0.0960 

 

4.40 
0.1310 

3 From MV Substation outside of Phnom Penh and Ta Khmao: 

- Option to pay by average rate 
- Option to pay by time frame and power 

  1. Rate of Power consumption 

  2. Rate of Energy consumption during many loads (7:00 AM to 9:00 PM) 
 3. Rate of Energy consumption during less loads (9:00 PM to 7:00 AM) 

- Customers with own solar energy 

  1. Rate of Power consumption 
  2. Rate of Energy consumption (24h)  

 

$/kWh 
 

$/kW/month 

 
$/kWh 

 

$/kWh 
 

$/kW/month 

$/kWh 

 

0.1210 
 

3.20 

 
0.1190 

 

0.0960 
 

3.20 

0.1190 

4 Industrial and Agricultural Customers from MV line: 

- Option to pay by average rate 

- Option to pay by time frame and power 

  1. Rate of Power consumption 

  2. Rate of Energy consumption during many loads (7:00 AM to 9:00 PM) 

 3. Rate of Energy consumption during less loads (9:00 PM to 7:00 AM) 
- Customers with own solar energy 

  1. Rate of Power consumption 

  2. Rate of Energy consumption (24h)  

 

$/kWh 

 

$/kW/month 

$/kWh 

$/kWh 
 

$/kW/month 

$/kWh 

 

0.1370 

 

5.00 

0.1300 

0.1100 
 

5.00 

0.1300 

5 Commercial, Administration and other Customers from MV line: 

- Option to pay by average rate 

- Option to pay by time frame and power 

  1. Rate of Power consumption 
  2. Rate of Energy consumption during many loads (7:00 AM to 9:00 PM) 

 3. Rate of Energy consumption during less loads (9:00 PM to 7:00 AM) 

- Customers with own solar energy 
  1. Rate of Power consumption 

  2. Rate of Energy consumption (24h)  

 
$/kWh 

 

$/kW/month 
 

$/kWh 

 
$/kWh 

 

$/kW/month 
$/kWh 

 
0.1580 

 

5.80 
 

0.1500 

 
0.1240 

 

5.80 
0.1500 

6 Industrial and Agricultural Customers from Distribution Transformer through LV meter: 

A) Own transformer investment 

- Option to pay by average rate 

- Option to pay by time frame and power 

  1. Rate of Power consumption 

 

 
$/kWh 

 

$/kW/month 

 

 
0.14248 

 

5.00 
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No. Condition Unit Tariff 

  2. Rate of Energy consumption during many loads (7:00 AM to 9:00 PM) 

 3. Rate of Energy consumption during less loads (9:00 PM to 7:00 AM) 

- Customers with own solar energy 
  1. Rate of Power consumption 

  2. Rate of Energy consumption (24h)  

B) Transformer by supplier 

- Option to pay by average rate 

- Option to pay by time frame and power 

  1. Rate of Power consumption 
  2. Rate of Energy consumption during many loads (7:00 AM to 9:00 PM) 

 3. Rate of Energy consumption during less loads (9:00 PM to 7:00 AM) 

- Customers with own solar energy 
  1. Rate of Power consumption 

  2. Rate of Energy consumption (24h)  

 

$/kWh 

 
$/kWh 

 

$/kW/month 
$/kWh 

$/kWh 

$/kW/month 
$/kWh 

$/kWh 

 
$/kW/month 

$/kWh 

 

0.13520 

 
0.11440 

 

5.00 
0.1352 

0.15048 

5.00 
0.14320 

0.12240 

 
5.00 

0.1432 

7 Commercial, Administration and other Customers from Distribution Transformer through 

LV meter: 

7.1) Own transformer investment 

- Option to pay by average rate 

- Option to pay by time frame and power 
  1. Rate of Power consumption 

  2. Rate of Energy consumption during many loads (7:00 AM to 9:00 PM) 

 3. Rate of Energy consumption during less loads (9:00 PM to 7:00 AM) 
- Customers with own solar energy 

  1. Rate of Power consumption 
  2. Rate of Energy consumption (24h)  

7.2) Transformer by supplier 

- Option to pay by average rate 
- Option to pay by time frame and power 

  1. Rate of Power consumption 

  2. Rate of Energy consumption during many loads (7:00 AM to 9:00 PM) 
 3. Rate of Energy consumption during less loads (9:00 PM to 7:00 AM) 

- Customers with own solar energy 

  1. Rate of Power consumption 
  2. Rate of Energy consumption (24h)  

 

 
$/kWh 

 

$/kW/month 
 

$/kWh 

 
$/kWh 

 
$/kW/month 

 

$/kWh 
 

$/kWh 

$/kW/month 
$/kWh 

$/kWh 

$/kW/month 
$/kWh 

 

 
0.16432 

 

5.80 
 

0.15600 

 
0.12896 

 
5.80 

 

0.1560 
 

0.17232 

5.80 
0.16400 

0.13696 

5.80 
0.1640 

8 Customers from LV distribution line 

8.1 Domestic from LV distribution line 

- 1 ~ 10 kWh/month 
- 11 ~ 50 kWh/month 

- 51 ~ 200 kWh/month 

- Over 200 kWh/month 
8.2 Non-domestic customers 

8.3 Water pumping for agriculture (9:00PM ~ 7:00 AM) 

8.4 Schools, Hospitals, Health Centers at rural area 

 

 

Riels/kWh 
Riels/kWh 

Riels/kWh 

Riels/kWh 
Riels/kWh 

Riels/kWh 

Riels/kWh 

 

 

380 
480 

610 

730 
730 

480 

610 

出典：EDC 

3-2-2-7-4 監視制御装置（SCADA） 

(1) 既存施設の調査結果 

コンパラター施設の概略設計として、機器の操作、状態及び計測項目を一括で監視制御するための

SCADA の導入について検討する。既設監視制御設備のシステム構成を図 3-2.17 に示す。  
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図 3-2.17 浄水場監視制御装置（SCADA）のシステム構成 

出典：調査団 

システム構成としては、現場からの各状態信号（DI）及びアナログ信号をコントロール室リレーパ

ネルおよび GP 監視制御卓に入力し、表示および記録（レコーダー）、監視操作卓では取水ポンプ及

び配水ポンプの運転操作を主に行っている。また、一部信号は GP 監視操作卓を経由して既存の

SCADA（監視記録装置）に伝送されている。主な監視制御する項目を表 3-2.12 に示す。配水管網用

SCADA は、Head Office 及びプンプレック浄水場 Control Room に端末が配置されている。 

表 3-2.12 監視制御項目 

監視制御項目 監 視 制 御 計 装 

機器の運転状況に係る項目    

取水ポンプ 〇 〇  

 取水ポンプ送水流量計 〇   

 急速攪拌池・フロキュレータ・ろ過設備 〇   

 空気洗浄ブロワ・逆洗ポンプ・空気源装置 〇   

 配水ポンプ 〇 〇  

 薬品注入設備 〇   

 サンプリング水ポンプ 〇   

 受変電設備 〇 〇  

 配電設備 〇   

 ポンプ可変速装置（VFD） 〇 〇  

浄水処理に係る項目    

 トンレサップ川水位（na   〇 

 取水流量   〇 

 配水池水位   〇 

 凝集剤注入量   〇 

 配水流量   〇 

 配水圧力   〇 

 薬品貯留タンク液位   〇 

出典：調査団 

 

Recorder 

  

OLC 

GP 監視制御卓 
  

Ry Panel 

IP   
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表 3-2.13 監視制御システム形態比較 

 A 案 LCD 監視制御装置 B 案 GP 監視デスク＋Server 案 C 案 LCD 監視制御装置＋Server 案 

概略構成図 

   

監視・操作性 

・プロセスの全体監視は、LCD 画面画素数制限により困難である。ただ

し、LCD 監視制御装置は多種多様な画面構成が可能であり、複数画面表示

も可能で監視上特に問題とならない。 

・操作は、専用キーボード又はマウス等で行う。SCADA は PC1 台構成

だと故障時に全く監視できなくなるため二重化する。 

・バッケーン浄水場への情報伝送は PLC により SCADA を経由せず直接

伝送する。情報の伝送遅れは最小となるが、伝送路の支障時にはデータは

欠損となる。 

・GP を使った全体監視が容易である。データの記録装置をほとんど持た

ないため、Server によるロギングを行うとともに、バッケーン浄水場

SCADA への情報伝送機能を実現する。 

・GP 監視制御卓は全体が停止することはほとんど考えられないため、二

重化は不要である。Server 装置は故障時の浄水場運転への影響はないため

シングル構成とする。 

・バッケーン浄水場へのデータ伝送は Server を経由して行うため、伝送

路の支障時にもデータ欠損は避けられるが、構成上データ伝送の時間遅れ

は発生する。 

・プロセスの全体監視は、LCD 画面画素数制限により困難である。ただ

し、LCD 監視制御装置は多種多様な画面構成が可能であり、複数画面表示

も可能で監視上特に問題とならない。 

・操作は、専用キーボード又はマウス等で行う。SCADA は PC1 台構成

だと故障時に全く監視できなくなるため二重化する。 

・バッケーン浄水場への情報伝送と情報表示は専用の Server を設置して

機能を分離する。伝送路の支障時にもデータの欠損は避けられが、構成上

データ伝送の時間遅れは発生する。 

保 守 性 

・LCD 監視制御装置を複数台設置することにより、一方の LCD 監視制

御装置保守時においても他方の LCD 監視制御装置より詳細監視操作が可

能である。 

・GP の保守はディスクリート構成のため比較的容易である。 

・Server はシングル構成のため保守時にはデータ欠損となる・ 

・LCD 監視制御装置を複数台設置することにより、一方の LCD 監視制

御装置保守時においても他方の LCD 監視制御装置より詳細監視操作が可

能である。 

配置スペース 
・既存 GP の撤去場所に SCADA を配置可能である ・既存 GP を拡張する必要がある。また Server の配置スペースが必要と

なり、既存のコントロール室では配置が困難である 

・既存 GP の撤去場所に SCADA および Server を配置可能である 

拡 張 性 
・LCD 監視制御装置の機能増設時は、ソフトウェアのみ増設でよい。 ・Server の機能増設時は、ソフトウェアのみ増設でよい。・GP は表示ス

ペースの余地がある場合のみ改造可能である 

・LCD 監視制御装置および Server の機能増設時は、ソフトウェアのみ増

設でよい。 

安全性 

・LCD 監視制御装置を複数台設置することにより、一方の LCD 監視制

御装置異常においても他方の LCD より監視操作が継続できるため、運転障

害にはならない。 

・GP による監視制御操作は、全体同時故障は考えにくいため運転の障害

が発生しても一部のみに限定される。 

・LCD 監視制御装置を複数台設置することにより、一方の LCD 監視制

御装置異常においても他方の LCD より監視操作が継続できるため、運転障

害にはならない。 

経済性 安 価 高 価 やや高価 

評 価 ◎ △ ○ 

出典：調査団 
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(2) 監視制御装置の検討  

1) 監視制御システムの形態 

各種システム形態の比較の結果、今回の更新にあたり LCD 監視制御装置案を採用する。既存の

監視制御デスクについてはすでに更新時期を迎えており、これを別途工事で更新する場合も本案

と同じ LCD 監視制御装置として更新されると考えられるが、既存の監視制御機能を今回の装置に

取り込んで、1 体として更新することが最も安価で合理的であることから、本整備において既設

機能と新設監視制御機能を統合した監視制御装置として設置するものとする。なお本設備機器は

既存の中央監視室に再配置可能であることから、既設監視室を再利用するものとする。 

2) LCD 監視制御装置台数 

LCD 監視制御では、多彩な表示が可能であるが、画面サイズに限りがあるため関連する表示が

全て表示できない。本施設は、浄水場として 3 系統あり、また場外に取水ポンプ場があり監視す

る項目も非常に多くなる。よって LCD 監視制御装置は、故障対策・操作性・監視員の人数等を考

慮して複数台設置するものとする。LCD 監視制御装置は、同一機能を有した装置であるが、常時

の監視体制は下記設備ごとの監視操作とし装置台数を最低限 2 台設置することとする。非常時等

の情報共有のため、監視操作画面を同時表示する大画面モニターを監視制御装置毎に 1 台設置し、

表示情報を共有する。 

表 3-2.14 監視制御装置配置計画 

設置場所 用  途 台数 備  考 

 全施設監視操作 1 台 新設 

管理棟 3 階中央操作室 全施設監視操作 1 台 新設 

 配水管網監視 1 台 既設 SCADA 

事務所棟 配水管網監視 1 式 既設 SCADA 

合  計 4 台  

出典：調査団 
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図 3-2.18 中央監視室配置案（SCADA 設備） 

出典：調査団 

 

図 3-2.19 浄水場監視制御装置（SCADA）の配置案 

出典：調査団 
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3) LCD 監視制御装置機能 

LCD 監視制御装置のハードウェアでは、24 時間連続運転が可能であり、OA パソコンに比べ信

頼性に優れる FA パソコンとする。また、機器の操作方法はタッチスクリーン方式とマウス及びキ

ーボード方式が考えられるが、下記理由よりマウス及びキーボード方式によるものとする。 

タッチスクリーンは、モニターの交換に際してもシステムを停止する必要がある。これに対し

て、マウスによる方式では汎用モニター価格も安価であり、USB 接続によればマウス交換もシス

テムの停止なしに容易に行うことが出来るようになる。よって、LCD 監視制御装置での操作方式

は、マウス・キーボードによるものとする。大画面表示装置を監視制御装置毎に設け、監視画面

を多人数で共有可能とする。 

4) ＬＡＮの検討 

現在、最も一般的な伝送路は Ethernet であり、IEEE802.3 により標準化され、各メーカも汎用性

が高く、オープン化を図る目的で伝送路に Ethernet を採用するメーカがほとんどである。今回、

伝送路には汎用性・オープン化という観点から Ethernet を採用するものとする。 

5) 監視制御項目 

主な監視制御する項目を表 3-2.12 に示す。新設する水処理設備の運転操作方法は、既存の水処理

設備の運転操作方法に準じたものとするが、配水ポンプについては今回 3 台の可変速ポンプを新

設することからポンプ運転パターンを見直し、運転パターンの集約と半自動化を導入する。 

3-2-2-7-5 設備計画 

電気設備は、基本的に高効率、長寿命で故障が少なく、且つ初期投資額並びに維持管理費が安

価なものとする。コンパラター施設の主要電気設備を表 3-2.15 に示す。 

表 3-2.15 主要電気設備 

電気設備名 設置個所 

1.受変電設備 

- 変圧器（常用回線） 

- 変圧器（予備回線） 

- 配電盤 

 

屋外 

屋外 

屋内 

2.運転操作設備 

- モーターコントロールセンタ（VFD 盤含む） 

- 補助継電器盤 

- 現場操作盤 

 

電気室 

電気室 

各電力駆動機械の現場 

3.計測設備 

- 流量計 

- 水位計 

 

各計測場所 

各計測場所 

4.監視制御設備 

- 監視制御装置（SCADA） 

- PLC 盤 

 

監視室 

監視室 

出典：調査団 
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3-2-3 コンパラター施設の概略設計図 

本準備調査で作成したコンパラター施設の図面のリストを表 3-2.16 に示す。コンパラター施設

の概略設計図を資料に示す。 

表 3-2.16 概要設計図面リスト 

DRAWING No. DESCRIPTION 

PPWTP-001  Hydraulic Profile 

PPWTP-010  Block Flow Diagram 

PPWTP-111  3rd Stage Intake Facility 

PPWTP-201  Raw Water Pipe 

PPWTP-301  Water Treatment Facility Layout 

PPWTP-311  Receiving Well & Mixing Channel 

PPWTP-321  Clarifier 

PPWTP-331  Rapid Sand Filter 

PPWTP-341  No.4 Clear Water Reservoir & Distribution Pumping Station 

出典：調査団 

3-2-4 施工計画／調達計画 

 施工方針／調達方針 

3-2-4-1-1 事業実施体制 

本プロジェクトは、事業権無償（図 2-1.1）に基づいて実施され、プロジェクトの実施決定後、

カンボジア政府は日本国法人のコンサルタントおよび事業者を選定し、事業を実施する。事業実

施体制は、以下を想定している。D&B 契約、O&M 契約、トレーニング契約及びこれらの 3 契約

を連結させる包括合意書を契約する（図 3-2.20）。 

無償資金を活用した D&B 契約に基づき施設を整備し、その試運転段階で O&M 契約を締結した

事業者がカンボジア国内で設立した特別目的会社 (SPC)と当事者交代契約（Novation Contract）を

締結し、O&M 契約を引き継ぐことを想定している。なお、トレーニング契約は、本邦法人が実施

しても、SPC が実施しても構わないが、事業提案時に提示した考え方に基づいて事前に合意した

金額でのトレーニングの実施を想定している。なお、O&M 契約とトレーニング契約は PPWSA の

原資によって支払われるものである。 
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図 3-2.20 事業実施体制の概念図 

出典：調査団 

3-2-4-1-2 事業実施機関 

本プロジェクトの実施機関及び事業実施機関は共に、プノンペン水道公社（PPWSA）である。 

3-2-4-1-3 コンサルタント 

日本国側が事業権無償を行う取水・導水管接続工事、浄水施設工事、附帯施設工事、送配水施

設工事、及び運営・維持管理契約・トレーニング契約に係る入札補助、設計確認、施工監理、契約

締結支援、及び財務モデル策定を含めた維持管理体制等構築支援は、日本国法人で水道施設の設

計・施工監理及び事業権無償に精通し経験のあるコンサルタントを選定し実施する。 

3-2-4-1-4 工事施工業者 

日本国側が事業権無償を行う設計及び建設工事は、SPC を構成する日本国法人の設計・施工業

者によって行われる。本施設整備の内訳は取水施設、浄水施設、配水施設及び付帯施設である。

よって本件のような都市部における土木工事かつ水密構造物の品質を確保し、且つ水処理プラン

トを設計・建設することができる業者を選定する。 
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3-2-4-1-5 技術者派遣の必要性 

日本法人の設計・施工業者によって設計・施工され、所長、主任施工管理技術者、土木取水施

設施工管理技術者、浄水施設施工管理技術者、機械設備施工管理技術者、電気設備施工管理技術

者、事務管理者を本邦より派遣する必要がある。 

3-2-4-1-6 調達事情調査 

(1) 一般資材 

建設に関連する主要資材のうち、セメントはカンボジア国で生産している。コンクリートプラ

ントはプノンペンに各所に存在している。構造物鋼材及び鉄筋は、ベトナム、タイなどからの輸

入品がプノンペンで入手可能である。本プロジェクトの建設では調達数量、サイズ、規格によっ

てカンボジア国内での調達、ベトナム、タイなどの近隣国からの調達となる。 

(2) 機械電気設備 

機械電気設備は、カンボジア国で制作ができないため、基本的に ASEAN もしくは OECD 諸国

を想定した第三国調達となる。 

(3) カンボジア国内輸送 

日本調達及び第三国調達の機材の海上輸送はシアヌークビル港に陸揚げされる。シアヌークビ

ル港はカンボジア国で最大の商業港であり大規模のコンテナ基地があり、輸送上の問題はない。 

内陸輸送に関して、シアヌークビルからプノンペンへの輸送経路は、国道 4 号を経由して陸路

でプノンペンに運搬され、その国道 4 号の道路状況は良好である。ベトナム調達の場合、陸上輸

送は主にベトナムから 1 号線を経由してプノンペンまで運搬される。1 号線の道路状況も良好で

特に問題は無い。 

 施工上／調達上の留意事項 

各施設の設計及び建設工事における留意事項は下記の通りである。 

 カンボジア側、設計・施工業者、コンサルタント間の連携強化を図り、定期的な工程会議

等、組織間の情報共有手段を明確にする。 

 コンサルタントは、設計施工監理技術者を１名配置し、事業関係者との日々の情報共有を

図るとともに、設計・施工監理業務に支障がないように留意する。 

 建設業者は、コンサルタントと同様に、現場代理人１名と主任技術者並びに、設計・施工

に必要な技術者を配置し、責任を持って事業を実施する体制を整える。 

 コンサルタント及び設計・施工業者の事務所は、事業実施に適切な場所に配置する。 

 取水施設工事は河川水位に大きく依存しており、水位が低下する 12 月から 6 月の間に工事

を実施する事が望ましい。水位が上昇する 7 月から 11 月は、基本的に河川内での作業は行



カンボジア国プンプレック上水道拡張計画準備調査 

準備調査報告書（先行公開版） 

3-34 

わない。 

 工事期間中も住民は給水を受けているため、工事にあたっては断水にならないように配慮

する。もし、どうしても断水して工事をしなければならない場合は、断水期間や場合によ

っては給水が濁ることについて、事前に住民への広報を行い、理解協力を得る。 

 建設工事の着工前にプロジェクトサイトの不発弾等の探査について、カンボジア関係者と

協議し、不発弾等確認調査等が未完了で、埋設の可能性のある部分についてはカンボジア

側が責任をもって探査・除去を実施する。また、建設時の安全対策を講じる。 

 

 施工区分／調達・据付区分 

施設建設工事は、日本側が実施する。なお、カンボジア側の負担事業については、「3.相手国側

分担事業の概要」にて詳細を述べる。 

 施工監理計画／調達監理計画 

(1) 入札関連業務 

入札関連業務では、入札図書の作成段階で並行して事前審査を行い、入札図書作成が終了し、

PPWSA による承認後は直ちに入札公示及び入札図書配布を行う。 

コンサルタントによる入札関連業務は、主に次のような業務を実施する。 

 入札手順、入札評価方法・項目・評点設定の検討 

 入札図書作成（D&B 契約書案の本邦弁護士事務所レビュー、O&M 契約書案の現地弁護士

事務所レビューを含む） 

 現地調査 

 P/Q 公示、P/Q 審査、図渡し 

 入札期間中の質問対応取りまとめ及び同意取り付け 

 入札評価 

 入札評価結果協議 

 契約交渉 

 JICA・先方関連機関への説明・協議 

 先方政府関係機関からの承認取り付け 

 入札評価結果報告書作成 

 

これらの全ての入札図書完成後に、PPWSA の承認を得る。 

入札関連業務のフローを図 3-2.21 に示す。コンサルタントは、カンボジア側の代理人として入

札関連業務を補佐する。入札公示から業者契約まで 10 ヶ月を見込む。 
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図 3-2.21 入札関連業務の流れ 

出典：調査団 

(2) 設計確認計画 

コンサルタントによる設計確認では、主に次のような業務を実施する。 

 基本・詳細設計の設計確認及び PPWSA への説明・協議 

 基本・詳細設計の提案内容・確認結果に関する協議・承認取付け 

 

(3) 施工・調達監理 

コンサルタントによる施工・調達監理では、主に次のような業務を実施する。 

 建設工事に係る書類・材料・機材・図面・施工スケジュール、施工方法、施工手順、安全対

策、品質確保、環境社会影響対策等の確認 

 建設工事現場における安全監理及び環境社会影響対策監理 

 工事品質管理会議事務局 

 検査記録、工事記録等確認 

 試運転の立会い、助言・指導 

 JICA への報告 

 瑕疵検査の実施 
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本プロジェクトには､取水・導水施設工事、浄水施設工事、送配水施設工事及び附帯施設工事が

含まれており、土木・機械・電気の各種工事を伴う一連の浄水施設の工事となっている。施工期

間中、相互に関連したこれらの工事について一貫した設計確認・施工監理を行うため、工事着工

から試運転・竣工まで各種分野の工事内容に対応するための技術者を短期的に派遣する。 

(4) 維持管理体制構築支援 

設計・施工業者による設計・施工業務の内容により、維持管理内容や維持管理方法が異なるも

のになるため、O&M 契約の詳細について、作成、修正・変更が必要である。また、維持管理をモ

ニタリングするための体制構築を支援する必要がある。 

コンサルタントによる維持管理体制構築支援では、主に次のような業務を実施する。 

 運営維持管理契約の締結及び受注者による当該業務への円滑な移行の支援 

 維持管理における O&M モニタリング体制構築支援 

 詳細設計前のモニタリング概要および緊急時対応計画対象項目の確認 

 詳細設計内容に基づいたモニタリング指標の検討及び、PPWSA との協議 

 途中段階でのモニタリングの指標及びその確認の方法・頻度の決定についての進捗確認 

 引渡し前の配員計画、SPC 事業計画、および収益目標の確認 

 SPC に求める最低資本金の検討と、PPWSA との協議による決定 

 モニタリングフロー、業務報告フロー、不具合発生時の対応方法、緊急時対応計画の確認

等 

 業務運営マニュアルの内容確認および策定支援等 

 その他の項目についての PPWSA との協議 

 O&M 契約の詳細条件等に係る契約変更等 

 O&M 完了後引き渡し条件検討・修正・変更 

 O&M 契約変更・修正等に係る法的妥当性確認 

 

 品質管理計画 

SPC は、品質管理計画を作成する。品質管理計画は、管理項目、内容、方法、適用規格等につ

いて、設計図書や仕様書と照らし合わせ実施することなる。原則として、品質規格は JIS あるいは

ISO もしくは同等の国際規格を適用することを前提とする。 

 資機材等調達計画 

3-2-4-6-1 資機材等調達先の選定 

本プロジェクトに必要な資機材の調達は、原則として現地調達もしくは日本調達とするが、第

三国調達の可能性についても検討を行い、資機材調達先に関しては、以下の事項を考慮して決定

する。 
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 資機材の品質が要求事項を満たすものであること 

 品質や供給量に関してカンボジア市場での可能性があること 

 スペアパーツ供給を考慮した修理・保守の容易性をもつこと 

 価格の妥当性 

 アフターケアの確約 

 

工事用資機材の調達については、原則、現地調達または本邦調達とするが、現地調達または本

邦調達が困難な場合は、第三国調達も可能とする。 

主要資機材調達先区分表を表 3-2.17 に示す。 

表 3-2.17 主要資機材調達先区分表 

資 機 材 名 
調  達  先 

備考 
現地 日本 第三国 

1. 工事材料     

生コン、砂、砂利、セメント、鉄筋 〇    

型枠合板、木材 〇    

H 形鋼等鋼材 〇    

塗料類、潤滑油、燃料 〇    

足場材、支保工材等 〇    

2. 機械設備     

取水ポンプ・配水ポンプ   〇  

その他ポンプ   〇 

第三国は ASEAN（タイやベトナム）、
OECD 国を想定 

 

天井クレーン   〇 

水処理機器   〇 

薬品注入設備   〇 

換気ファン   〇 

配管材料、バルブ類   〇 

3.電気設備    

変圧器   〇 

受電盤   〇 

配電盤   〇 

コントロールセンタ（VFD を含む）   〇 

補助継電器盤   〇 

現場操作盤   〇 

流量計   〇 

水位計   〇 

監視制御設備   〇 

ＰＬＣ盤   〇 

分電盤   〇 

照明器具、配線器具   〇 

電線管、ケーブル、その他配線材料   〇 

出典：調査団 

3-2-4-6-2 建設機械調達先の選定 

カンボジア国内の建設業者等が多数保有しており、リースが可能であり、現地調達とする。 
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 初期操作指導・運用指導等計画 

本案件にて新設される浄水場は、建設後引き続き SPC が雇用する人員により維持管理が行われ

る。SPC 自身が設計・施工する施設であり、基本的には SPC 自身で維持管理指標や維持管理方法

等をまとめた維持管理マニュアルを整備し、職員の技術指導並びに能力開発も自らが行うことに

なるが、コンサルタントは維持管理マニュアルの整備や試運転並びにトレーニングに係る助言を

行う。 

 ソフトコンポーネント計画 

本プロジェクトにおいてソフトコンポーネントは含まれない。 

 実施工程 

本プロジェクトの実施工程は、工事内容・工期の関係から、複数年度案件として実施計画を策

定した。最初の年度に入札を行い、翌年度から工事（設計・調達・施工・維持管理準備）を実施す

るものとする。工期は、入札期間が 10 ヶ月（図 3-2.22）、設計・調達・施工が 39 ヶ月（図 3-2.23）

である。 

 

図 3-2.22 入札関連業務のスケジュール 

出典：調査団 

期間
作業項目

▲

▲

▲

1 2 3 4 5 6 7 1110

E/N

G/A

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ契約・認証

8 9

契約・認証

Ｐ/Ｑ図書作成

Ｐ/Ｑ図書承認・合意

Ｐ/Ｑ公示

入札書配布

ＰＱ応募

ＰＱ審査・報告・評議

入札結果報告・評議

入札図書作成

入札図書承認・合意

入札公示

応札

開札（技術）

技術評価結果説明

開札（金額）
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図 3-2.23 実施工程計画（設計・調達・施工） 

特記：実施工程計画（設計・調達・施工）は、コンパラター施設の想定であり、入札時において、事業者により提

案された実施工程計画を評価する。 

出典：調査団 

カンボジア国の首都プノンペンの気候は熱帯モンスーンであり、5 月から 10 月が雨期、11 月か

ら 4 月が乾期である。 

トンレサップ川は、年間の水位変動が大きく、取水施設の建設は、河川流量、水位によって大

きく影響を受けるので、11 月から 4 月の乾期に主要工事を行うことが必要である。 

 

3-2-5 安全計画 

カンボジアは日本国外務省危険情報レベル 1 に位置付けられており、プノンペン周辺では治安の

懸念は少ない。しかし、盗難等を含む軽犯罪は多く発生しており、工事期間中および据え付けら

れた機材等については常に盗難対策を施すことに留意する必要がある。 

また、施工の安全対策について、請負事業者は「ODA 建設工事等安全管理ガイダンス」および

現地の工事安全および労働安全衛生に関する法律基準を順守し、必要な安全対策を取る必要があ

る。 

労働者の疾病や事故を防ぐため、請負事業者はカンボジア国内法や国際基準（OHSAS）に基づ

き労働安全計画を策定し、建設労働者に対して、労働安全に関するトレーニングを実施すると共

にマスクや手袋など防護用具を必ず配布するようにする必要がある。 

 

なお、本事業では取水施設の築造を行うことから、工事境界における仮囲い、労働者の教育、重

機の管理、高所作業における安全具の整備とその使い方の指導などは特に重点的に配慮する必要

がある。また、特に、過去の無償資金協力における事故事例や（転落事故・人身事故等）の状況

も事前に調査し、週例会議・月例会議および品質管理会議で重要な議題として取り扱い、充分な

配慮を行う。 

 

期間

作業項目
1 2 3 4 5 6 7 8 9 20 2110 11 12 13

業務準備・測量等

37 38 39

基本設計・詳細設計

土木施設建設

34 35 3628 29 30 31 3214 15

準備工・仮設工

機械電気設備工事

試運転

3322 23 24 25 26 2716 17 18 19
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3-3 契約形態／入札 

3-3-1 契約形態 

 概要 

本プロジェクトは、事業・運営権対応型無償資金協力の適用を前提として、無償資金の対象とな

る設計施工契約（D&B 契約）と、PPWSA の予算で実施される運営期間における運営・維持管理

契約（O&M 契約）及びトレーニング契約、及び上記 3 契約の一体性を規定する包括合意書を、総

合評価落札方式による競争入札によって単一の事業者（単独企業或いは共同事業体）に発注する

ことを想定する。 

(1) 設計施工契約（D&B 契約）： 

無償資金を原資とする施設の設計施工と施設の引き渡しを行う業務を設計施工業者と規定する。 

(2) 運営・維持管理契約（O&M 契約）： 

無償資金で整備した施設に対する PPWSA 予算を原資とする運営・維持管理業務を規定する。

運営・維持管理を行う事業主体は、落札時に O&M 契約を締結した事業者がカンボジア国内で設

立した特別目的会社(Special Purpose Company: SPC)が行うものとする。SPC の資本金は 12 億リエ

ル以上とし、入札に参加した日本企業が最低 51%を有することとする。O&M 契約を締結した事業

者と当該 SPC が当事者交代契約（Novation Contract）を締結し、O&M 契約を引き継ぐことを想定

する。SPC の設立は、D&B 契約で整備した施設の試運転実施前とする。 

(3) トレーニング契約： 

PPWSA予算を原資とするPPWSAに対するトレーニングサービスの提供をトレーニングサービ

ス提供業者と規定する 

(4) 包括合意書 

以下の通り契約者、特性および事業期間が異なる上記の 3 契約の一体性を規定する包括合意書

を作成する。 

表 3-3.1 包括合意書で一体性を規定する対象となる契約 

契約名 契約者 特性 事業期間 

D&B 契約 設計施工事業者 日本政府の無償資金
による無償資金事業 

施設の引渡し後 1 年間の瑕疵担保期間を含む
継続的な無償資金の対象期間 

O&M 契約 運営維持管理事
業者 

PPWSA 予算による維
持管理契約 

施設整備の最終段階における試運転前に SPC

に引き継ぎ、施設引き渡し後 10 年間の継続的
な期間 

トレーニング
契約 

トレーニング事
業者 

PPWSA 予算によるト
レーニング契約 

O&M 契約の 10 年間の運営期間中に実施され
るスポット的なサービス実施 

出典：調査団 
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 D&B契約 

D&B 契約書案は、FIDIC Yellow Book 及び JICA の標準契約雛形に準じて作成する。なお、タク

マウ・プロジェクトで活用した結果をフィードバックする。 

 O&M契約 

3-3-1-3-1 概要 

O&M 契約書案は、事業権無償の趣旨を反映して適切な業務分担・支払条件・リスク分担を規定

する。契約条件は現地法に基づいて作成し、現地弁護士事務所によるリーガルチェックを受ける。 

 

3-3-1-3-2 主要契約条件 

O&M 契約書案の主要契約条件の項目及びその内容は、表 3-3.2 の通り。 

 

表 3-3.2 主要契約条件の項目及び内容 

項目 内容 

O&M 期間 施設整備完了から 10 年間とする。PPWSA からの要望がある場合には、協議の上延長も可能

とする。 

浄水の生産 規定の水質基準を満たす浄水の生産・供給は基本的に SPC の責任とする。 

VAT PPWSA から事業者に支払う業務対価については、現地法に基づいて免税となることが想定さ

れているが、税当局の判断により課税となった場合には PPWSA の負担とする。 

水質テスト 原水については事業者の責任で実施する。浄水の水質は PPWSA が検査する。 

施設維持及び

修繕 

O&M 契約期間における修繕及び必要な部品交換等に要する費用は契約額に含み、事業者の

コストと責任で実施する。事業者は要求水準に定められた運営基準に従って施設を運営・維

持管理する。 

施設の引き渡

し条件 

O&M 契約の終了時において、事業者は契約時に定めたパフォーマンス基準に準じた状態で

施設を返還する。また、事業者の運営のために変更した箇所については、PPWSA の要望があ

る場合には原状回復義務を有する。薬剤等の在庫については正味簿価で PPWSA が引き取る

こと権利を有する。 

民間所有の機

材等 

O&M 期間の終了時において、事業者が所有する付随施設、ソフトウェア、または、その他運

営に必要な機材等について、PPWSA は正味簿価で引き取る権利を有する。 

セルフモニタ

リング 

事業者は運営・維持管理業務について、要求水準の規定に基づいて事前に PPWSA と合意し

た方法と頻度でモニタリングを行い、結果を PPWSA に報告する。 

運営データと

財務情報 

事業者は運営に関するデータ及び財務情報を規定のフォーマットで記録・報告し、データを

共有する。PPWSA は施設の返還後に当該データを活用して運営を継続する。 

早期契約解除・

清算事象 

・任意終了（PPWSA からの一方的な終了） 

PPWSA は公益のために契約を早期に終了する権利を有する。ただし、PPWSA は当該業務

のために事業者が調達した機材等、契約の終了によって発生した追加費用、および契約の機

会費用について全額補償する。契約の機会費用は、当初事業計画で合意した利益の残存期間

分とする。 

・PPWSA のデフォルトによる終了 

終了条件は前述した任意終了の場合と同等とする。 

・SPC のデフォルトによる終了 

PPWSA は、事業者の資産等の権利および利益の全てを PPWSA へ譲渡することを要求でき
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項目 内容 

るものとする。資産の価値は、資産の正味簿価から、契約の終了により PPWSA が被った損

害および損失の費用を差し引いたものとする。 

・不可抗力による解除 

予測不可能かつ対応不可能な外部要因であり、プロジェクトに重大な悪影響を及ぼす事象を

不可抗力とし、不可抗力が発生し契約の遂行が困難となった場合、その対応に伴う費用は双

方の負担とする。またその状況が 180 日以上継続した場合、双方は契約を解除することがで

きる。その場合 PPWSA は事業者に対して民間資産を正味簿価で譲渡することを要求できる。 

支払条件 事業者は当月に供給した水量に基づき翌月の 10 日までに請求書を提出する。 PPWSA は請

求書を受領日から 1 か月以内に支払いを行う。支払通貨はカンボジアリエルとする。 

従業員の雇用 O&M 契約の終了時において、PPWSA と事業者は双方合意の下事業者の雇用を PPWSA が引

き継ぐことができる。 

保険の付与 現地法による規定がない限り、事業者は運営期間中において第三者賠償責任保険等を付与す

る責務を負わない。ただし、事業者の判断とコスト負担で当該保険を付与することができる。 

紛争解決 契約上の紛争解決のプロセスは英語によって行われることとし、裁判はシンガポールに所在

する the International Court of Arbitration (ICC) 或いは the Singapore International Arbitration 

Centre (SIAC)にて実施することとする。 

出典：調査団 

3-3-1-3-3 リスク分担 

本プロジェクトにおけるリスク分担は、最もリスクを適切に管理できる主体が当該リスクを負

担することで事業価値を最大化することを基本的な考え方とする。主なリスクと分担は以下の通

りである。 

表 3-3.3 リスク分担表 

リスク PPWSA SPC 内容 

瑕疵・故障リ
スク 

 O 不可抗力を除いて、施設の瑕疵や故障に関するリスクは事業者の負担
とする。 

需要リスク O  PPWSA は最終需要の低迷や配水網のトラブル等により、45,000 ㎥/日
の浄水を受け入れることができなかった場合においても、事業者が
45,000 ㎥/日の浄水を供給可能であれば、当該水量に対する支払いを
補償する（Take or Pay）。 

運営リスク  O 事業者の運営の瑕疵によって水質基準を満たさない水が供給された
場合（機械の故障や薬品の扱いの不備等）、PPWSA の支払い義務は生
じない。さらに、PPWSA の定める飲料水質基準を満たさない浄水を
給水して PPWSA に損害が生じた場合には、事業者には損失の補償義
務が生じる。事業者による保険（賠償責任保険等）は事業者の任意と
する。 

原水供給リス
ク 

O  PPWSA の瑕疵によって原水が供給されなかった場合、事業者は当該
損失を PPWSA に請求できる。 

原水水質リス
ク 

O  長期的に原水の水質が悪化した場合、事業者は追加の浄水コストを
PPWSA に請求することができる。 

電力価格リス
ク 

 O 電力価格の変動は事業者の負担とする。 

電力供給リス
ク 

 O 電力の確保は基本的に事業者の責任とする。停電等事業者の責に帰さ
ない事由により電力が供給されなかった場合、PPWSA は事業者の営
業補償や固定費の負担を含め、当該期間中事業者に対する支払い責任
はない。一方、事業者も浄水の供給責任を免除される。 

薬剤調達リス
ク 

 O 薬剤の調達は事業者の責任とする。 
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リスク PPWSA SPC 内容 

物価上昇リス
ク 

O  物価変動が生じた場合は、支払メカニズム（価格算定式）により自動
的にバルク水単価に反映する。物価変動の基準は、National Bank of 

Cambodia の公表する ECONOMIC AND MONETARY STATISTICS に記
載された Consumer Price Index and Inflation Rate の CPI（All items）を
適用する。 

許認可リスク O  IEIA 及びその他運営に必要な許認可は PPWSA が取得する。 

法令変更リス
ク  (水道セク
ター) 

O  水道セクター特有の法令変更（飲料水の水質規準強化等）によって追
加コストが生じた場合、SPC は PPWSA に対して当該コストを請求で
きる。 

法令変更リス
ク (経済全般) 

 O 国或いは経済全体に影響する法令変更による追加コストについて
SPC は PPWSA に対して当該コストを請求できない。（VAT 率の変更、
法人税率の変更等）。 

不可抗力リス
ク 

O O 予測不可能かつ対応不可能な外部要因であり、プロジェクトに重大な
悪影響を及ぼす事象を不可抗力とし、不可抗力が発生し契約の遂行が
困難となった場合、その対応に伴う費用は双方の負担とする。またそ
の状況が 180 日以上継続した場合、双方は契約を解除することができ
る。民間資産がある場合は、PPWSA は SPC に対して、正味簿価にて
民間資産の受け渡しを要求できる。 

出典：調査団 

3-3-1-3-4 支払メカニズム 

上記の契約条件及びリスク分担を踏まえて、SPC の運営・維持管理業務に対する対価をバルク

水の供給量を基準とした業務委託費として以下のように規定する。 

SPC の収入＝バルク水供給量に応じた業務委託費 

＝ バルク水供給量 × バルク水販売単価 

バルク水販売単価 ＝ 基準バルク単価×インフレ指数 

 

バルク水供給量は事業者の O&M 業務の最下流であるフィルターに設置した流量計によって計

測する。 

運営期間の初年度から 3 年間のバルク水価格は PPWSA の定める上限価格の範囲内で事業者が

入札において提案した単価と D&B 期間中の累積インフレ率に応じて算定する。バルク水価格は

運営期間の 4 年目、7 年目、10 年目の開始日において、過去 3 年間の累積インフレ率を参照して

改定する。尚、運営期間の初年度から 3 年間における上限バルク水価格はコンパラター計画の積

算を参考に PPWSA と KHR350/ m3で暫定合意している。 

インフレ指数は National Bank of Cambodia の公表する ECONOMIC AND MONETARY 

STATISTICS に記載された Consumer Price Index and Inflation Rate の CPI（All items）を適用する。 

 トレーニング契約 

規定のトレーニングサービスに対する対価を Lump-sum で支払う契約条件とする。本邦法人が

直接実施する、或いは SPC が実施することとし、事業主体に応じた契約主体とする。トレーニン

グ契約の対価は O&M 契約と同様に PPWSA の原資によって支払われるものとする。 
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トレーニングサービスの契約額は、暫定的に$30,000/年を上限として合意している。トレーニング

の実施期間については暫定で 10 年間毎年実施する想定であるが、PPWSA の要望により入札の段

階で調整が行われる可能性がある。 

表 2-4.4 トレーニング予算内訳 

出典：調査団 

なお、トレーニングの内容は、マネージャー以上を対象に以下のトレーニングを実施することを

想定している。 

 

１． データ分析（基礎＆専門） 

２． 水質分析＆管理 

３． 監視制御電気設備の維持管理 

４． 予防保全 

 

3-3-2 入札 

 概要 

本プロジェクトの入札は、JICA の無償資金協力調達ガイドライン及び標準入札図書（入札指示

書スタンダード・（施設・建設案件）に基づいて実施する。事前資格審査及び、入札評価の 2 段階

方式とし、入札評価は総合評価落札方式を採用する。 

尚、標準入札指示書は総合評価落札方式に対応していないため、Bid Data Sheet にて必要な修正

を行うことを想定する。 

費用内訳 単価 量 金額 

報酬 $1,000/日・人 3 人 * 7 日/回 * 1 回/年 $21,000 

渡航費 $2,000/渡航 3 人 * 1 回/年 $6,000 

宿泊費 $150/泊 3 人 * 6 泊/回 * 1 回/年 $2,700 

その他 -- -- $300 

合計 $30,000 
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図 3-3.1 入札、契約及び事業の実施形態 

出典：調査団 

 現地法との整合性 

本プロジェクトは維持管理運営サービスおよびトレーニングサービスも含めた無償資金協力と

して、カンボジア公共調達法の例外規定に基づき、維持管理運営サービスおよびトレーニングサ

ービスについても JICA の無償資金協力調達ガイドラインの適用を受けられることを M/D におい

て PPWSA と合意している。ただし、下記のように公共調達法第 3 条では、ファイナンス合意書

（G/A であると想定される）で記載された活用原則と手続きに則って履行されるという記載があ

るだけであり、JICA の無償資金協力調達ガイドラインの適用を確約したものではない。また、

PPWSA は上場企業であり、前述した合意内容は取締役会での承認を得たうえで、調達手続きが進

められるが、株主が公共調達法の例外規定を適用することを違法として訴訟する可能性もある。

このような無償資金の適用原則と手続きが変動するリスクを軽減するため、G/A においても、本

プロジェクトは、カンボジア公共調達法に基づく調達(同法 3 条の例外規定適用)であり、JICA の

無償資金協力調達ガイドラインが適用される具体的な活用原則と手続き内容であることを記載し

ておくことが望ましいと考える。 

 入札参加資格事前審査 

入札参加資格事前審査においては、入札資格のない者を明確化したうえで、事前資格申請書の

提示を求める。入札資格の無いものとは、法律に基づく処分を受けている者や、反社会勢力の疑

いや反社会勢力との関わりがある者もしくは、資本関係や組織体制等により応札が認められない
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者であり、このような者が事前資格申請書を提出した場合には、申請書を無効とする。入札参加

資格事前審査は、事業権無償の特性を考慮し、無償資金協力事業で採用される標準的な P/Q 項目

を踏まえて以下のように設定する。 

- 応札者は、設計、施工及び運営・維持管理のすべての実績・ノウハウを有する単体企業或い

は共同事業体として入札する。 

- 共同事業体の場合、応募時点で共同企業体の各企業の役割分担及び最低出資比率を記載した

JV 合意書を提示する。 

- 応札者は E/N 等で定める Japanese Nationals とする（共同事業体の場合、すべての企業は

Japanese Nationals とする）。 

- 応札者に求められる類似案件の実績については、以下の通りとする。ただし、G/A 締結後の

JICA の確認同意プロセスによって最終的に確定する。 

➢ 過去 10 年以内に 15 億円以上の建設案件を 3 件以上海外において実施していること 

➢ 過去 10 年以内に 10,000 m3以上の飲料用水の浄水場を国内外において 2 件以上実施して

いること 

 

 総合評価 

入札において PPWSA は事業の実施方針、要求水準及び契約条件を提示し、応札者は施設の基

本設計、建設計画、運営・維持管理計画及びトレーニング計画と以下に示す価格を提案する。各

提案の総合得点は以下の数式に基づいて決定し、最高得点を獲得した応札者が最優先交渉者とな

る。 

総合得点= 技術点 × α + 価格点 × (1-α) 

α：技術評価と価格評価の比重：50%を想定 
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3-3-2-4-1 技術評価 

表 3-3.3 技術点の評価内容 

  評価項目 配点 

1 組織の経験と実績 TBD 

2 概略設計・プロセスデザイン TBD 

3 施工計画 TBD 

4 品質管理計画 TBD 

5 安全・環境配慮 TBD 

6 運営維持管理に係る計画と体制 TBD 

7 トレーニングプログラム TBD 

  合計 100 

出典：調査団 

3-3-2-4-2 価格評価 

価格は 10 年間総調達コスト（D&B 価格と O&M 価格：10 年間の O&M 対価の総額）を対象と

し、以下の式で算定する。トレーニング契約の金額は固定として価格評価対象外とする。 

価格点 = 最低価格 / 入札者の価格 * 100 

尚、O&M 価格の前提となるバルク水については、運営期間の初年度から 3 年間に適用されるバ

ルク水価格の基準として上限価格を設定する。上限価格については、コンパラター計画の積算を

参考に設計施工期間における予想インフレ率を前提として KHR350/ m3で暫定合意している。 

3-4 相手国側分担事業の概要 

3-4-1 導水管の整備 

既存導水管（φ1200 mm、φ700 mm、φ700 mm）のうち現在使用されていない 2 系統の φ700 mm

管路は老朽化が進んでいることから、運営期間中のリスク軽減と消費電力削減を目的として新規

に φ800 mm の導水管を G/A 上の先方負担事項として PPWSA が新設する。PPWSA による導水管

敷設の遅延による損害（試運転開始の遅れによる人件費の増加等）が生じた場合、D&B 契約或い

は O&M 契約において PPWSA が当該追加コストを負担する。 

新規に増設する浄水施設の試運転を 2026 年 12 月から開始予定であるため、新規導水管は事業

者による接続作業準備期間等を考慮し、試運転開始 3 ヵ月前の 2026 年 9 月までに敷設が完了する

予定として設定する。 

本整備の電力削減効果の経済性は以下の通りで、現状の電力代を前提とした IRR は約 3.4%、投

資回収期間は 25 年程度となる。投資収益性は限定的だが、運営期間中の浄水の安定供給に寄与す

ることから PPWSA は実施することを合意している。 
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図 3-4.1 導水管整備の経済性 

出典：調査団 

尚、協力準備調査の一環で、事業者の創意工夫と民間資金で事業価値を最大化する観点から、

民間資金活用案を検討し、PPWSA と協議した。PPWSA が本プロジェクトの事業者に対して導水

管の設計及び資材調達を委託し、その対価を O&M 期間に合わせて 10 年間の分割払いとする民間

資金活用案として表 3-4.1 の通り事業採算性の試算をしたが、事業者の負担するリスク（信用リ

スク、為替リスク）への対価を含めた支払条件では PPWSA にとっての事業採算がとれないこと

等を理由に、導入を断念した。 

表 3-4.1 民間資金による導水管整備の事業採算性 

  
出典：調査団 

3-4-2 浄水場用地のサイトクリアランス 

沈殿ろ過池、配水池いずれの施工用地においても、図 3-4.2 に示す通り、空きスペースや場内道

路は資材置き場として仮の利用がされている。施工前にこれら資材の搬出が必須である。これら

(thousand USD)

Assumptions

Forex rate JPY110/USD

Engineering (Design) Cost 100

Procurement Cost 3,636

Total Contract Price 3,736

Y0 Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 Y8 Y9 Y10 Total

Payment by PPWSA 0 560 560 560 560 560 560 560 560 560 560 5,605

Cashflow of the Contractor -3,736 560 560 560 560 560 560 560 560 560 560 1,868

IRR to the Contractor

8%
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は PPWSA の所有物であることから、既存の仮置きされている資材（図 3-4.2 参照）の搬出、並び

に搬出先の用地の確保はカンボジア国負担とする。 

   

図 3-4.2 浄水場内の仮置き資材 

出典：調査団 

プンプレック浄水場内での Stage3 関連施設の施工において、既存構造物の撤去・移設・切り廻

しが必要な施設は表 3-4.2、図 3-4.3 の通りである。表には負担についての案を示しており、詳細

については事業者による設計段階で PPWSA との協議により確認する。舗装の撤去は工事の一環

であるためコントラクター負担となる。 

表 3-4.2 既存浄水場内の撤去・移設・切廻しが必要な施設 

施設 種類 概要 負担（案） 

場内全

般 

管路資材 場内道路に仮置きされている管路資機材＜搬出＞ PPWSA 

沈殿・ 

ろ過池 

周辺 

地中配管 場内配管（ろ過池～配水池）φ700 mm＜切廻し＞ 

場内配管（薬品注入棟～配水ポンプ室）φ150 mm＜切廻し＞ 

場内配管（排水管）φ700 mm＜切廻し＞ 

コントラクター 

配水池 仮設 管路資材ストックヤード＜資材搬出・ヤード撤去＞ PPWSA 

周辺 土木 RC 流量計室 φ400 mm 用＜移設＞ コントラクター 

 地中配管 場内配管（配水管）φ400 mm＜切廻し＞ 

場内配管（排水管）φ700 mm＜切廻し＞ 

コントラクター 

出典：調査団 

＜管路資材ストックヤード＞ 

 

＜流量計室 φ400mm 用＞ 

 

図 3-4.3 浄水場内の撤去が必要な施設 

出典：調査団 
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3-4-3 河川からの取水許可等 

PPWSA により CNMC 及び MOWRAM に許可申請手続きを行っており、入札図書の公表までに

CNMC 及び MOWRAM から許可取得予定。 

3-4-4 電気工事 

新規の取水施設および浄水場用地内に設置する変電設備までは、事業権無償資金協力に含まれ、

受電に関する手続き及び 2 回線受電の申請手続きは、カンボジア側負担である。 

3-4-5 地雷・不発弾（UXO）の探査・処理 

Cambodian Mine Action Centre (CMAC)との協議において、プンプレック浄水場の取水場の南部

に隣接する他案件（The Project for Flood Protection and Drainage Improvement in Phnom Penh Capital 

City）の建設用地内において、不発弾（以下、UXO）が発見され、CMAC による撤去作業が行わ

れた（2020 年 8 月）ことが判明した。下はその時の様子を示す写真である。 

   

図 3-4.4 取水場隣接地における UXO 撤去作業（撮影：CMAC） 

出典：調査団 

また、新規取水場建設に際しては河川中の調査も必要となり、さらに新設導水管の敷設ルート

付近（ナイトマーケット近傍）の道路下からも UXO が発見されていることから、計画段階におけ

る PPWSA と CMAC による協議が必要である。また、事前調査や撤去作業にかかるカンボジア側

の費用負担などについては合意済みである。 

なお、通常、UXO はボーリング機器や重機等による衝撃により爆発することはあるが、ケガ人

が出ることはまれとのことである。 

地雷・UXO の事前の探査の実施、および建設中に地雷・UXO に遭遇した場合の処置はカンボ

ジア側の負担となる。 

3-4-6 環境社会配慮への対応 

本プロジェクトにおいては、環境関連法に規定される EIA/IEIA/EPC の内、最も手続きが簡易な
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EPC (Environmental Protection Contract) のみが要求され、既に 2021 年 8 月に MoE から承認を受け

た。今後は工事に当たってコントラクターが遵守すべき EMP (Environmental Management Plan) お

よびモニタリングに関して PPWSA が監督を行う必要がある。 

3-4-7 その他 

上記以外に本プロジェクト実施に当たり、カンボジア側負担事項と想定されるものは下記の通

りである。 

 カンボジア負担事項に係る予算措置 

 先方負担事項には、PPWSA の予算措置およびカンボジア政府の予算措置として講じられる

項目がある。政府の予算措置は PPWSA によって予算申請がなされるものであるが、この

ような手続きは PPWSA として無償事業毎に実施する定型業務であることから、予算措置

上のリスクは小さい。PPWSA 自体の財務状況も 4-1-1 に記載の通り比較的良好であり、先

方負担事項の実施は十分に負担可能であると考えられる。 

 銀行取決め手続き 

 免税措置の支援 
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3-5 プロジェクトの運営・維持管理計画 

3-5-1 PPWSAの財務分析及び損益収支の将来予測 

 PPWSAの財政状況 

PPWSA はカンボジア証券取引所に登録している上場企業であり、2012 年の上場以降堅調な業

績で推移している。PPWSA の売上高・営業利益・純利益・総給水量の推移を図 3-5.1 に、財務諸

表を表 3-5.1 に、財務指標を表 3-5.2 に示す。PPWSA の売上高は需要の拡大に伴い長期的な成長

が続いており、効率的な運営管理により営業利益も同様に増加している。2020 年の流動比率、自

己資本比率、DSCR はそれぞれ 127%、53%、153%と健全な財務体質となっている。フリーキャッ

シュフロー（営業キャッシュフローと投資キャッシュフローの合計）がマイナスとなっている年

度（2018 年、2020 年）もあるが、投資活動が極めて活発であることが主因であり営業キャッシュ

フローは安定的にプラスとなっている。本プロジェクトの事業者の視点では、PPWSA の財務リス

ク・信用リスクは極めて限定的である。ただし、需要の拡大に伴う更なる追加投資、大規模修繕

の実施、有償プロジェクトの償還等により長期的な財務リスクには留意が必要である。 

尚、図 3-5.1 で 2019 年の売上高が落ち込んでいるが、これはカンボジア国際財務報告基準

（CIFRS）の適用にあたり、会計処理上の変更が一部生じたことが主因となっている。これまで、

カンボジアでは、長い間旧フランス式（General Accounting）、旧カンボジア会計基準（Cambodia 

Accounting Standard：CAS）、カンボジア国際財務報告基準（CIFRS）が混在して使用されてきたが、

これを 2018 年、2019 年に渡って CIFRS として見直す作業がおこなわれた。この会計基準の変更

による売上の減少であり、PPWSA の本業における要因ではない。 

 

図 3-5.1 PPWSA の売上高・営業利益・純利益・総給水量の推移 

出典：PPWSA 提供資料を基に調査団作成 
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表 3-5.1 PPWSA の財務諸表 

 
出典：PPWSA 提供資料を基に調査団作成 

表 3-5.2 PPWSA の財務指標 

 

出典：PPWSA 提供資料を基に調査団作成 

 水道料金体系及び改定履歴 

2020 年 8 月時点での PPWSA の水道料金体系は表 3-5.3 の通りである。 

表 3-5.3 PPWSA の料金体系 

 2001~April 2017 May 2017~ Dec. 2019 Jan. 2020 to present 

Type of Customer 

Q’ty of water 

consumed 

(m3/month) 

Tariff 

(KMR/m3) 

Q’ty of water 

consumed 

(m3/month) 

Tariff 

(KMR/m3) 

Q’ty of water 

consumed 

(m3/month) 

Tariff 

(KMR/m3) 

Domestic 

0 m³ ~ 7 m³ 550 0 m³ ~ 3 m³ 400 0 m³ ~ 7 m³ 400 

  4 m³ ~ 7 m³ 500 
 

8 m³ ~ 15 m³ 770 8 m³ ~ 15 m³ 770 8 m³ ~ 15 m³ 720 

16 m³ ~ 50 m³ 1,010 16 m³ ~ 50 m³ 1,010 16 m³ ~ 25 m³ 960 

      26 m³ ~ 50 m³ 1,250 

Over 50 m³ 1,270 Over 50 m³ 1,270 51 m³ ~ 100 m³ 1,900 

      Over 100 m³ 2,200 

Public 

Administration 

Institution and 

Embassy 

Flat rate 1,030 Flat rate 1,030 Flat rate 2,500 

Commercial, 

Autonomous 

0 m³ ~ 100 m³ 950 0 m³ ~ 100 m³ 950 0 m³ ~ 15 m³ 950 

      16 m³ ~ 45 m³ 1,100 

2016 2017 2018 2019 2020

Statement of Comprehensive Income

Revenues 198,179,874 232,893,089 265,093,293 215,035,579 324,367,856

Operating profit 57,469,473 79,486,598 94,871,231 51,974,444 129,586,672

Net profit 49,273,104 33,067,826 73,607,168 33,291,913 88,351,845

Statement of Financial Position

Assets 1,297,729,600 1,362,011,777 1,449,408,815 1,604,343,922 1,864,618,140

  (Cash and back accounts) 16,386,849 15,992,527 13,353,758 55,212,070 50,215,505

Liabilities 477,757,804 522,886,991 550,070,729 690,639,283 882,565,483

Equity 819,971,796 839,124,786 899,338,086 913,704,639 982,052,657

Statement of Cash Flows

Cash from operating activities 100,564,035 83,383,404 83,110,841 224,718,620 73,817,414

Cash used in investing activities -74,697,592 -60,123,881 -98,812,949 -185,971,647 -253,888,131

Cash (used in)/from financing activities -22,035,029 -23,653,845 13,063,339 3,111,339 175,074,152

Net change in cash and cash equivalents 3,831,414 -394,322 -2,638,769 41,858,312 -4,996,565

2016 2017 2018 2019 2020

2016 2017 2018 2019 2020

Profitability

Operating margin 29.0% 34.1% 35.8% 24.2% 40.0%

Net profit margin 24.9% 14.2% 27.8% 15.5% 27.2%

Solvency

Current ratio 331% 204% 158% 90% 127%

Capital ratio 63% 62% 62% 57% 53%

Debt service coverage ratio (DSCR) 238% 143% 134% 467% 153%
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 2001~April 2017 May 2017~ Dec. 2019 Jan. 2020 to present 

Type of Customer 

Q’ty of water 

consumed 

(m3/month) 

Tariff 

(KMR/m3) 

Q’ty of water 

consumed 

(m3/month) 

Tariff 

(KMR/m3) 

Q’ty of water 

consumed 

(m3/month) 

Tariff 

(KMR/m3) 

State Authorities 

and Wholesalers 

      46 m³ ~ 100 m³ 1,400 

101 m³ ~ 200 m³ 1,150 101 m³ ~ 200 m³ 1,150 101 m³ ~ 200 m³ 1,700 

201 m³ ~ 500 m³ 1,350 201 m³ ~ 500 m³ 1,350 201 m³ ~ 500 m³ 2,100 

Over 500 m³ 1,450 Over 500 m³ 1,450 Over 500 m³ 2,400 

出典：PPWSA 提供資料を基に調査団作成 

2020 年 3 月改定時に、使用水量が小さいセグメントの料金単価を据え置き、大口の料金単価を

引き上げたことで全体として水道料金単価は 20%程度上昇し、PPWSA の収益性及び長期的な投

資余力が向上している。 

 水道接続状況 

PPWSA の給水接続数は一貫して増加傾向にあり、2020 年には 408,500 戸となっている。今後も

年間 20,000 戸以上の新規接続を計画しており、従来のマスタープランに記載されている 2030 年

の 550,000 戸は達成可能であると考えられる。給水接続数及び給水網の拡張に伴い無収水率は若

干の増加傾向にあるが、概ね想定の範囲内に抑制されている。 

表 3-5.4 水道接続情報等 

 

出典：PPWSA 提供資料を基に調査団作成 

3-5-2 運営・維持管理計画 

 SPCの運営・維持管理体制 

本プロジェクトでは事業権無償の適用により、無償資金で整備する施設の一部を完工後 10 年間

に渡り SPC が運営・維持管理する計画である。本邦企業の技術・ノウハウを活かして設計施工と

運営・維持管理を一体的に実施することで、ライフサイクルでのコスト低減と技術移転効果が期

待される。特に予防保全、在庫管理、文書管理、人材管理や、能力開発・評価については本邦の実

績・ノウハウを最大限活用するように入札を行う。 

 SPCの運営・維持管理業務内容 

SPC が新設される 45,000 m3/日施設の運転維持管理を行う事業スキームの場合、コンパラター

施設の日常的なコンパラター運転維持管理は WTP の施設規模から必要スタッフ人数を考慮する

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

Business data

Water production 149,552 163,149 178,234 194,038 208,915 221,657 227,409

Number of metered connections 270,812 289,024 310,835 333,288 367,032 388,883 408,500

Number of annual connections 18,497 18,212 21,811 22,453 33,744 0 0

NRW ratio 7.76% 5.99% 7.19% 8.30% 7.94% 8.94% 9.78%

Average tariff 1,020 1,028 1,039 1,030 1,002 0 0
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と、Phum Prek WTP（150,000 m3/日）、Chruoy Changwar WTP（130,000 m3/日）や Nirotdh WTP（260,000 

m3/日）に比べて施設規模が小さく、また Chamkar Mon 浄水場は同様の規模だが、SPC が維持管理

を行う施設では、取水とコントロールパネルの人員は必要ではなく、緊急時には PPWSA に助力

を求めることもできると考えるため、最低限二人一組のオペレーターが 3 シフト（8 時間毎）で行

うことで可能である。場長やマネージャー等を合わせれば水質検査要員を除き日中には 5 人が常

駐しているので、日常的な運転や、定期的な掃除等は 5 人で行うことは十分に可能である。配管

や機械電気設備の故障などに対しては、SPC が技師や作業員の派遣や、必要に応じた PPWSA へ

の支援要請にて対応を行う事を想定する。プンプレック浄水場増設施設の運営及び運転維持管理

体制（案）を表 3-5.5 に示す。 

 

表 3-5.5 SPC が運転維持管理を行う場合の運営維持管理体制（案） 

 
出典：調査団 

  

Plant O&M

Position Origin Duty Number Shift Total Number Note

Plant Manager (PM) Japanese Control of WTP O&M

Work and Instruction of

O&M Works

1 Periodical 1 Full deployment for first 1 year,

and spot deplpyment 2 weeks a

half year from seoond year

Plant Operation Manager (POM) Japanese Management of Entire WTP

Work

1 1 1 Including Quality & Safety Control

Deputy Operation Manage (DOM) Japanese Support of POM to Control

Daily Regular Work

1 1 1

Plant Operator Local Plant O&M 2 3 6 Valve and Pump Operation, Filter

Backwashing,  Cleaning, Chemical

Works, etc.

Laboratory Staff Local Water Quality Analysis of

Daily Monitoring Items

1 1 1 Including Management of

Environmental Monitoring

M&E Engineer Foreign / Local Maintenance and Repair of

M&E Equipment

As required - Depends As required dispatch from SPC or

PPWSA

Total 10

Administration

Position Origin Duty Number Shift Total Number Note

Securetary Local Documentaion, Office

Management

1 1 1

Accountant Local Accounting 1 1 1

Stock and Procurement Manager Local Management of Stock and

Procurement

1 1 1

Office Keeper Local Office Keeping 1 1 1 Cleaning, Maintenance of Office

Equipment and Furnitures

Total 4
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 本プロジェクトの実施による PPWSAの損益収支 

本プロジェクトの実施において、PPWSA は SPC から浄水を購入し利用者に供給することで収

入が増加する。PPWSA の平均的な水道料金及び配水・運営費を前提とした PPWSA の損益収支は

以下の通りである。 

表 3-5.6 PPWSA の損益収支への将来予測 

 

出典：PPWSA 提供資料を基に調査団作成 

水道料金は一定で、バルク水単価及びその他の運営費がインフレに応じて増加することから、

収益は減衰することが見込まれるが、10 年間の運営期間を通して営業利益は正となる。SPC に支

払う業務委託費には日本人の人件費やマージンが含まれていることから、PPWSA の既存の浄水場

運営よりは収益率は低いものの、平均で 12％前後の営業利益率となる。結論として、本プロジェ

クトは財務的に持続可能であり、PPWSA の収益に一定の貢献が期待できる。 

尚、PPWSA は国際会計基準（IAS20）に則って、無償資金で取得した資産を貸借対照表上の資

産と負債に両建てで計上している。期間損益の計算においては、当該資産の減価償却費と同額の

繰延収益を償却することで損益への影響は相殺されている。 

 SPCの財務計画 

SPC の財務計画は、「3-6-2-3 SPC の財務計画案」に示す。 

3-5-3 SPC設立に係る留意事項 

外国企業が、カンボジア現地法人登録するにおいては、これまでは、商業省への商業登記に加

え、経済財政省租税総局への税務登録、労働職業訓練省への事業所開設申告、国家社会保障基金

（NSSF）への登録が必要であったが、2020 年 6 月 10 日付政令 84 号（Sub Decree No.84 on the New 

Online Business Registration Procedures）が施行され、商業登録手続きが簡素化された。 

なお、本案件は、免税対象の案件であることから、免税での請求書を受け取れる状態になるた

めには、上記の商業登記、税務登録に加えて、免税のマスターリストの承認が必要となる。 

(1,000,000KHR) Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 Y8 Y9 Y10

Purchase volume (1,000m3) 16,425 16,425 16,425 16,425 16,425 16,425 16,425 16,425 16,425 16,425

Average tariff (KHR) 1,350 1,350 1,350 1,350 1,350 1,350 1,350 1,350 1,350 1,350

Revenue 22,174 22,174 22,174 22,174 22,174 22,174 22,174 22,174 22,174 22,174

Unit cost of bulk water (KHR) 337 337 337 369 369 369 403 403 403 440

Cost of bulk water purchase 5,535 5,535 5,535 6,061 6,061 6,061 6,619 6,619 6,619 7,227

Electricity for distribution 2,522 2,522 2,522 2,522 2,522 2,522 2,522 2,522 2,522 2,522

Other operating costs 9,034 9,305 9,584 9,871 10,168 10,473 10,787 11,110 11,444 11,787

Total operating cost 17,428 17,699 17,978 18,824 19,120 19,425 20,331 20,655 20,988 21,976

Operating profit 4,745 4,474 4,195 3,350 3,054 2,749 1,842 1,519 1,186 197

Operating margin 21% 20% 19% 15% 14% 12% 8% 7% 5% 1%
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マスターリストの承認申請に先立ち、税務登録に合わせて、事業内容に応じて変動する登録税

（Patent Tax）13の納付と、付加価値税（VAT）の納税者登録を行う必要がある。 

これらの登録手続き終了後に、契約に基づいて免税対象となる品目のマスターリストを租税総

局に提出し承認が得られれば、免税での取引が可能となる。 

また、JETRO のカンボジア会社設立マニュアル 2021 年 2 月（改訂版）によると、①特に租税総

局において、新制度での登録完了後に追加で従前同様の手続を求めるなど、新プラットフォーム

導入の効果を大きく減殺するような運用を企図する動きがある、②登録事項を後に変更する場合

（現地法人の取締役の交代など）については新プラットフォームでは対応しておらず、従前どお

りの時間を要する手続が必要であるなど、課題も多く残されているようである。 

カンボジアの制度は頻繁に改訂が行われる傾向にあり、コンサルタント及び応札者においては

最新の情報に留意する必要がある。 

 

  

 
13 本事業に係る SPC の年間売り上げは 20 億リエル(約 500,000USD)以上 100 億リエル(約 2,500,000USD)以下で

あることから、SPC は大規模納税者（Large Taxpayers）に分類され、Patent Tax は 3 百万リエル(約 750USD)になる

ものと考えられる。 



カンボジア国プンプレック上水道拡張計画準備調査 

準備調査報告書（先行公開版） 

3-58

3-6 プロジェクトの概略事業費

3-6-1 協力対象事業の概略事業費 

日本側負担費用 

事業者契約認証まで非公表とする。 

カンボジア側負担費用

カンボジア側負担費用は約 9.8 億円（施設建設完了の 2026 年末までにかかる経費合計）で、表

3-6.1 にその内訳を示す。

表 3-6.1 カンボジア側負担費用内訳 

No 負担事項 内容 USD 百万円 

1 用地準備 取水場、浄水場、資材置場の用地準備費用 100,000 11.1 

2 不発弾・地雷調査 プロジェクト対象用地に不発弾及び地雷等がないか事
前に調査を行う費用 

40,000 4.4 

3 PPWSA 職員の配置 D＆B 業務のマネジメント費用 120,000 13.3 

4 受電に係る費用 建設用の受電及びプラント運転用受電の手続き、工事
等の負担費用（取水・浄水施設への一次側受電設備の
工事負担費用） 

10,000 1.1 

5 導水管の整備 新規取水施設から浄水施設（今回増設分）までの導水
管 φ800 mm、L=1.9 km (非開削の場合) 

8,500,000 942.7 

6 銀行手数料 銀行取決めに係る手数料 41,000 4.5 

合 計 8,811,000 977.2 

出典：調査団 

積算条件 

① 積算時点： 令和 3 年 8 月 

② 為替交換レート： 1 US$＝110.91 円 

1 HR＝0.02742 円 

③ 施工期間： 全体：49 ヶ月 

入札図書作成期間：3 ヶ月 

入札契約期間：7 ヶ月 

設計施工調達期間：39 ヶ月 

④ その他： 本計画は、日本国政府の無償資金協力の制度に従い、実施されるものとする。なお、
本事業は予備的経費を想定した案件となっている。但し、予備的経費の適用及び経
費率については外務省によって別途決定される。 

出典：調査団 

3-6-2 運営・維持管理費 

運営・維持管理費 

本プロジェクトは事業権無償の適用により SPC が運営・維持管理を行うことから、入札におけ

る価格評価対象の一部として運営・維持管理費の提案を求めることを想定している。実現可能性

のある上限価格を PPWSA と合意し、応札者への参考情報として提供するために運営・維持管理
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費を表 3-6.2 の通り算出した。（算出にあたっての前提条件は表 3-6.3 のとおり。） 

表 3-6.2 コンパラター施設の運営・維持管理費 

 

出典：調査団 

上記試算では、SPC の利益を含む初年度のバルク水単価は KHR337/m3となることから、入札に

おける上限価格は初年度を基準として KHR350/m3とすることを PPWSA と合意している。 

  

Period start [Date] 1-Jan-26 1-Jan-27 1-Jan-28 1-Jan-29 1-Jan-30 1-Jan-31 1-Jan-32 1-Jan-33 1-Jan-34 1-Jan-35

Annual production [000m3] 16,425             16,425        16,425        16,425        16,425        16,425        16,425        16,425        16,425        16,425        164,250        …(1)

Inflation index [Index] 1.09                1.13           1.16           1.19           1.23           1.27           1.30           1.34           1.38           1.43           

Electricity price [KHR/kWh] 584                 584            584            584            584            584            584            584            584            584            

Discount rate [%]

FX rate [KHR/JPY]

Production inputs (excluding inflation effect) Total

Electricity cost [000KHR] 81,640             81,640        81,640        81,640        81,640        81,640        81,640        81,640        81,640        81,640        816,403        

Labor cost [000KHR] 2,359,104        2,359,104   2,359,104   2,359,104   2,359,104   2,359,104   2,359,104   2,359,104   2,359,104   2,359,104   23,591,040    

Raw materials cost [000KHR] 621,260           621,260      621,260      621,260      621,260      621,260      621,260      621,260      621,260      621,260      6,212,598     

Repair and maintenance  cost [000KHR] -                     547,600      547,600      547,600      547,600      547,600      547,600      547,600      547,600      980,032      5,360,832     

Other operating expenses cost [000KHR] 114,907           169,667      169,667      169,667      169,667      169,667      169,667      169,667      169,667      212,910      1,685,155     

Total [000KHR] 3,176,911        3,779,271   3,779,271   3,779,271   3,779,271   3,779,271   3,779,271   3,779,271   3,779,271   4,254,947   37,666,029    …(2)

10 year total O&M cost [000KHR] 37,666,029      =(2)

10 year total production [000m3] 164,250           =(1)

10 year average O&M cost [KHR/m3] 229                 =(2)/(1)

Marginal Profit rate [%] 35%

Marginal profit, Unit Price of bulk water and O&M Price

Escalation flag 1                     -                 -                 1                -                 -                 1                -                 -                 1                

Average O&M cost with escalation 250                 250            250            273            273            273            299            299            299            326            

Margin [000KHR] 1.35                1.35           1.35           1.35           1.35           1.35           1.35           1.35           1.35           1.35           

Unit Price of bulk water [000KHR] 337                 337            337            369            369            369            403            403            403            440            

Payment to SPC [000KHR] 5,535,225        5,535,225   5,535,225   6,060,825   6,060,825   6,060,825   6,619,275   6,619,275   6,619,275   7,227,000   …(3)

O&M Price: Net present value [000KHR] 50,616,511      …(4) =sum(3) discounted with 4.5%

of Payment to SPC [000JPY] 1,368,013        …(5) =(4)/FX rate
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 試算前提 

試算における前提条件は以下の通りである。 

表 3-6.3 運営・維持管理費の前提条件 

 

出典：調査団 

- 人件費：運営維持管理体制（表 3-5.5）に基づき、日本人 3 人（PM、POM、DOM）を含む

14 人を想定する。大半を占める日本人スタッフの人件費は、諸手当等を含めて PM ：2,000

万円、POM：1,800 万円、DOM：1,500 万円とする。日本人以外の現地スタッフについては、

現在の PPWSA の単価を採用している。（2021 年 6 月時点での為替レート KHR37/JPY） 

- 電力費：施設全体の電力使用量の大半を占める取水・配水は PPWSA が運営・維持管理す

るため、SPC の電力負担は限定的である。薬剤生成と逆洗に要する電力量として、電力価

格は現状と同水準の 584 リエル/kWh とする。（現時点で薬剤に入れている分を切り出す想

定） 

- 薬剤費： PAC と Chlorine について、PPWSA の既存のオペレーションを参考に表 3-6.3 の

使用量を前提とした。単価については現在の PPWSA の購入価格と同水準とした。 

- 修繕費：施設整備費の内、次亜生成装置は 1 千万円/年、その他機械設備と電気設備につい

ては年間 2%の修繕費を織り込んだ。ただし、初年度は D&B 契約における瑕疵担保期間で

O&M 費用としては修繕費が発生しないこととし、最終年度は O&M 契約で要求される引き

渡し条件を満たすための整備が発生するため上記の倍額を計上している。 

- その他運営費：その他の運営費用として、雇用に係る社会保険を 4 万リエル/月/人、交通費

を 5 万円/月、オフィス関連費を 10 万円/月、会計監査・顧問弁護士の費用を 5 万円/月とす

る。また、上記の総額の 10%を予備費として計上し、上記運営費に係る 10%の VAT を計上

した。 

- 火災保険・損害保険等については既存の浄水場と同様に付保しないことを想定している。 
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 SPCの財務計画案 

上記試算に基づく SPC の財務計画は以下の通りである。 

表 3-6.4 コンパラター施設に基づく SPC の財務計画 

 

出典：調査団 

  

(Unit: KHR 000)

0. Assumptions

Period start 1-Jan-26 1-Jan-27 1-Jan-28 1-Jan-29 1-Jan-30 1-Jan-31 1-Jan-32 1-Jan-33 1-Jan-34 1-Jan-35

Period End 31-Dec-26 31-Dec-27 31-Dec-28 31-Dec-29 31-Dec-30 31-Dec-31 31-Dec-32 31-Dec-33 31-Dec-34 31-Dec-35

Calender Year 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

Annual Period Counter Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 Y8 Y9 Y10

Inflation index 1.09               1.13               1.16               1.19               1.23               1.27               1.30                  1.34                  1.38                  1.43                    

1. Profit and Loss Statement

Operating Revenue

O&M revenue 5,535,225     5,535,225     5,535,225     6,060,825     6,060,825     6,060,825     6,619,275        6,619,275        6,619,275        7,227,000          

Total Operating Revenue 5,535,225 5,535,225 5,535,225 6,060,825 6,060,825 6,060,825 6,619,275 6,619,275 6,619,275 7,227,000

Operating Cost

Electricity costs 81,640           81,640           81,640           81,640           81,640           81,640           81,640              81,640              81,640              81,640               

Salaries, wages and related expenses 2,577,857     2,655,192     2,734,848     2,816,894     2,901,400     2,988,442     3,078,096        3,170,439        3,265,552        3,363,518          

Raw materials for water treatment 678,867        699,233        720,210        741,817        764,071        786,993        810,603           834,921           859,969           885,768             

Repairs and maintenance -                      616,329        634,818        653,863        673,479        693,683        714,494           735,929           758,006           1,397,292          

Depreciation -                 -                 -                 -                 -                 -                 -                    -                    -                    -                      

Other operating expense 125,562        190,962        196,691        202,592        208,669        214,929        221,377           228,019           234,859           303,559             

Total Operating Cost 3,463,926     4,243,357     4,368,208     4,496,805     4,629,260     4,765,689     4,906,210        5,050,947        5,200,026        6,031,778          

Gross Operating Profit 2,071,299     1,291,868     1,167,017     1,564,020     1,431,565     1,295,136     1,713,065        1,568,328        1,419,249        1,195,222          

Non Operating Cost

Interest expense -                 -                 -                 -                 -                 -                 -                    -                    -                    -                      

Others -                 -                 -                 -                 -                 -                 -                    -                    -                    -                      

Total Non Operating Cost -                      -                      -                      -                      -                      -                      -                         -                         -                         -                           

Net Profit before Tax 2,071,299     1,291,868     1,167,017     1,564,020     1,431,565     1,295,136     1,713,065        1,568,328        1,419,249        1,195,222          

Tax on Profit 414,260        258,374        233,403        312,804        286,313        259,027        342,613           313,666           283,850           239,044             

Net Profit after Tax 1,657,039     1,033,495     933,614        1,251,216     1,145,252     1,036,109     1,370,452        1,254,662        1,135,399        956,178             

2. Cashflow Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 Y8 Y9 Y10

Cashflow from Operating Cashflow

Net Profit after Tax 1,657,039     1,033,495     933,614        1,251,216     1,145,252     1,036,109     1,370,452        1,254,662        1,135,399        956,178             

Depreciation -                 -                 -                 -                 -                 -                 -                    -                    -                    -                      

Change in working capital (172,608)       64,953           10,404           (33,084)         11,038           11,369           (34,827)            12,061              12,423              118,271             

Cash Flows from Investment Activity

Capital Investment -                 -                 -                 -                 -                 -                 -                    -                    -                    -                      

Cashflow from Financial Activities

Equity Injection -                      -                      -                      -                      -                      -                      -                         -                         -                         (1,200,000)        

Dividend -                      -                      -                      -                      -                      -                      -                         -                         -                         (11,773,415)      

Net Cashflow 1,484,431     1,098,447     944,018        1,218,132     1,156,290     1,047,478     1,335,625        1,266,724        1,147,822        (11,898,966)      

Opening Cash 1,200,000     2,684,431     3,782,878     4,726,896     5,945,028     7,101,318     8,148,796        9,484,421        10,751,144      11,898,966       

Closing Cash 2,684,431     3,782,878     4,726,896     5,945,028     7,101,318     8,148,796     9,484,421        10,751,144      11,898,966      -                           

3. Balance Sheet

Assets

Cash 2,684,431     3,782,878     4,726,896     5,945,028     7,101,318     8,148,796     9,484,421        10,751,144      11,898,966      -                           

Account receivable 461,269        461,269        461,269        505,069        505,069        505,069        551,606           551,606           551,606           -                           

Other current assets -                      -                      -                      -                      -                      -                      -                         -                         -                         -                           

Propery, plant and equipment -                      -                      -                      -                      -                      -                      -                         -                         -                         -                           

Other long-term assets -                      -                      -                      -                      -                      -                      -                         -                         -                         -                           

Total Assets 3,145,699     4,244,147     5,188,164     6,450,097     7,606,387     8,653,865     10,036,027      11,302,751      12,450,573      -                           

Liabilities

Account payable 288,661        353,613        364,017        374,734        385,772        397,141        408,851           420,912           433,336           -                           

Short-term Borrowings -                      -                      -                      -                      -                      -                      -                         -                         -                         -                           

Other current l iabilities -                      -                      -                      -                      -                      -                      -                         -                         -                         -                           

Long-term Borrowings -                      -                      -                      -                      -                      -                      -                         -                         -                         -                           

Other long-term liabilities -                      -                      -                      -                      -                      -                      -                         -                         -                         -                           

Total Liabilities 288,661        353,613        364,017        374,734        385,772        397,141        408,851           420,912           433,336           -                           

Equity

Share capital 1,200,000     1,200,000     1,200,000     1,200,000     1,200,000     1,200,000     1,200,000        1,200,000        1,200,000        -                           

Retained earnings 1,657,039     2,690,534     3,624,147     4,875,363     6,020,615     7,056,724     8,427,176        9,681,838        10,817,237      -                           

Total Equity 2,857,039     3,890,534     4,824,147     6,075,363     7,220,615     8,256,724     9,627,176        10,881,838      12,017,237      -                           
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3-6-3 本プロジェクト実施に当たっての留意事項の整理 

入札公示前までに以下のカンボジア側負担事項について完了しておく必要がある。 

① EPC の取得（取得済み） 

② 水利権の取得 

③ 河岸及び河床の UXO 調査 

④ 新設導水管 φ800 mm の建設の予算確保および、完成遅延時の事業者保証 

⑤ 新設浄水施設拡張用地のサイトのクリアランス 

⑥ ストックヤードの受け入れ準備 

⑦ 建設用地およびストックヤード用地への建設工事用水道、電力及び通信回線供給準備 

⑧ 建設に係る、関連機関との調整 

⑨ 浄水場運転用電力供給及び通信回線供給手続き 

⑩ 環境社会配慮に係るモニタリングフォームの確認 

⑪ 免税措置の確認 

 

その他の留意事項： 

⑫ 公共調達法の第 3 条の例外規定は、プロジェクト全体に対して適応されるものであり、D&B

契約、O&M 契約およびトレーニング契約は連動したものであることを G/A に規定する 

⑬ 電力価格及びインフレ指標、および価格調整の頻度についての定義の詳細は、合意され、契

約に記載されなければならない。 

⑭ モニタリングシステム、報告義務と様式および詳細な緊急時対応計画は、建設期間に運営マ

ニュアルと整合性の取れる形で決定されなければならない。 

⑮ 技術評価の詳細な評価基準は事業者（SPC を含む）に対しての PPWSA の要望と JICA の無償

資金協力調達ガイドラインを考慮しなければならない。 

⑯ SPC に対する財務的な要求（最低資本金、DSCR 等）は、PPWSA の要求および民間企業にと

ってのプロジェクトの魅力を反映させる形で決定されなければならない。 

⑰ 契約ストラクチャーと入札プロセス（SPC 設立のタイミング、契約主体等）は決定の上 PPWSA

の確認を取らなければならない。 
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 プロジェクトの評価 

4-1 事業実施のための前提条件 

事業実施のための前提条件、相手国側による負担項目等については、「3. 相手国側分担事業の概

要」に詳述した通りである。 

4-2 プロジェクト全体計画達成のための必要な相手方投入（負担）事項 

事業権無償によって整備された浄水場で造水された水は、PPWSA にバルク売りされ、PPWSA

はその全量（45,000 m3/日）を購入しなければならない。 

4-3 外部条件 

プロジェクト効果を発現、持続するための外部条件として以下が挙げられる。 

- 大規模な天候不順や自然災害が発生しないこと 

- 社会・経済状況が著しく悪化しないこと 

- 対象地域の人口動態が予測外の動きを示さないこと 

- 原水水質が極端に悪化しないこと 

4-4 プロジェクトの評価 

4-4-1 妥当性 

 プロジェクトの裨益対象 

本プロジェクトによりプノンペン都への給水能力が改善され、プノンペン都の裨益人口が増加

する。浄水場の増水能力の拡張に加え、現状の給水サービスの向上が図られるため、増加する給

水人口に対する裨益のみならず、現在給水を受けている住民に対しても給水サービスが改善する

こととなる。 

 プロジェクトの緊急性 

PPWSA は既存の水道システムを有してはいるが、現在の浄水能力では 2030 年時点でのプノン

ペン都における水需要の 35％程度しかない14。上水道施設の拡張による給水量の増加なしでは水

不足が予測され、上水道施設の拡張が急務となっている。 

 
14 既存浄水能力 592 千 m3／2030 年日最大需要 1,714 千 m3＝0.35 
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 プロジェクトの上位計画との整合性 

カンボジア政府は、国家戦略開発計画（NSDP）により、2025 年までに都市部人口の 100%に対

して安全な水へのアクセスを確保するという目標を掲げており、本プロジェクトはプノンペン都

において、その実現に寄与するものである。 

 我が国の援助政策との整合性 

カンボジアに対する我が国の援助方針の事業展開計画（2016 年 9 月）では、カンボジアの開発

目標達成を支援し、「社会開発の促進」を援助の重点分野の一つとし、「上下水道インフラの整備」

を開発課題としており、本プロジェクトの実施は、我が国の援助政策と整合している。 

4-4-2 有効性 

本プロジェクトの有効性に関しては、以下の定量的効果及び定性的効果が見込まれる。 

 定量的効果 

プンプレック浄水場の増水能力を拡張することにより、表 4-4.1 に示すような効果が期待でき

る。 

表 4-4.1 定量的効果 

No. 指標 基準値(2021 年) 
目標値(2030 年) 

（供用開始後 3 年） 

1 給水能力 

（日平均） 

150,000 m3/日 195,000 m3/日* 

出典：調査団 

 定性的効果 

定性的効果は以下の通りである。 

- 給水栓からの水量・水圧不足の改善 

- 浄水場の運営・維持管理に関する技術移転による運営・維持管理能力の向上 

- 公衆衛生の向上 

以上の内容により、本プロジェクトの妥当性は高く、また有効性が見込まれると判断される。 
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資 料 1 調査団員・氏名 

 

官団員/JICA Officials 

氏名 担当 所属 

井上 陽一 

Mr. Yoichi INOUE 

団長 

Leader 

JICA地球環境部水資源グループ水資源第一チーム課長 

Director, Water Resources Group, 

Global Environment Department, JICA 

横田義昭 

Mr. Yoshiaki YOKOTA 

上水技術 

Water Supply Advisor 

JICA地球環境部 国際協力専門員 

Senior Advisor (Water Supply)  

Global Environment Department, JICA 

中井 一孝 

Mr. Kazunori NAKAI 

協力企画 

Cooperation Planning 

（2021 年 3 月まで） 

JICA 地球環境部水資源グループ水資源第一チーム 

Senior Engineering Officer, Water Resources Group, 

Global Environment Department, JICA 

掛川 恵梨子 

Ms. Eriko KAKEGAWA 

協力企画 

Cooperation Planning 

（2021 年 4 月から） 

JICA 地球環境部水資源グループ水資源第一チーム 

Senior Engineering Officer, Water Resources Group, 

Global Environment Department, JICA 

 

コンサルタント団員/Consultant Team 

氏名 担当 所属 

岡崎 浩一 

Mr. Koichi OKAZAKI 

業務主任者／上水道施設計画・設計 

Chief Consultant /Water Supply Facility Planning 

株式会社日水コン 

Nihon Suido Consultants Co., Ltd. 

中嶋 宜信 

Mr. Yoshinobu NAKAJIMA 

副業務主任者/上水道施設設計③/施工計画・積算 

Deputy Chief Consultant / Water Supply Facility 

Design 3 / Construction Planning & Cost Estimate 1 

株式会社日水コン 

Nihon Suido Consultants Co., Ltd. 

熊谷 弘志 

Mr. Hiroshi KUMAGAE 

事業権無償ビジネスモデル 

Japanese Grant Aid with O&M Business Model 

ｸﾗｳﾝｴｲｼﾞｪﾝﾂ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ株式会社 

Crown Agents Japan Limited 

松本 直秀 

Mr. Naohide MATSUMOTO 

上水道施設設計① 

Water Supply Facility Design 1 

株式会社 TEC インターナショナ

ル 

TEC International Co., Ltd. 

藤沼 晋也 

Mr. Shinya FUJINUMA 

上水道施設設計② 

Water Supply Facility Design 2 

株式会社 TEC インターナショナ

ル 

鈴木 辰造 

Mr. Tatsuzo SUZUKI 

機械・電気設備計画① 

Mechanical and Electrical Equipment Planning 1 

TEC International Co., Ltd. 

齋藤 周一 

Mr. Shuichi SAITO 

機械・電気設備計画②／監視制御システム 

Mechanical and Electrical Equipment Planning 2 / 

SCADA System 

株式会社日水コン 

Nihon Suido Consultants Co., Ltd. 

斗ケ澤 海 

Mr. Umi TOGASAWA 

入札図書参考資料作成 

Referenced Bidding Documents Preparation 

ｸﾗｳﾝｴｲｼﾞｪﾝﾂ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ株式会社 

Crown Agents Japan Limited 

木村 光志 

Mr. Koji KIMURA 

環境社会配慮／UXO確認 

Environmental and Social Consideration / UXO 

Survey 

株式会社日水コン 

Nihon Suido Consultants Co., Ltd. 

金田 誠 

Mr. Makoto KANEDA 

機械・電気設備計画③／積算施工計画② 

Mechanical and Electrical Equipment Planning 3 / 

Construction Planning & Cost Estimate 2 

株式会社日水コン 

Nihon Suido Consultants Co., Ltd. 
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資 料 2 調査行程 

 

調査行程は次のとおり。 



App 2-2 

第 1 次現地調査： 2021 年 1 月 9 日～同年 3 月 14 日 
コンサルタント団員
岡﨑　浩一 中嶋　宜信 熊谷　弘志 松本　直秀 藤沼　晋也 鈴木　辰造 齋藤　周一 木村　光志 男鹿　剛彦

業務主任者／上水道施設計画
副業務主任者/上水道施設設計③/施工計
画・積算

事業権無償ビジネスモデル 上水道施設設計① 上水道施設設計② 機械・電気設備計画①
機械・電気設備計画②／監視制御システ
ム

環境社会配慮／UXO確認 上水道計画アドバイザー

2021/1/9 土 出発日

2021/1/10 日 コロナ隔離

2021/1/11 月 情報収集、インセプション協議準備 コロナ隔離 情報収集、インセプション協議準備

2021/1/12 火 情報収集、インセプション協議準備 コロナ隔離 情報収集、インセプション協議準備

2021/1/13 水 情報収集、インセプション協議準備 コロナ隔離 情報収集、インセプション協議準備

2021/1/14 木 情報収集、インセプション協議準備 コロナ隔離 情報収集、インセプション協議準備

2021/1/15 金 情報収集、対処方針会議資料作成
コロナ隔離、情報収集、対処方針会議資料

作成
2021/1/16 土 情報収集、対処方針会議資料作成 コロナ隔離、対処方針会議資料作成

2021/1/17 日 情報収集、対処方針会議資料作成 コロナ隔離、対処方針会議資料作成

2021/1/18 月 情報収集、対処方針会議資料作成 コロナ隔離、対処方針会議資料作成

2021/1/19 火

2021/1/20 水 情報収集、インセプション協議準備
コロナ隔離、情報収集、インセプション協議

準備
情報収集、インセプション協議準備

2021/1/21 木 情報収集、インセプション協議準備
コロナ隔離、情報収集、インセプション協議

準備
情報収集、インセプション協議準備

2021/1/22 金 情報収集、インセプション協議準備
コロナ隔離、情報収集、インセプション協議

準備
情報収集、インセプション協議準備

2021/1/23 土 情報収集、インセプション協議準備
コロナ隔離、情報収集、インセプション協議

準備
情報収集、インセプション協議準備

2021/1/24 日 情報収集、インセプション協議準備
コロナ隔離、情報収集、インセプション協議

準備
情報収集、インセプション協議準備

2021/1/25 月

2021/1/26 火

2021/1/27 水

2021/1/28 木

2021/1/29 金

2021/1/30 土

2021/1/31 日

2021/2/1 月

2021/2/2 火

2021/2/3 水

2021/2/4 木

2021/2/5 金

2021/2/6 土

2021/2/7 日

2021/2/8 月 情報収集、現場調査、調査結果整理 情報収集、報告書準備 情報収集、現場調査、調査結果整理 帰国日 帰国日

2021/2/9 火 情報収集、現場調査、調査結果整理 情報収集、報告書準備 情報収集、現場調査、調査結果整理

2021/2/10 水 情報収集、現場調査、調査結果整理 情報収集、報告書準備 情報収集、現場調査、調査結果整理

2021/2/11 木 情報収集、現場調査、調査結果整理 情報収集、報告書準備 情報収集、現場調査、調査結果整理

2021/2/12 金 情報収集、現場調査、調査結果整理 情報収集、報告書準備 情報収集、現場調査、調査結果整理

2021/2/13 土

2021/2/14 日

2021/2/15 月 情報収集、現場調査、調査結果整理 情報収集、報告書準備 情報収集、現場調査、調査結果整理

2021/2/16 火 情報収集、現場調査、調査結果整理 情報収集、報告書準備 情報収集、現場調査、調査結果整理

2021/2/17 水 情報収集、現場調査、調査結果整理 情報収集、報告書準備 情報収集、現場調査、調査結果整理

2021/2/18 木 情報収集、現場調査、調査結果整理 情報収集、報告書準備 情報収集、現場調査、調査結果整理

2021/2/19 金 情報収集、現場調査、調査結果整理 情報収集、報告書準備 情報収集、現場調査、調査結果整理

2021/2/20 土

2021/2/21 日

2021/2/22 月 情報収集、報告書準備 情報収集、現場調査、調査結果整理 情報収集、報告書準備 情報収集、現場調査、調査結果整理 情報収集、現場調査、調査結果整理 帰国日

2021/2/23 火 情報収集、報告書準備 情報収集、現場調査、調査結果整理 情報収集、報告書準備 情報収集、現場調査、調査結果整理 情報収集、現場調査、調査結果整理

2021/2/24 水 情報収集、報告書準備 情報収集、現場調査、調査結果整理 情報収集、報告書準備 情報収集、現場調査、調査結果整理 情報収集、現場調査、調査結果整理

2021/2/25 木 情報収集、報告書準備 情報収集、現場調査、調査結果整理 情報収集、報告書準備 情報収集、現場調査、調査結果整理 情報収集、現場調査、調査結果整理

2021/2/26 金 情報収集、報告書準備 情報収集、現場調査、調査結果整理 情報収集、報告書準備 情報収集、現場調査、調査結果整理 情報収集、現場調査、調査結果整理

2021/2/27 土 調査結果整理 帰国日 帰国日

2021/2/28 日 調査結果整理

2021/3/1 月 情報収集、報告書準備 情報収集、現場調査、調査結果整理

2021/3/2 火 情報収集、報告書準備 情報収集、現場調査、調査結果整理

2021/3/3 水 情報収集、報告書準備 帰国日 情報収集、現場調査、調査結果整理

2021/3/4 木 情報収集、現場調査、調査結果整理

2021/3/5 金 情報収集、現場調査、調査結果整理

2021/3/6 土 情報収集、現場調査、調査結果整理

2021/3/7 日 調査結果整理

2021/3/8 月 調査結果整理

2021/3/9 火 情報収集、現場調査、調査結果整理

2021/3/10 水 情報収集、現場調査、調査結果整理

2021/3/11 木 情報収集、現場調査、調査結果整理

2021/3/12 金 情報収集、現場調査、調査結果整理

2021/3/13 土 調査結果整理

2021/3/14 日 帰国日

コロナ隔離

情報収集、現場調査、調査結果整理

情報収集、現場調査、調査結果整理

情報収集、現場調査、調査結果整理

情報収集、現場調査、調査結果整理

調査結果整理

情報収集、現場調査、調査結果整理

情報収集、現場調査、調査結果整理

情報収集、現場調査、調査結果整理

情報収集、現場調査、調査結果整理

情報収集、現場調査、調査結果整理

情報収集、現場調査、調査結果整理

情報収集、現場調査、調査結果整理

調査結果整理

調査結果整理

調査結果整理

調査結果整理

情報収集、現場調査、調査結果整理

情報収集、現場調査、調査結果整理

情報収集、現場調査、調査結果整理

調査結果整理

調査結果整理

インセプション協議

コロナ隔離、情報収集、インセプション協議準備

コロナ隔離、情報収集、インセプション協議準備

コロナ隔離、情報収集、インセプション協議準備

コロナ隔離、情報収集、インセプション協議準備

コロナ隔離、情報収集、インセプション協議準備

情報収集、現場調査、調査結果整理 M/D協議M/D協議

MEF協議、MISTI表敬訪問 情報収集、現場調査、調査結果整理

情報収集、現場調査、調査結果整理

情報収集、現場調査、調査結果整理

相手側（PPWSA）との中間協議

調査結果整理

調査結果整理

調査結果整理

調査結果整理

調査結果整理

調査結果整理

出発日

コロナ隔離

コロナ隔離

コロナ隔離

コロナ隔離

調査結果整理

コロナ隔離、情報収集、対処方針会議資料作成

コロナ隔離、対処方針会議資料作成

コロナ隔離、対処方針会議資料作成

コロナ隔離、対処方針会議資料作成

対処方針会議
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第 2 次現地調査： 2021 年 7 月 19 日～同年 7 月 30 日 

 

 
第 3 次現地調査： 2022 年 8 月 14 日～同年 8 月 20 日 

 

コンサルタント団員
岡﨑　浩一
業務主任者／上水道施設計画・設計

2021/7/19 月 情報確認、公式協議の事前準備
2021/7/20 火 情報確認、公式協議の事前準備

2021/7/21 水
内部協議、情報収集、公式協議の事前

準備
2021/7/22 木 情報確認、公式協議の事前準備
2021/7/23 金 情報確認、公式協議の事前準備
2021/7/24 土

2021/7/25 日

2021/7/26 月
相手側（PPWSA)との公式協議（中間成

果について）
2021/7/27 火 議事録準備
2021/7/28 水 議事録準備

2021/7/29 木
相手側（PPWSA)との公式協議（議事録

について）
2021/7/30 金 情報収集、協議結果整理、報告書準備

コンサルタント団員
岡﨑　浩一 斗ケ澤　海
業務主任者／上水道施設計画・設計 入札図書参考資料作成

2022/8/14 日 移動日

2022/8/15 月

2022/8/16 火

2022/8/17 水

2022/8/18 木

2022/8/19 金
2022/8/20 土 協議結果整理 帰国日

M/D協議
（PPWSA）

協議結果整理

DF/R説明協議
（PPWSA）

協議結果整理
M/D作成
M/D協議
（PPWSA）
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 - H.E. LONG Naro Director General 

 - Dr. CHEA Visoth (PhD) Deputy Director General, in charge of Corporate Secretary (Retired) 

 - Mr. SAMRETH Sovithiea Deputy General Director, in charge of Plan and Investment Project 

 - Mr. MA Noravin Deputy Director General, in charge of Production and Distribution 

Department 

 - Mr. ROS Kimleang Deputy Director General, in charge of Finance and Securities 

Exchange Department (Retired) 

 - Mr. DENG Polyden Deputy Director General, in charge of Finance 

 - Mr. CHEA Satephoat Director of Planning and Project Department 

  Mr. Ou Kunavath Director of Planning and Project Department 

  Mr. SOK Nareth Director of Accounting & Finance Department 

  Mr. KEM Kanvicheth Director of Water Production Management Department 

  Mr. REANG Chanphirum Deputy Director of Department of Planning and Project 

  Mr. KHEM Vchinin Deputy Director of Department of Planning and Project 

  Mr. LUN Ramy Vice Chief Office of Project Design 

 

Ministry of Industry, Science, Technology and Innovation (MISTI) 

  Dr. SRENG Sokvung (PhD) Director of Department of Technics and Project Management 

  Ms. CHHAY Vuchnea Vice-chief office of Department of Technics and Project Management 
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  プロジェクト ID  調査団番号    

地域 東南アジア 調査名 
プンプレック上水道拡張計
画準備調査 

調査の種類 協力準備調査 担当部課 地球環境部水資源グループ 

国名 カンボジア 配属機関名 
プ ノ ン ペ ン 水 道 公 社
（PPWSA） 

現地調査 
期間 

2021/1-2022/8   

 

発行機関 No. 資料名 説明 形式 
収集 
資料 

専 門 家
作成 
資料 

JICA
作成 
資料 

言語 
翻 訳
状況 

取り
扱い
区分 

図書
館記
入欄 

備考 

PPWSA A-1 PPWSA 組織図 PPWSA 組織図 
電子データ 

画像 ○   英語     

PPWSA A-2 Water Production of Each WTP 
各浄水場の浄水量、薬品使用
量、電気使用量 

電子データ 
Excel 

○   英語     

PPWSA A-3 Water Quality of Existing WTP 既存浄水場の水質記録 
電子データ 
エクセル 

○   英語     

PPWSA A-4 River Water Level 既存取水場における河川水位 
電子データ 
エクセル 

○   英語     

PPWSA A-5 Phum Prek WTP Drawings プンプレック浄水場図面 
電子データ 
CAD 

○   英語     
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Environmental Checklist 

Category Environmental Item Main Check Items 
Yes: Y 
No: N 

Confirmation of Environmental Considerations 
(Reasons, Mitigation Measures) 

1.
 P

er
m

it
s 

an
d 

E
xp

la
na

ti
on

 

(1) EIA and 
Environmental 

Permits 

(a) Have EIA reports been already prepared in 
official process? 

N/A (a) EIA or Initial Environmental Impact Assessment (IEIA) reports are not required for the 
Project. Apart from it, Initial Environmental Examination (IEE) had been conducted 
according to JICA guidelines. 

(b) Have EIA reports been approved by authorities 
of the host country's government? 

N/A (b) EIA or Initial Environmental Impact Assessment (IEIA) reports are not required for the 
Project. 

(c) Have EIA reports been unconditionally 
approved?  If conditions are imposed on the 
approval of EIA reports, are the conditions 
satisfied? 

N/A (c) EIA or Initial Environmental Impact Assessment (IEIA) reports are not required for the 
Project. On the other hand, EPC (Environmental Protection Contract), which has the 
simplest procedure among the EIA / IEIA / EPC, was approved by MoE in August 
2021. 

(d) In addition to the above approvals, have other 
required environmental permits been obtained 
from the appropriate regulatory authorities of 
the host country's government? 

Y (d) In this project, among the EIA / IEIA / EPC stipulated in the environment-related law, 
only the EPC, which has the simplest procedure, is required. The EPC was approved by 
MoE in August 2021. 

(2) Explanation to 
the Public 

(a) Have contents of the project and the potential 
impacts been adequately explained to the Local 
stakeholders based on appropriate procedures, 
including information disclosure? Is 
understanding obtained from the local 
stakeholders? 

Y (a) Stakeholder meetings with local authorities were held 4 times from 19 to 20-May, 2021 
on-line. Public Consultation meeting with Related Department of Phnom Penh was held 
on 25-May, 2021 on-line. In the meetings, contents of the project and the potential 
impacts been adequately explained appropriately. 

(b) Have the comment from the stakeholders (such 
as local residents) been reflected to the project 
design? 

Y (b) The Project is an expansion, not a new construction project. Thus, opinions concerning 
serious environmental impacts were not stated. In other hand, social concerns such as 
traffic / noise / air quality (dust) issues were raised. PPWSA responded that the impacts 
would be limited and minimized. And they also stated that they will reflect the opinions 
to the construction methods and the design. 

(3) Examination of 
Alternatives 

(a) Have alternative plans of the project been 
examined with social and environmental 
considerations? 

Y  (a) The alternative studies (without project  with project) have been examined. In order to 
meet the water demand, “with project” option was is selected.  

2.
 M

iti
ga

tio
n 

M
ea

su
re

s 

(1) Air Quality 

(a) Is there a possibility that chlorine from chlorine 
storage facilities and chlorine injection facilities 
will cause air pollution?  

N (a) On-site sodium hypochlorite generation system with high safety will be applied. 
Therefore, chlorine gas will not be used in the Project and leakage of chlorine is not 
expected. 

(b) Do chlorine concentrations within the working 
environments comply with the country’s 
occupational health and safety standards? 

Y (b) In the on-site sodium hypochlorite generation system, the disinfectant is produced and 
stored in liquid form. Therefore, no danger of gas leaks is expected. (in Cambodia there 
are no regulations on chlorine concentrations within working environments)  
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Category Environmental Item Main Check Items 
Yes: Y 
No: N 

Confirmation of Environmental Considerations 
(Reasons, Mitigation Measures) 

(2) Water Quality 

(a) Do pollutants, such as SS, BOD, COD 
contained in effluents discharged by the facility 
operations comply with the country’s effluent 
standards? 

Y (a) During construction phase, the amount of wastewater generated from the construction 
site is estimated to be very limited and treated. While during operation phase, backwash 
water will be treated before discharging applying the standard. 

(3) Wastes 

(a) Are wastes, such as sludge generated by the 
facility operations properly treated and 
disposed in accordance with the country’s 
regulations? 

Y 
(N) 

(a) In Cambodia, there are no laws or regulations on WTP sludge disposal. 
During construction phase: part of construction waste soil will be reused for backfilling 
at construction site. The remaining waste soil will be reused for backfilling of various 
kinds of other constructions.  
During operation period: WTP sludge will be collected and transported to soil users or 
landfill sites. 

(4) Noise and 
Vibration 

(a) Do noise and vibrations generated from the 
facilities, such as pumping stations comply with 
the country’s standards? 

Y (a) All pumps will be installed within pump stations, therefore, the noise and vibration 
level in outside of pump stations is considered to be almost the same as the background 
level of the site. 

(5) Subsidence 

(a) In the case of extraction of a large volume of 
groundwater, is there a possibility that the 
extraction of groundwater will cause 
subsidence? 

N (a) During construction period and operation period, no groundwater will be extracted. 
Therefore, the impacts of subsidence are not expected. 

3.
  

N
at

ur
al

 E
nv

ir
on

m
en

t 

(1) Protected Areas 

(a) Is the project site located in protected areas 
designated by the country’s laws or 
international treaties and conventions?  Is 
there a possibility that the project will affect the 
protected areas? 

N (a) The project sites are not located in protected area or environmentally sensitive areas 
designated by Cambodia laws or international treaties. Therefore, there is no possibility 
that the project will affect the protected areas. 

(2) Ecosystem and 
Biota 

(a) Does the project site encompass primeval 
forests, tropical rain forests, ecologically 
valuable habitats (e.g., coral reefs, mangroves, 
or tidal flats)? 

N (a) The project site doesn’t encompass primeval forests, tropical rain forests, and 
ecologically valuable habitats.  

(b) Does the project site encompass the protected 
habitats of endangered species designated by 
the country’s laws or international treaties and 
conventions? 

N (b) Within the project site, there are no protected habitats of endangered species 
designated by Cambodia laws or international treaties and conventions. 

(c) If significant ecological impacts are anticipated, 
are adequate protection measures taken to 
reduce the impacts on the ecosystem? 

N (c) It is not anticipated to cause significant ecological impacts because there are no 
protected habitats in and around the Project area, and no significant pollution caused by 
the Project is expected.  
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Category Environmental Item Main Check Items 
Yes: Y 
No: N 

Confirmation of Environmental Considerations 
(Reasons, Mitigation Measures) 

(d) Is there a possibility that the amount of water 
(e.g., surface water, groundwater) used by the 
project will adversely affect aquatic 
environments, such as rivers? Are adequate 
measures taken to reduce the impacts on 
aquatic environments, such as aquatic 
organisms? 

N (d) Additional intake of 0.16% of monthly minimum flowrate of the River will not have 
significant impacts on ecosystem and biota.  

(3) Hydrology a) Is there a possibility that the amount of water 
used (e.g., surface water, groundwater) by the 
project will adversely affect surface water and 
groundwater flows? 

N (a) Additional intake of 0.16% of monthly minimum flowrate of the River will not have 
significant impacts on hydrology  

4.
 S

oc
ia

l E
nv

ir
on

m
en

t 

(1) Resettlement 

a) Is involuntary resettlement caused by project 
implementation? If involuntary resettlement is 
caused, are efforts made to minimize the 
impacts caused by the resettlement? 

N/A (a) No resettlement or land acquisition are planned. 

(b) Is adequate explanation on compensation and 
resettlement given to affected people prior to 
resettlement? 

N/A (b) No resettlement or land acquisition are planned.  

(c) Is the resettlement plan, including compensation 
with full replacement costs, restoration of 
livelihoods and living standards developed 
based on socioeconomic studies on 
resettlement? 

N/A (c) No resettlement or land acquisition are planned. 
 

(d) Is the compensations going to be paid prior to 
the resettlement? 

N/A (d) No resettlement or land acquisition are planned. 

(e) Is the compensation policies prepared in 
document? 

N/A (e) No resettlement or land acquisition are planned. 

(f) Does the resettlement plan pay particular 
attention to vulnerable groups or people, 
including women, children, the elderly, people 
below the poverty line, ethnic minorities, and 
indigenous peoples? 

N/A (f) No resettlement or land acquisition are planned. 

(g) Are agreements with the affected people 
obtained prior to resettlement? 

N/A (g) No resettlement or land acquisition are planned. 
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Category Environmental Item Main Check Items 
Yes: Y 
No: N 

Confirmation of Environmental Considerations 
(Reasons, Mitigation Measures) 

(h) Is the organizational framework established to 
properly implement resettlement? Are the 
capacity and budget secured to implement the 
plan? 

N/A (h) No resettlement or land acquisition are planned. 

(i) Are any plans developed to monitor the impacts 
of resettlement? 

N/A (i) No resettlement or land acquisition are planned. 

(j) Is the grievance redress mechanism established? N/A (j) No resettlement or land acquisition are planned.  

(2) Living and 
Livelihood 

(a) Is there a possibility that the project will 
adversely affect the living conditions of 
inhabitants? Are adequate measures considered 
to reduce the impacts, if necessary? 

N (a) All proposed facilities will be located within the existing PPWSA owned sites and will 
not affect the living environment of the surrounding inhabitants. The project is 
expected to improve the living environment as the water supply rate increases.  

(b) Is there a possibility that the amount of water 
used (e.g., surface water, groundwater) by the 
project will adversely affect the existing water 
uses and water area uses? 

N (a) Additional intake of 0.16% of monthly minimum flowrate of the River will not have 
significant impacts on the existing water uses and water area uses.  

(3) Heritage 

(a) Is there a possibility that the project will 
damage the local archeological, historical, 
cultural, and religious heritage? Are adequate 
measures considered to protect these sites in 
accordance with the country’s laws? 

N (a) There will be no negative impact since pagodas are not in and around the Project 
component sites. No cultural heritages exist in the Project area as well. 

(4) Landscape 

(a) Is there a possibility that the project will 
adversely affect the local landscape? Are 
necessary measures taken? 

N (a) Facilities in the WTP premises will be out of the public view. The intake facility will 
alternate the existing intake facility as a newer building. Thus, deterioration of 
landscape is not expected. 

(5) Ethnic 
Minorities and 
Indigenous Peoples 

(a) Are considerations given to reduce impacts on 
the culture and lifestyle of ethnic minorities and 
indigenous peoples? 

N/A (a) There is no ethnic minority or indigenous group in the project area (Sangkat Srah Chak 
and Sangkat Wat Phnom). 

(b) Are all of the rights of ethnic minorities and 
indigenous peoples in relation to land and 
resources respected? 

N/A (b) Ditto 

(6) Working 
Conditions 

(a) Is the project proponent (not) violating any laws 
and ordinances associated with the working 
conditions of the country which the project 
proponent should observe in the project? 

N (a) Cambodian laws and ordinances (such as Labor Law 1997 and amendment Law 2018, 
the Law on Social Security, Sub-Decree 11/16, on Health Care Scheme etc.) associated 
with working conditions (such as wage and hours of work etc.) will be followed by the 
project proponent during construction works and operation of the project based on 
Environmental Management Plan (EMP). 
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Category Environmental Item Main Check Items 
Yes: Y 
No: N 

Confirmation of Environmental Considerations 
(Reasons, Mitigation Measures) 

(b) Are tangible safety considerations in place for 
individuals involved in the project, such as the 
installation of safety equipment which prevents 
industrial accidents, and management of 
hazardous materials? 

Y (b) Safety considerations will be taken during construction works and operation of the 
project based on the EMP. In addition, inspections of PPWSA and other authorities on 
safety will be conducted. 

(c) Are intangible measures being planned and 
implemented for individuals involved in the 
project, such as the establishment of a safety  
and health program, and safety training 
(including traffic safety and public health) for 
workers etc.? 

Y (c) Safety and health program and safety training for workers will be planned and 
implemented during construction works and operation of the project based on the EMP. 
(such as wearing safety shoes and elements during construction, following Standard 
Operation Procedures for the works during operation) 

(d) Are appropriate measures taken to ensure that 
security guards involved in the project not to 
violate safety of other individuals involved, or 
local residents? 

Y (d) Appropriate measures will be taken based on the EMP. (e.g., specific security guards 
will be assigned by contractor and PPWSA will conduct regular inspection during 
construction and operation) 

5.
 O

th
er

s 

(1) Impacts during 
Construction 

(a) Are adequate measures considered to reduce 
impacts during construction (e.g., noise, 
vibrations, turbid water, dust, exhaust gases, 
and wastes)? 

Y (a) Mitigation measures on utilization of local resources (fishing), water usage/water right, 
traffic control, poor households, accidents (such as safety plan preparation, O/M 
manual etc.), air pollution (such as preventing dust by covering trucks and spraying 
exposed areas with water etc.), water pollution, wastes (sludge reuse methods etc.), 
noise and vibrations (such as application of reasonable construction schedule and 
methods etc.) have been proposed. 

(b) If construction activities adversely affect the 
natural environment (ecosystem), are adequate 
measures considered to reduce impacts? 

Y (b) The construction activities which could give adverse impacts to the natural 
environment (Tonle Sap River) will be at Intake site. The possible impacts were 
considered to be short term and very limited, however, still countermeasures for 
prevention (of, such as high turbidity, oil leakage and so forth) were considered. 

(c) If construction activities adversely affect the 
social environment, are adequate measures 
considered to reduce impacts? 

Y (c) Before construction starts, information will be delivered to residents and users around 
the Intake site. Proper construction schedule and methods to reduce traffic disruption 
and traffic accident will be prepared. Education of staff/workers on the safety and fire 
will also be conducted to reduce impacts. 

(d) If the construction activities might cause traffic 
congestion, are adequate measures considered 
to reduce such impacts? 

Y (d) Proper construction schedule and methods to reduce traffic disruption and traffic 
accident will be prepared. 

(2) Monitoring 

(a) Does the proponent develop and implement 
monitoring program for the environmental 
items that are considered to have potential 
impacts? 

Y (a) Environmental monitoring plan has been prepared and shown in the main report. 
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Category Environmental Item Main Check Items 
Yes: Y 
No: N 

Confirmation of Environmental Considerations 
(Reasons, Mitigation Measures) 

(b) What are the items, methods and frequencies of 
the monitoring program? 

- (b) The items, methods and frequencies of the monitoring plan is shown below. 

Monitoring 
Parameter 

Monitoring Parameter 
(method) 

Monitoring Frequency 

During Construction Phase 

Traffic  Visual observation During working hours of every day 

Air quality 
CO, NO2, SO2, O3, Pb, TSP, 
PM10 and PM2.5 

Once, preconstruction: Once/6 months 
during construction  

Waste Volume of wastes Once/week 

Noise 
Equivalent continuous A 
sound level (Laeq, 10) 

Once, preconstruction: 
Once/6 months during construction 

Water pollution 
pH, DO, SS, turbidity, 
COD, NH4-N, Coliform  

Once, preconstruction: 
Once/6 months during construction 

During Operation Phase 

Waste 
Volume of wastes and 
disposal method 

Once/month 

Water pollution 
pH, DO, SS, turbidity, 
COD, NH4-N, Coliform  

Once/3 months 
 

(c) Does the proponent establish an adequate 
monitoring framework (organization, 
personnel, equipment, and adequate budget to 
sustain the monitoring framework)? 

Y (c) Monitoring framework (organization, personnel, equipment, and adequate budget to 
sustain the monitoring framework) has been prepared and shown in the main report. 

(d) Are any regulatory requirements pertaining to 
the monitoring report system identified, such as 
the format and frequency of reports from the 
proponent to the regulatory authorities? 

Y (d) Monitoring format has been proposed and shown in the Annex of the main report. 

6 
N

ot
e 

Reference to 
Checklist of Other 
Sectors 

(a) Where necessary, pertinent items described in 
the Dam and River Projects checklist should 
also be checked. 

N/A (a) Additional intake of 0.16% of monthly minimum flowrate of the River will not have 
significant impacts.  

Note on Using 
Environmental 
Checklist 

(a) If necessary, the impacts to transboundary or 
global issues should be confirmed (e.g., the 
project includes factors that may cause 
problems, such as transboundary waste 
treatment, acid rain, destruction of the ozone 
layer, or global warming). 

N/A (a) The Project does not include factors in terms of transboundary or global issues. 
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資 料 6-4 環境管理計画及び環境モニタリング計画 

 

6-4-1 ENVIRONMENTAL MANAGEMENT PLAN 

Table  Mitigation Measures for Environmental and Social Impacts (During Construction) 

No. Item Proposed Mitigation Measures 
Implementing 
& (Inspection) 
Organization 

Estimated Cost 
(USD/year) 

Social/natural Environment 

1 

Land use and 
utilization of 
local resources 
(fishing) / 
Biota and 
ecosystem 

1) Design riverbank protection to prevent land erosion  
2) If worker camp is needed, locate accommodation of 
construction workers with distance of at least 20m from 
Tonle Sap River. 
3) Prepare temporary toilets or a septic tank for staff- 
worker for daily use. 
4) Prepare location for fuel and fuel residue storage 
tanks. 
5) Waste from construction activities, such as rubble 
from excavations, will be cleared immediately after 
construction 
6) Educate staff-workers on the implementation of 
sanitary measures in the construction field. 

Contractor 
(PPWSA & 
communes) 

Included in 
construction costs 

2 

Existing social 
infrastructures 
and services 
(such as traffic 
etc.) 

The construction of the WTP may create traffic 
disruption. 
1) Prepare a detailed traffic control plan and to 

coordinate with local government. 
2) Prepare proper construction schedule and methods 

to reduce traffic disruption and traffic accident. 
3) Assign traffic control person at the entrance of the 

sites while construction is taking place. 
4) Cooperate with the Traffic Police to facilitate traffic. 

Contractor 
(PPWSA,  
Traffic Police 
Office, 
communes) 

Included in 
construction costs 

3 
Infectious 
diseases such 
as HIV/AIDS 

1) Prepare appropriate manning plan. 
2) Educate staff/workers on the sanitation safety. 
3) Set up regularly inspection etc. 

Contractor 
(PPWSA, 
supervised by 
MISTI) 

Included in 
construction costs 

4 
Accidents 
(risk etc.) 

1) Prepare appropriate construction plan. 
2) Educate staff/workers on the safety. 
3) Set up regularly inspection etc. 

Contractor 
(PPWSA, 
supervised by 
MISTI) 

Included in 
construction costs 

5 
Biota and 
ecosystem 

 
  

Pollution 

1 Air pollution 

1) Cover stored materials with plastic or other 
materials. 

2) Cover trucks, and to spray exposed areas with water. 
3) Wash vehicles before going out the construction site. 
4) Minimize traffic over freshly exposed surfaces. 
5) Install barrier walls for limiting wind dispersing if 

necessary. 
6) Prepare air quality monitoring plan and carry it out 

during construction. (for details, see Environmental 
Monitoring Plan) 

Contractor 
(MoE/PDE, 
PPWSA) 

Included in 
construction costs 

2 
Water 
pollution 

1) Steel sheet pile will be installed to prevent scouring 
on the bottom of the main body. 

2) Carry out water quality monitoring. 
3) Temporary toilets will be placed to store domestic 

wastewater during construction. 

Contractor 
(MoE/PDE, 
PPWSA) 

Included in 
construction costs  

3 Waste 
1) Prepare reasonable plan for solid waste disposal, 

especially for excavated soil. 
2) Install temporary toilets at the construction site for 

Contractor 
(MoE/PDE, 
PPWSA) 

PPWSA may 
benefit from it 
(selling the wastes 
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No. Item Proposed Mitigation Measures 
Implementing 
& (Inspection) 
Organization 

Estimated Cost 
(USD/year) 

workers, and set sanitary bins for domestic wastes. 
3) Dispose solid wastes appropriately. 

to buyer) 

4 
Noise and 
vibration 

1) Prepare a detailed plan for noise control and 
coordinate with local government.  

2) Prepare proper construction schedule and methods. 
3) Set speed limits for vehicles and train workers on 

mitigation measures for environmental impacts.  
4) Use low noise level equipment, if necessary. 
5) Prepare noise monitoring plan and carrying out 

monitoring during construction. 

Contractor 
(MoE/PDE, 
PPWSA) 

Included in 
construction costs 

 

Table  Mitigation Measures for Environmental and Social Impacts (During O&M) 

No. Item Proposed Mitigation Measures 
Implementing 
& (Inspection) 
Organization 

Estimated Cost 
(USD/year) 

Social/natural Environment 

1 

Land use and 
utilization of 
local resources 
(fishing) / 
Biota and 
ecosystem 

1) Monitor the sources that could lead to the leakage 
of oil into the water body.  

2) Prohibit the disposal of fuel residue into Tonle Sap 
River that affects both the quality of water to be 
used and the water quality of downstream Tonle 
Sap River. 

Operator 
(PPWSA, 
supervised by 
MISTI) 

Included in OM 
costs 

2 
Water 
usage/water 
right 

1) Monitor the water level (flowrate) of Tonle Sap 
River.  

2) Monitor the water usage around the Intake facility. 

Operator 
(PPWSA, 
supervised by 
MISTI) 

Included in OM 
costs 

3 
Accidents 
(risk etc.) 

1) Prepare appropriate O/M plan. 
2) Educate staff/workers on the safety. 
3) Set up regularly inspection etc. 

Operator 
(PPWSA, 
supervised by 
MISTI) 

Included in OM 
costs 

Pollution 

1 
Water 
pollution 

1) Keep the facilities and equipment in good condition. 
2) Carry out water quality monitoring for raw water and 

discharged water.  

Operator 
(MoE/PDE, 
PPWSA) 

Included in OM 
costs of the WTP 

2 
Soil pollution / 

Waste 

1) Prepare reasonable plan for solid waste disposal, 
especially for sludge. 

2) Thickened sludge will be transported to the landfill 
site by PPWSA or sold to local construction 
company as backfilling materials. Thus, check the 
volume of sludge transported. 

Operator 
(MoE/PDE, 
PPWSA) 

PPWSA may 
benefit from it 
(selling the wastes 
to buyer) 
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6-4-2 ENVIRONMENTAL MONITORING PLAN 

Table  Environmental Monitoring Plan 

Monitoring 
Parameter 

Monitoring 
Location 

Monitoring 
Parameter 

Compliance 
Standards 

Monitoring 
Frequency 

Implementing 
& (Inspection) 
Organization 

Estimated Cost 
(USD/year) 

Pre & During Construction Phase 

Traffic  

(1) at the 
entrance of the 
WTP 
(2) at the 
entrance of the 
Intake facility 

Visual 
observation 

- 
During working 
hours of each 
day 

Contractor 
(PPWSA,  
Traffic 
Police 
Office) 

Included in 
construction 
costs 

Accidents 
(1) at the WTP 
(2) at the 
Intake facility 

Items on the 
checklist 

- 
Each day during 
construction 

Contractor 
(PPWSA) 

Included in 
construction 
costs 

Air quality 

(1) at the WTP 
boundary 
(2) at the 
Intake facility 
boundary 

CO, NO2, SO2, 
O3, TSP, 
PM10 and 
PM2.5 

Sub-Decree No. 42 
on Air Pollution 
Control and Noise 
Disturbance 
(MOE) 

Once, 
preconstruction: 
Once/6 months 
during 
construction  

Contractor 
(MoE/PDE, 
PPWSA) 

1,500 USD / 
time x 2 places 
x (1+2) times = 
9,000 USD / 
year 

Water 

pollution 

(1) at 
downstream of 
the Intake 

pH, DO, SS, 
turbidity, 
COD, NH4-N, 
Coliform 

Sub-Decree No. 
103 on Water 
Pollution Control 
(MOE) 

Once, 
preconstruction: 
Once/6 months 
during 
construction 

Contractor 
(MoE/PDE, 
PPWSA) 

500 USD / time 
x (1+2) times = 
1,500 USD / 
year 

Waste 
(1) at the WTP 
(2) at the 
Intake facility 

Volume of 
wastes 

- Once/week 
Contractor 
(MoE/PDE, 
PPWSA) 

Included in 
construction 
costs 

Noise 

(1) at the WTP 
boundary 
(2) at the 
Intake facility 
boundary 

Equivalent 
continuous A 
sound level 
(Laeq, 10) 

Sub-Decree No. 42 
on Air Pollution 
Control and Noise 
Disturbance 
(MOE) 

Once, 
preconstruction: 
Once/6 months 
during 
construction 

Contractor 
(MoE/PDE, 
PPWSA) 

1,500 USD / 
time x 2 places 
x (1+2) times = 
9,000 USD / 
year 

During Operation Phase 

Water usage 
(1) at the 
Intake facility 

Water level - 
Each day during 
operation 

Operator 
(PPWSA) 

Included in 
operation costs 

Accidents 
(1) at the WTP 
(2) at the 
Intake facility 

Items on the 
O/M manual 

- 
Each day during 
operation 

Operator 
(PPWSA) 

Included in 
operation costs 

Water 
pollution 

(1) WTP 
discharged 
water 

pH, DO, SS, 
turbidity, 
COD, NH4-N, 
Coliform  

Sub-Decree No. 
103 on Water 
Pollution Control 
(MOE) 

Once/3 months 
Operator 
(MoE/PDE, 
PPWSA) 

500 USD / time 
x 4 times = 
2,000 USD / 
year 

Waste 
(1) at the gate 
of the WTP 

Volume of 
wastes 

- 
In each case of 
disposal 

Operator 
(MoE/PDE, 
PPWSA) 

Included in OM 
costs of the 
WTP 

 

 

 



App 6-5-1 

資 料 6-5 環境モニタリングフォーム 

 

M-1: [Pre-Construction Phase] 

 

M-1-1  Air Quality 
Monitoring Frequency: Once / Implementation Schedule: Before construction activities 

Time and Date of the measurement (WTP)  :                                               

Time and Date of the measurement (Intake)  :                                               

No Parameter Unit 
Result Cambodian Standard 

(MoE) 
International Std 

(WHO G id li ) 
WTP Intake 

1 Carbon monoxide (CO) mg /m3   20 (8h ave.) - 
2 Nitrogen dioxide (NO2) mg /m3   0.1 (24h ave.) 0.2 (1h ave.) 

3 Sulphur dioxide (SO2) mg /m3   0.3 (24h ave.) 0.02 (24h ave.) 

4 Ozone (O3) mg /m3   0.2 (1h ave.) 0.1 (8h max.) 

5 Dust (TSP) mg /m3   0.33 (24h ave.) - 

6 Dust (PM10) mg /m3   - 0.05 (24h ave.) 

7 Dust (PM2.5) mg /m3   - 0.025 (24h ave.) 
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M-1-2  Noise 
Monitoring Frequency: Once / Implementation Schedule: Before construction activities 

Time and Date of the measurement (WTP)  :                                               

Survey Period 
Noise Level dB(A) 

Standard (Leq) LAeq Lmax Lmin 

Day 

6:00 - 7:00 

75 (MOE, Cambodia) 

Int’l Std*(55-70) 

   

7:00 - 8:00    

8:00 - 9:00    

9:00 - 10:00    

10:00 - 11:00    

11:00 - 12:00    

12:00 - 13:00    

13:00 - 14:00    

14:00 - 15:00    

15:00 - 16:00    

16:00 - 17:00    

17:00 - 18:00    

Average    

Evening 

18:00 - 19:00 

70 (MOE, Cambodia) 

Int’l Std*(55-70) 

   

19:00 - 20:00    

20:00 - 21:00    

21:00 - 22:00    

Average    

*:International Finance Corporation Environmental, Health, and Safety (EHS) Guidelines (values are ranged because the conditions cannot be 

applied) 
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Time and Date of the measurement (Intake)  :                                               

Survey Period 
Noise Level dB(A) 

Standard (Leq) LAeq Lmax Lmin 

 

Day 

 

6:00 - 7:00 

75 (MOE, Cambodia) 

Int’l Std*(55-70) 

   

7:00 - 8:00    

8:00 - 9:00    

9:00 - 10:00    

10:00 - 11:00    

11:00 - 12:00    

12:00 - 13:00    

13:00 - 14:00    

14:00 - 15:00    

15:00 - 16:00    

16:00 - 17:00    

17:00 - 18:00    

Average    

Evening 

18:00 - 19:00 

70 (MOE, Cambodia) 

Int’l Std*(55-70) 

   

19:00 - 20:00    

20:00 - 21:00    

21:00 - 22:00    

Average    

*:International Finance Corporation Environmental, Health, and Safety (EHS) Guidelines (values are ranged because the conditions cannot be 

applied) 

 

M-1-3  Water Quality 
Monitoring Frequency: Once / Implementation Schedule: Before construction activities 

Time and Date of the measurement (Intake)  :                                               

No. Parameters Units 
Downstream of 

Intake Site 

Cambodia 

Std*1 

International 

Std*2 

1 pH -  5.5-9 6-9 

2 Dissolved Oxygen mg/L  - - 

3 Suspended Solids mg/L  100 50 

4 Turbidity NTU  - - 

5 COD mg/L  120 125 

6 Ammonia mg/L  10 - 

7 Total coliform cfu/100mL  - - 

*1:Sub decree 103 on Water Pollution Control (MOE) 

*2:International Finance Corporation Environmental, Health, and Safety (EHS) Guidelines 
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M-2: [Construction Phase] 

 

M-2-1  Traffic 
Monitoring Frequency: During working hours of each day / Implementation Schedule: During construction activities  

Time and Date of the measurement (WTP)  :                                               

Monitoring Item Descriptive details Measures to be Taken 

Traffic disruption 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) Arranging specific person for 

control the flow of traffic, 

2) completing the construction 

works at the sections with high 

traffic flow as short time. 

 
Time and Date of the measurement (Intake)  :                                               

M-2-1  Traffic 

Monitoring Item Descriptive details Measures to be Taken 

Traffic disruption 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) Arranging specific person for 

control the flow of traffic, 

4) completing the construction 

works at the sections with high 

traffic flow as short time. 
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M-2-2  Accidents 
Monitoring Frequency: Each day / Implementation Schedule: During construction activities 

 

Safety Check Sheet 

Project: Project for Expansion of Phum Prek Water Treatment System 

Site:  Operator: 

Date:  Time: 

 

No. Item Eval No. Item Eval 
1 Site Security/Safety  5 Earthwork  
1-1 Perimeter fencing  5-1 Earthwork arrangement/planning  

1-2 Signage  5-2 Shoring  

1-3 Lighting  5-3 Site security/signage  

1-4 Other  5-4 Other  

2 Site cleaning/hygiene  6 Scaffold  
2-1 Site  6-1 Condition of scaffolds  

2-2 Office  6-2 Condition of foundation  

2-3 Road  6-3 Condition of supports  

2-4 Latrines  6-4 Site security/signage  

2-5 Other  6-5 Other  

3 Environment  7 Heavy equipment  
3-1 Erosion prevention  7-1 Equipment condition  

3-2 Dust prevention  7-2 Wire condition  

3-3 Dust bins/waste collection  7-3 Hoist work procedure condition  

3-4 Other  7-4 Site security/signage  

4 Protective Equipment  7-5 Other  

4-1 Helmet  8 Other Items  
4-2 Protective eyewear     

4-3 Mask     

4-4 Protective wear     

4-5 Safety harness     

4-6 Protective footwear     

4-7 Work gloves     

4-8 Other     
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EVAL: Good ○ To be improved △ NA ／ 

 

Notes: 
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M-2-3  Air Quality 
Monitoring Frequency: Once/6 months / Implementation Schedule: During construction activities 

Time and Date of the measurement (WTP)  :                                               

Time and Date of the measurement (Intake)  :                                               

No Parameter Unit 
Result Cambodian Standard 

(MoE) 
International Std* 

 WTP Intake 

1 Carbon monoxide (CO) mg /m3   20 (8h ave.) - 
2 Nitrogen dioxide (NO2) mg /m3   0.1 (24h ave.) 0.2 (1h ave.) 

3 Sulphur dioxide (SO2) mg /m3   0.3 (24h ave.) 0.02 (24h ave.) 

4 Ozone (O3) mg /m3   0.2 (1h ave.) 0.1 (8h max.) 

5 Dust (TSP) mg /m3   0.33 (24h ave.) - 

6 Dust (PM10) mg /m3   - 0.05 (24h ave.) 

7 Dust (PM2.5) mg /m3   - 0.025 (24h ave.) 

*:International Finance Corporation Environmental, Health, and Safety (EHS) Guidelines 

 

M-2-4  Water Quality 
Monitoring Frequency: Once/6 months / Implementation Schedule: During construction activities 

Time and Date of the measurement (Intake)  :                                               

No. Parameters Units 
Downstream of 

Intake Site 

Cambodia 

Std*1 

International 

Std*2 

1 pH -  5.5-9 6-9 

2 Dissolved Oxygen mg/L  - - 

3 Suspended Solids mg/L  100 50 

4 Turbidity NTU  - - 

5 COD mg/L  120 125 

6 Ammonia mg/L  10 - 

7 Total coliform cfu/100mL  - - 

*1:Sub decree 103 on Water Pollution Control 

*2:International Finance Corporation Environmental, Health, and Safety (EHS) Guidelines 
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M-2-5  Waste 
Monitoring Frequency: Weekly / Implementation Schedule: During construction activities 

Time and Date of the measurement (WTP)  :                                               

Monitoring item 
Measurement 

point 

Monitoring 

period & 

estimated 

volume 

Monitoring result 

during report 

period 

Countermeasure 

(for improvement) 

(Domestic waste) Designate 

temporary locations for garbage 

collection service 

a-1  Good / To be 

improved 

 

a-2  Good / To be 

improved 

 

  Good / To be 

improved 

 

(Construction waste) Designate 

waste disposal point 

  Good / To be 

improved 

 

 

Time and Date of the measurement (Intake)  :                                               

Monitoring item 
Measurement 

point 

Monitoring 

period & 

estimated 

volume 

Monitoring result 

during report 

period 

Countermeasure 

(for improvement) 

(Domestic waste) Designate 

temporary locations for garbage 

collection service 

a-1  Good / To be 

improved 

 

a-2  Good / To be 

improved 

 

  Good / To be 

improved 

 

(Construction waste) Designate 

waste disposal point 

  Good / To be 

improved 

 

 

Note of monitoring sites: 

a: Contractor’s Office (a-1)/Contractor’s Employees’ Camp (a-2) 
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M-2-6  Noise 
Monitoring Frequency: Once/6 months / Implementation Schedule: During construction activities 

Time and Date of the measurement (WTP)  :                                               

Survey Period 
Noise Level dB(A) 

Standard (Leq) LAeq Lmax Lmin 

 

Day 

 

6:00 - 7:00 

75 (MOE, Cambodia) 

Int’l Std*(55-70) 

   

7:00 - 8:00    

8:00 - 9:00    

9:00 - 10:00    

10:00 - 11:00    

11:00 - 12:00    

12:00 - 13:00    

13:00 - 14:00    

14:00 - 15:00    

15:00 - 16:00    

16:00 - 17:00    

17:00 - 18:00    

Average    

Evening 

18:00 - 19:00 

70 (MOE, Cambodia) 

Int’l Std*(55-70) 

   

19:00 - 20:00    

20:00 - 21:00    

21:00 - 22:00    

Average    

*:International Finance Corporation Environmental, Health, and Safety (EHS) Guidelines (values are ranged because the conditions cannot be 

applied) 
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Time and Date of the measurement (Intake)  :                                               

Survey Period 
Noise Level dB(A) 

Standard (Leq) LAeq Lmax Lmin 

 

Day 

 

6:00 - 7:00 

75 (MOE, Cambodia) 

Int’l Std*(55-70) 

   

7:00 - 8:00    

8:00 - 9:00    

9:00 - 10:00    

10:00 - 11:00    

11:00 - 12:00    

12:00 - 13:00    

13:00 - 14:00    

14:00 - 15:00    

15:00 - 16:00    

16:00 - 17:00    

17:00 - 18:00    

Average    

Evening 

18:00 - 19:00 

70 (MOE, Cambodia) 

Int’l Std*(55-70) 

   

19:00 - 20:00    

20:00 - 21:00    

21:00 - 22:00    

Average    

*:International Finance Corporation Environmental, Health, and Safety (EHS) Guidelines (values are ranged because the conditions cannot be 

applied) 
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M-3: [Operation Phase] 

 

M-3-1  Water level 
Monitoring Frequency: Each day / Implementation Schedule: Throughout operation stage 

Monitoring item Time and Date Water level Report (In case of abnormality) 

Water level at the 

Intake 

   

   

   

 

M-3-2  Water Quality 
Monitoring Frequency: Once/3 months / Implementation Schedule: Throughout operation stage 

Time and Date of the measurement (WTP discharged water)  :                                      

No. Parameters Units 
Downstream of 

Intake Site 

Cambodia 

Std*1 

International 

Std*2 

1 pH -  5.5-9 6-9 

2 Dissolved Oxygen mg/L  - - 

3 Suspended Solids mg/L  100 50 

4 Turbidity NTU  - - 

5 COD mg/L  120 125 

6 Ammonia mg/L  10 - 

7 Total coliform cfu/100mL  - - 

*1:Sub decree 103 on Water Pollution Control (MOE) 

*2:International Finance Corporation Environmental, Health, and Safety (EHS) Guidelines 

 

M-3-3  Waste 
Monitoring Frequency: In each case of disposal / Implementation Schedule: Throughout operation stage 

Monitoring item 
Measurement 

point 

Date & 

estimated 

volume 

Monitoring result 

during report period 

Countermeasure 

(for improvement) 

Designate waste disposal point PPrWTP  Good / To be improved  
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M-4: [Any Phase] 

 

M-4-1  Complain resulting from the Project 
Monitoring Frequency: As needed / Implementation Schedule: Throughout the Project 

Subject of Complain Content of Complain Action Taken and Result 

 

Component                          

 

Date/Period                           

 

By Mr./Ms.                        

 

Contact information 
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